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　　　　相そう馬ま真しん吾ご







「おばちゃん、ご馳ち走そう様さま！」

　食べ終わったオレは言い、ビニール椅い子すから立ち上がる。

「ちゃんと残さず食べたの？　体力つけないと香ホン港コン市民を守れないよ？」

　屋台の店主であり、シェフでもあるおばちゃんが、大声で言う。

「わかってるよ。それにおばちゃんのお粥かゆを残せるわけないだろ？　香港一なんだから！」

　デイパックを背負いながらオレが言うと、おばちゃんはまんざらでもない顔で、

「お世辞言っていないでさっさと仕事に行きなさい！　遅ち刻こくするわよ？」

　広東語のそれはまるで怒おこってるみたいに荒あらいけれど、おばちゃんの言葉はやっぱり優やさしいんだよね。

　オレの名前は相馬真吾。二十四歳。日本人。警察学校を出て日本の警視庁の国際捜査管理官になったけれど、一年前にこの香港にきた。近所の人の前ではいちおう『香港警察に勤めているヒラのお巡まわりさん』ってことになっているけれど……本当は少しだけ違ちがう。

「しっかし真吾が香港警察のお巡りさんだなんて、とても信じられないよなあ」

　丸テーブルに相席してるこの屋台の常連、王ワンさんが言う。向かいに座っていた黄ホアンさんが、

「まあ、観光客に道を教えるくらいはできるだろう？　日本語だってちょっとはできるし」

「オレはもともと日本人だってば！　でも香港に馴な染じみすぎて忘れそうだけどね」

　オレがお粥の代金をテーブルに置きながら言うと、常連さんたちがいっせいに笑う。

「たしかになじんでるな！　毎朝この屋台に来ているところからして！」

「そうそう、もう生きつ粋すいの香ヒヨン港ゴン仔チヤイだよ！」

　香港仔っていうのは香港で生まれ育った人のことを指す言葉で、それを言われるといつも嬉うれしい。みんなに隠かくしごとをしていることには……ちょっと罪悪感を感じるけれどね。

「ほらほら、無む駄だ話してないで！　もう二十分だよ？」

　おばちゃんに話を遮さえぎられ、オレは慌あわてて左腕うでにはめた安物の時計を覗のぞき込む。

「うわ、本当だ、ヤバイ！　それじゃあ行って来るから……」

　オレが言いかけた時、テーブルでお粥を食べていた常連さんたちがいっせいに顔を上げる。

「今朝も来たぞ、酔すい狂きようなお金持ちが」

　その言葉に、オレの心臓がドクンと高鳴った。

　……また、来たのか。

　オレは足を一歩踏ふみ出したまま、思わず固まってしまう。

「いったい誰なんだろうな、こんな屋台の粥をわざわざ買いに来るなんて」

　彼らの可笑おかしそうな声に、おばちゃんは盛大に眉まゆをひそめて見せる。

「こんな、とはなんだい？　あたしのお粥は香港一なんだ。どんな大だい富ふ豪ごうだって夢中になるに決まってるよ！」

　動けなくなってしまっていたオレは、ゆっくりと顔を上げる。

　……やっぱり……。

　オレの視線の先には、ぴかぴかに磨みがき上げられた、一台の漆しつ黒こくのリムジンが停車していた。

　派手な色で書かれたたくさんの看板、乱雑に並べられた粗そ末まつなテーブルとビニールの椅子、道に散乱している果物の皮。賑にぎやかで混こん沌とんとした景色けしきの中で、とてもリッチなリムジンは別世界の乗り物みたいに見える。いや、オレからすれば本当に別世界のものなんだけど。

　リムジンの窓は、すべて茶色がかった遮しや光こうガラス。もしかしたら防ぼう弾だんガラスかもしれない。その物々しい雰ふん囲い気きだけでも、乗っているのが普ふ通つうの人間じゃないことは確かだ。

　運転席のドアが開き、そこからお仕着せを着た運転手が降りてくる。彼は車を回り込み、後部座席のドアを外側から開いた。

　中から、背の高い男が降りてくる。高そうなダークスーツ、真ま面じ目めそうな銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね。茶色の髪かみと薄うす茶ちや色いろの瞳ひとみ。繊せん細さいな感じの美形で、彫ほりの深い顔立ちはどう見てもアジア系じゃない。

　彼は車を降りたところでふと振ふり返り、中にいるらしい誰かに何かを英語で話しかける。

　明るい屋外からリムジンの中は見えないけれど……この銀縁眼鏡の男はきっと秘書か何かで、車からは降りない誰かのために、いつもお粥を買いに来るんだろう。

　銀縁眼鏡の男は、中にいる人物と一言二言、言葉を交かわす。そして屋台の人々の好こう奇きの視線の中を無表情に歩き、おばちゃんに近寄る。

「お粥を二つ、持ち帰りにしたいのですが。今日は貝柱で。お手数をおかけします」

　欧おう米べい風の顔つきに似合わない、流りゆう暢ちような広東語で言う。口調が馬ば鹿か丁てい寧ねいなところも、屋台の雰囲気からは浮ういている。

「別に手数じゃないよ。ちょっと待ってな」

　おばちゃんはいつもと変わらない調子で言って、お玉で大きな鍋なべをかき混ぜる。金属の持ち手のついたテイクアウト用の耐たい熱ねつ容器二つを出して湯気の立つ金色のお粥を入れ、蓋ふたをしてその男に手て渡わたす。外側に一ひと滴しずくもこぼさないところが職しよく人にん技わざだ。

「はいよ、二杯はいで二十元げん」

「どうもありがとうございます」

　彼は丁寧に言ってお金をカウンターに置くと、容器を受け取る。そして優ゆう雅がな仕草で踵きびすを返してリムジンの方に歩み寄る。運転手が開けたドアから入ろうとした時、中にいる人物がこっちに向かって手を差し伸のべた。

　……あ……。

　オレの心臓が、ドクンと跳はね上がる。

　秘書らしき男はとても恐きよう縮しゆくした様子で、ありがとうございます、申し訳ありません、と言いながらその手にお粥を渡す。

　毎日、その瞬しゆん間かんだけチラリと見えるその手に、オレはなぜだかいつも見とれてしまう。　>>>♥

　もしそれが花のように美しい女性の手……だったら全然不思議じゃないんだけど、チラリと見える手は、どう見ても男のもの。なめし革がわのように滑なめらかな肌はだ、男らしく張った骨格、そしてすらりと伸びた指。いつもチラリと見えるその手は……見とれるほどに美しいんだ。

　ダークな色のスーツの袖そで口ぐちからは、いつも皺しわ一つない純白のカフスが見える。そこに光っているカフスボタンは、まるで今にもトロリと溶とけてしまいそうな柔やわらかい質感を持つ美しい翡ひ翠すい。それだけでも彼がとんでもないお金持ちであろうことがうかがえる。

　……なんだかすごく謎なぞなんだけど……。

　オレは呆ぼう然ぜんと立ちすくみながら思う。

　……あのリムジンに乗っているのが誰なのか、オレはものすごく気になっているんだよね。

　秘書は身をかがめて車に乗り込み、運転手は外側からドアを閉める。鹿しか爪つめらしい顔のままで車を回り込み、運転席に乗り込む。そしてリムジンはゆっくりと滑すべるように走り去る。

「真吾！　何ぼんやりしてるんだい？」

　後ろからどやされて、オレはやっと我に返る。

「もう二十五分だ！　本当に遅刻するよ？」

　オレは腕にはめている時計を覗き込み、本気で焦あせってしまいながら、

「本当だ！　それじゃあ、ご馳走様！」

「明日も寝ね坊ぼうしないでちゃんと来るんだよ？　あんたが来ないと心配でしょうがないよ！」

「ありがとう！　行って来るね！」

　オレが手を振ると、常連さんたちも可笑しそうに手を振り返してくれる。

「おう、頑がん張ばれよ！」

　みんなの声に後押しされ、オレは道を走りだす。この道は細くはないけれど、両側に屋台や露ろ店てんのテーブルが並んでいるせいで、さまざまな障害物が道にまではみ出している。普通なら車で通るのは難しいだろう。まあ、ざっくばらんな香港の人たちが眉をひそめるとは思わないけど。

　……たしかにおばちゃんの店のお粥はすごく美味おいしい。だけど……。

　オレは、曇くもり一つなく磨かれた黒いリムジン、そしてとても高価であろう翡翠のカフスボタンをした、美しい手の持ち主を思い出す。

　……なんだかすごくミステリアスな気がする。彼は、いったい誰なんだろう？

　オレは思い、それから少し自じ嘲ちよう的な気持ちで呟つぶやく。

「……まあ、どうせ、オレとは別世界の人には違ちがいないんだけどね」







　　　　ブライアン・黎リー







「彼、今朝もいましたね」

　会社に向かう途と中ちゆうのリムジン。私の向かい側に座った男が、粥かゆの入った耐熱容器をボトルホルダーに差しながら言う。

　彼はサミュエル・曾ツアン。二十七歳。私の専属秘書を務めている。色素の薄うすい髪に薄茶色の瞳、銀縁眼鏡。女性社員たちに人気のある整った顔立ち。一見温和そうだが、得体が知れない。

　そして私の名前はブライアン・黎。二十九歳。母は英国貴族の娘むすめ、父は香港の裏社会を牛ぎゆう耳じるマフィアの首領という変わった血統だ。愛人だった母の死後、私は英国の祖父母に引き取られた。大学を卒業後は祖父が経営する会社を継つぎ、それを世界的な大だい企き業ぎように成長させた。本当ならそのまま実業家として生きていくはずだったのだが……半年前に事情が変わった。父親である黎リー・庚ジエン秦テインが私を黎ファミリーの次期首領候補に指名したのだ。そのせいで私の人生は違うものになってしまったのだが……そこにスリルを感じているところが、父親の血を引いている証あかしかもしれない。

「あんなふうにゴミゴミした場所にいても、彼は輝かがやくようですね」

　向かい側に座った曾が、うっとりと言う。私は彼がいったい何を言おうとしているのかを考え、それから書類をめくりながらため息をつく。

「別に、彼を見たいから毎朝あそこに通っているわけではないが？」

　曾はクスリと笑い、

「本当ですか？　わざわざリムジンをあんな場所まで向かわせなくても、あなたのような人に似合いそうな高級レストランなら、この香港にはいくらでもあるでしょうに」

「気に入らないのなら、無理に付き合ってくれることはない」

　私が言うと、彼は慌あわててかぶりを振って、

「いえ、朝粥なら、あの屋台のものはこの香港で最高と言えるでしょうから」

「私も同じ理由であの店に通っているだけだ」

「わかりました。そういうことに。そして、わざわざ彼を警護につけようとしていることは、ただの偶ぐう然ぜんと言うことで」

　その言葉に、私は書類から顔を上げる。

「誰から聞いた？　華ホアからか？」

　曾はその整った顔に、にこりと笑えみを浮かべて言う。

「もちろんほかの人間には極ごく秘ひにしてあります。私はあなたの秘書ですから、先に知っておいたほうが何かと便利かということで、ＩＣＰＯから連れん絡らくがありました」

「一ひと筋すじ縄なわではいかない秘書だな。ＩＣＰＯの人間と繫つながっているなんて」

「ただの業務連絡です。深い関係ではありませんよ」

　彼はふいに真ま面じ目めな顔になって、

「ですが、ここまで来たら私もすでに同じ穴の狢むじな。絶対に勝っていただかないと命が危ない」

「だから協力すると言うのか。ますます一筋縄ではいかない秘書だな」

　彼は小さく肩かたをすくめて、窓の外に目をやる。窓の外には市場の喧けん騒そうが広がっている。老ろう婆ばが背負った大きな籠かごには、信じられないほどたくさんの白菜が盛り上げられている。若者が持っている魚籠びくからは、何か大きな魚の尻尾しつぽが何本もはみ出している。彼らは残らず、その間をゆっくりと縫ぬって走るリムジンを好奇の目で振り返る。

「混こん沌とんとしていて、雑多で、美しさからはほど遠い。ここに来たばかりの頃ころは、一日も早くニューヨークに帰ることしか考えられませんでした」

　彼は窓の外を見つめたまま、

「でも、今では私はこの街が嫌きらいではありません。この街を手にするためにあなたが何をしようと、もちろんついていくつもりです」

「ありがたいことだ」

　私は言いながら、書類に目を落とす。

　そして……さっき見たばかりの、あの青年のことを思い出す。

　いかにも運動神経の発達していそうなしなやかな身体からだを、紺こん色いろのスーツに包んでいた。安価そうなスーツと、不器用なアイロン皺の残る白いワイシャツが、一人暮らしの若者らしくてとても微笑ほほえましい。

　無造作にカットされた、艶つやのある黒い髪かみ。

　金色に陽ひ灼やけした、滑らかな頰ほお。

　スッと通った品のいい鼻筋。

　少し気の強そうな、真っ直すぐな眉まゆ。

　長い睫まつ毛げの下の、キラキラと煌きらめく黒い瞳ひとみ。

　そして、少年の面おも影かげを残した柔らかそうな唇くちびる。

　楽しそうに笑う彼は、朝の光に似合ってとても爽さわやかに見えるが……どこかに隠かくしきれない色気を漂ただよわせていた。

　私は、初めて見た瞬間に、彼のことが忘れられなくなった。

　そして偶然に彼の素す性じようを知って……もしかしたら運命かもしれない、と思ったのだ。

　……もしもこれが本当に運命だとしたら……。

　私は、胸がズキリと痛むのを感じながら思う。

　……彼もきっと、同じように運命を感じてくれるはずなのだが。







　　　　相馬真吾







「本当に、ここでの仕事はただのお役所って感じ」

　オレは、捜そう査さ資料をファイリングしながら愚ぐ痴ちをこぼす。

「これじゃあ、日本の警察にいた方がまだエキサイティングだったかなあ」

　ため息をつくオレに、隣となりのデスクのジム・陳チエンさんが笑う。

「一いつ般ぱん的には誤解があるみたいだけどね。ＩＣＰＯは、映画みたいに派手な組織じゃないんだよ」

「地味な資源管理総局に比べて、警察総局の方は恰好いいですよね」

　オレは、ちょっとだけドキドキしながら言う。

「あそこは別世界よ。今のご時世、命がいくつあっても足りないってば。でも……」

　向かい側に座ったサンディ・王ワンさんがなぜか頰を染めながら言う。

「強くて逞たくましい美形がいっぱいで、魅み力りよく的ではあるけれど。特に組織・薬物犯罪課」

「顔は関係ないと思いますけど。っていうか、それって特定の人を指してるでしょう？」

「たしかに華捜査官は一番のハンサムだけど……ほかにも美形がたくさんいるじゃない？」

　彼女の言葉に、オレはさらにむくれる。とはいえ、たしかにあそこは別世界。百ひやく戦せん錬れん磨まのタフな男ばかり集まっていて……まあ、顔は関係ないにしても、体格では日本人のオレにはとても対たい抗こうできない。

　……オレみたいなチビなやつが第一線に立とうなんて、夢のまた夢だったのかなあ？

　オレの名前は相馬真吾。二十四歳。日本の警察の国際捜査管理官だったけれど、希望を出してこの国際刑事警察機構（ＩＣＰＯ）香港特別行政区事務所に来た。

　銃じゆうの扱あつかいには自信があるオレは、アクション映画張りのスリリングな毎日を期待して香港に来たけれど……日本人は欧おう米べい人からも中国人からも軟なん弱じやくなイメージで見られているし、しかもさらにオレは見た目も華きや奢しや。そんなオレが任せてもらえるのは、事務処理ばかり。正直言って、退たい屈くつ。居い心地ごこちがいいだけにこのまま落ち着いてしまいそうで、かなり怖こわいし。

「相馬君、今日、二時から射しや撃げき訓練の申請出していたよね？」

　第三課の課長、ピーター・許シユウさんが少し離はなれたデスクから言う。オレは慌てて振ふり返り、

「はい！　予約取れました？」

　オレが息せき切って言うと、許課長は苦く笑しようして、

「取れたよ。……相馬君って、本当に射撃訓練が好きだよね。大学時代から射撃部だったんだっけ？」

「いちおう国際大会で上位に入賞したこともあります」

　オレが胸を張って自じ慢まんすると、トム・葉イエさんとケイト・周チヤウさんが身を乗り出してきて、

「そんな可愛かわいいルックスで、射撃が特技なんて意外だなあ！」

「本当！　そんなに小こ柄がらなのにどうしてＩＣＰＯに？　って思ってたけど、そういう特技があったのねえ」

　二人の言葉に、オレはまたむくれる。

「その可愛いとか言うのやめてください。ものすごく気にしてるんですから」

「でも可愛いものはしょうがないだろう」

「そうよ、まあ、身長はわりとあるし、性格はやんちゃだし、顔も可愛いと恰好いいの中間くらいだから『可愛い』という表現だけじゃ物足りないかもしれないけど」

「それならせっかくだから恰好いいって言ってくださいよ」

　オレは言いながら壁かべの時計を見上げ、驚おどろいてしまう。

「うわ、二時まであと十五分しかないじゃないですか！　早く言ってくださいよ、課長！」

　課長は可笑おかしそうに笑い、

「だって、言ったら一日中そわそわして仕事に身が入らなくなるじゃないか。……一日中そわそわして、銃の話ばかりされるのはこりごりだからね」

「オレは銃が好きなんです！　危険だって意見もあるけど、正しく使えば暴力に対抗するこのうえない手段に……」

「ああ、それから……」

　課長がオレの言葉を遮さえぎって言う。

「……訓練場に華捜査官がいる。何か話があるようだよ。見つけたら声をかけてくれという伝言があった」

　華捜査官という名前を聞いただけで、女性たちが黄色い悲鳴を上げる。

「華捜査官が、オレに？」

　世界中の指名手配犯の情報を集め、それに関する検けん索さくシステムを開発しているこのプロジェクト、システム・支し援えん課には、あらゆる資料が集まっている。犯罪者の顔写真だけじゃなく、さまざまな遺留品やＤＮＡ鑑かん定ていの資料まで。本当ならメールで検けん索さく依い頼らいや資料請せい求きゆうはできるんだけど、わざわざ足を運んでくる捜査官も多い。その中でも華捜査官はよく来るほうで……女性陣じんの憧あこがれの的だ。

　たしかにエリートだしハンサムだけど、彼はオレをからかって遊べるオモチャだと思ってるみたい。すぐに絡からんでくるし、資料をファイルにして届けてくれとか面めん倒どうなことばっかり依い頼らいしてくるから、オレはちょっと苦手なんだけど。

「何の用だろう？　また雑用かなあ？」

　オレが言うと、ほかのメンバーが笑う。

「早く行かないと、時間になってしまうよ？」

　許課長に言われて、オレは慌あわてて立ち上がり、椅い子すの背にかかっていた上着をとる。

「行って来ます！」

　オレは日当たりの悪い部屋から廊ろう下かに出て、そのまま走り出す。

　……事務処理ばっかりでちょっと腐くさってたけど、実地訓練で気分転てん換かんしてやる！

　走りながら思い……そして華捜査官のことを思い出す。

　……あの人に会うのは面倒だけど、射撃訓練ができるんだから、まあ、我が慢まんしなきゃ。




　　　　◆




　パン！　パン！

　オレの手の中の銃が軽い音を立て、遠くにある的が揺ゆれる。ここからはよく見えないけれど、弾たまはすべて、的のかなりいい場所に命中したはずだ。

　オレは学生時代からスポーツ射撃をやっていた。射撃用のライフルと拳けん銃じゆうではもちろんまったく違ちがうものだけど……心を静め、的だけに精神を集中させるという緊きん張ちよう感かんが共通している。

　オレが支給されている銃は、スミス＆ウエッソンのＭ37Ｆ。警察機関でよく使われるアルミフレームのＭ37──愛あい称しようエアーウエイト──の最新型で、愛称はフェザーウエイト。昔からある伝統的な単身回転式だけど、服の下に隠して携けい帯たいするために六発から五発に改造されていてとても軽くて小さい。でも、手から肩かたに伝わってくる衝しよう撃げきは、やっぱり本物の銃ならではで、こうやって訓練をするたび、自分は人を守る仕事をしているんだ、という意識を新たにする。

　……きちんと市民を守れるように、ちゃんと訓練しておかなくちゃ。

　オレはため息をつき、集中して構えの姿勢をとる。そして、五発あった弾のうちの最後の弾を発射する。

　パン！

　的が揺れて、命中した気配。銃を置き、手元のスイッチを押すと、遠くにあった的がスルスルと近くに寄ってくる。

「やけに楽しそうだな。資料整理をしている時とは大おお違ちがいだ」

　防音用のヘッドセットを外したオレは、後ろから聞こえた声に慌てて振り返る。

「華捜査官……！」

　後ろに立っていた背の高い男は、エドワード・華。二十九歳。警察総局、組織・薬物犯罪課の課長。資産管理総局のプロジェクト、システム・支援課にいるオレとは全然部署が違うんだけど、彼は情報資料を読むためによくプロジェクト、システム・支援課まで足を運んでくるから顔見知りだ。っていうか、もしかしたらただオレで遊んで気分転換をしたいだけかもしれないんだけど。

　オックスフォード大学を首席で出、アメリカ軍の士官を経へてＩＣＰＯのリヨン本部で責任ある地位についていたはず。超ちようエリートだったはずの彼がどうしてこの香港支部に来たのかは未いまだに謎なぞ。女性にとても手が早いと言う評判だから、向こうで何かあったのかもしれない。

　きちんと整えた黒くろ髪かみに黒い目、陽ひに灼やけた肌はだ、いかにもモテそうなハンサムな顔。鍛きたえられた長身を高そうなスーツに包んだ姿は、まるでグラビアみたいに見み栄ばえがするけれど……彼の本ほん性しようを知っている捜そう査さ官は、誰も彼に見とれるなんて真似まねはできない。怖すぎるからだ。

　彼が来てから、ＩＣＰＯ香港支部の組織・薬物犯罪課の検挙率は跳はね上がった。そのために裏ではかなり悪いことをして犯人を検挙していると評判だ。もともとかなりの大物の御おん曹ぞう司しで、働かなくても遊んで暮らせる身分らしい。表のコネを捜査にも最大限に利用すると噂うわさされている。

「お疲つかれ様さまです。オレにご用というのは……？」

　オレは、近づいてきた厚紙の的に手を伸のばしながら言う。

「身長が低いと、やはり腕うでも短いんだなあ」

　オレの脇わきからいきなり手が伸びて、的を勝手にクリップから外してしまう。

　摑つかむ寸前で的を取られたオレは、思わず彼を睨にらみ上げる。

　……もちろん、怖くて口答えなんかできないけど。

「スポーツ射撃の選手だったんだってな？　だからおまえの射撃はとても正確だと聞いた」

　彼は片かた眉まゆをつり上げながら、皮肉な口調で言う。

「まあ……それほどたいしたことはないみたいだがな」

「ええっ？」

　オレは驚き、彼が持っている的に目をやる。黒で人形が印刷されたそれには胸を中心に白で円が描えがかれていて……オレの撃うった弾はほとんどがその円の中心に集中している。だいたい三センチくらいの円にすべての弾だん痕こんがおさまるくらい。かなり優ゆう秀しゆうだと思うんだけど……。

「お、お言葉ですけど、かなりいい線いってると思いますが……」

「いい線ねえ」

　彼は紙製の的をオレに押し付け、にやりと笑って踵きびすを返す。

「せっかくだから見本を見せてやろうか？」

　彼が防音用のヘッドセットを着けたのを見て、遠くにいた捜査官たちがさりげなく近寄ってくる。たしかに彼の射しや撃げきの腕はすごいと評判だから、みんな興味があるんだろう。

　彼が出したのは一いつ般ぱんの職員に支給されるＭ37Ｆではなく、自動拳銃のシグザウアー ＳＰ２３２ＳＬＦ だった。元は軍の幹部が護身用に持っていた武器で、今はフランスの国家憲兵隊やアメリカ軍の戦車部隊なんかが採用しているはずだ。弾数が最大で十五発、重量が七百九十グラムもあるという銃じゆうで、見た目も威い力りよくもかなりすごい。

　彼がその長い腕をふいに上げ、無造作に銃を構えたのを見て、オレは慌ててヘッドセットをつける。この距きよ離りでヘッドセットなしで発射されたら耳がやられてしまう。

　……人のことはまったくおかまいなしなんだから！　なんて傍ぼう若じやく無ぶ人じんな人だ！

　パン、パン、パン、パン、パン……！

　発射音が……数えて十五発。オレは耳に当てたヘッドセットを押さえ、それから彼が腕を下ろしたことに気づいてやっとヘッドセットを取る。

「撃つのは、近くにいる人間がちゃんとヘッドセットをしてからですよね？　基き礎そ中の基礎です！　ひどいです！」

　オレが怖こわさも忘れて思わず抗こう議ぎすると、彼は可笑おかしそうに笑う。

「あ～、毎日毎日、獰どう猛もうな香港マフィアを相手にしている間に、すっかり忘れていたなあ」

　ヘッドセットを取り、ボタンを押す。遠くにあった的が、スルスルと近づいてくる。

「ほら、これを見て自分の成績を反省しろ」

　手を伸ばして的を取り、それをオレに渡わたす。オレはそれをかざして……。

「なんですか、これ？　十五発も撃って、一発しか当たってませんけど！」

　的に描かれた人形の眉み間けんに、小さな穴が一つだけ開いている。

「しかも眉間に当たってるし！　的の円の真ん中を狙ねらったのに外れたんですか？」

「バカか、眉間を狙ったに決まっている。私は一発で殺す主義だ。それに……」

　彼は小さな穴を指でつついて、

「私は、十五発すべて、ここに当てている。的が揺れていたのを見ただろう？」

　……そういえば、そうだ……。

　オレは周りが焦こげたようになっているその小さな穴を見て青ざめる。

　……本当に、全部ここに当てたんだ……。

　いつの間にか周囲を取り囲んでいた捜査官たちが、羨せん望ぼうのため息を漏もらし、すごい、と呟つぶやきあっている。

「これくらいが普ふ通つうだ。自分がいかにへたくそかわかったか？」

　バカにしたような声にムカッと来る。オレは、彼の端たん整せいな横顔を睨み上げながら思う。

　……こんな人の部下じゃなくて、本当によかった……！

「私の部下でなくてよかった、そう思っているだろう？」

　いきなり言い当てられて、オレは思わず、うぐ、と変な声を出してしまう。彼は尊大な顔でオレを見下ろして、

「だが、私はおまえの上司の許氏よりもさらに上官だ。おまえは私の命令を聞く義務がある」

「えっ？」

　オレは、許課長の言っていた『話があるらしい』という言葉を思い出して思わず青ざめる。

「ええと……それって何か面めん倒どうな用事を押し付けようって言うんじゃ……？」

「面倒と取るか、チャンスと取るかはおまえ次し第だいだ」

　彼は言い、その端整な顔にわざとらしい微笑ほほえみを浮うかべてみせる。

「終業後、私のところへ来い。何の用事かはその時に教えてやる」

　言いながら、まるで万年筆でも仕し舞まうようなごく自然な仕草で、銃を上着の下に吊つるしたホルダーに入れる。

「それから、しばらくシステム支し援えん課には帰れないから覚かく悟ごしろよ」

　その言葉に、オレは思わず真っ青になる。

　……ああ、最悪だ……！




　　　　◆




　オレはドアの前で深呼吸し、それから恐おそる恐るノックをする。もう帰っていてくれないかな、と願ってみるけれど……。

「どうせ真吾だろう？　入ってこい」

　内側から聞こえた華捜査官の声に、思わずため息をつく。

　……この人からはいつも、どんなイジワルをされるのか想像もつかない。しかもしばらくシステム支援課に帰れないなんて、いったいどんなすごい仕事なんだろう？

「失礼します」

　オレは言って、ドアを開ける。シックな絨じゆう毯たんの敷しかれた広々とした部屋。正面には大きな窓が切られ、そこからは夕暮れの香港の景色けしきが美しく見み渡わたせた。オレがいるシステム支援課は別べつ棟むねの地下にあるし、許課長はこの華捜査官よりも職位が低いから、個室すらもらえていない。ここは、まさにエリートのいる場所って感じだ。

　窓の前に置かれた大きなマホガニー製のデスクの向こう、背もたれの高い椅い子すに、彼は悠ゆう々ゆうと座っていた。

「取って喰くいはしないからさっさと来い」

　彼の言葉に、オレは恐る恐る部屋を横切る。部屋のこっち側には座り心地ごこちのよさそうな応接用のソファもあったけれど、勧すすめてもらえなかったオレはデスクの前で直立不動になる。

「許課長には私から許可をもらってある。もちろんＩＣＰＯ上層部にも話を通した」

　彼の言葉に、オレは驚おどろいてしまう。

「書類整理に、どうしてそんなことを？」

「書類整理だとは誰も言っていないだろう？……おまえに、あるマフィアの関係者の警護を頼たのみたい」

「は？」

　あまりにも意外な言葉にオレは呆ぼう然ぜんと彼の顔を見返す。彼は苛いら立だったように、

「は？　じゃない。素す直なおに、はい、と言っておけ」

　……そんな横暴な！

「あの……どうしてそんな大きな仕事がオレに？　そういう仕事は組織・薬物犯罪課がいつも請うけ負っていますよね？　あなたの課には優秀な捜査官がたくさんいるはずですし……」

「この私に口答えか？　いい度胸じゃないか」

　冷たい目で見上げられて、オレは背筋に冷たいものが走るのを感じる。

「いえ、その……」

「まあ、いい」

　彼はデスクの上にあった電話を取り上げると、例のメンバー全員ですぐに来い、という一言だけを言っていきなり電話を切る。

　……なんなんだ？

　何がなんだか解わからずに呆然としたほんの一いつ瞬しゆん後、ドアにノックの音が響ひびいた。

「失礼します、華捜査官！　亥ホイであります！」

　まるで軍隊みたいな声が聞こえて、オレは驚いて振ふり返る。華捜査官が、

「入れ」

　と言うと、ドアが開いて、山のように大きな男たちが五人、なだれこんできた。

「うわ！」

　思わず避さけると、彼らはデスクの前に二列でピシリと整列する。一人一人が二メートル近くありそうな強面こわもての男たちで、ダークスーツが軍服みたいに見える。華捜査官が、壁かべ際ぎわに張り付いているオレに視線を移して、

「今回警護のために選せん抜ばつしたＳＰのメンバーだ。百ひやく戦せん錬れん磨まだが、いかんせん弱点がある」

「ええと……」

　オレはピシリと背中を伸のばして立つ彼らに圧あつ倒とうされながら言う。このガタイならきっと格かく闘とう技ぎも射しや撃げきも得意中の得意だろうし、オレみたいなチビなやつが対たい抗こうできるとは思えない。

「……オレには、彼らには一つも弱点なんかないように見えますけど。みんな逞たくましいし、強そうだし、いかにもプロって感じで威い圧あつ感かんも十分だし……」

　オレが言うと、華捜査官は肩かたをすくめて、

「まさにそこが、彼らの弱点なんだ」

「え？」

　華捜査官は、目の前に整列したごつい捜そう査さ官達を指で示して、

「彼らはどこからどう見ても手て練だれのＳＰか、警察関係者か、軍人だ。どんなにくつろいだ恰好をさせたとしても、一いつ般ぱん人に溶とけ込むのはまず無理だろう」

「……あ……」

「その点、おまえならどこにいても馴な染じむ。ちょっとルックスのいい、ただのニイチャンだ」

　……それって、捜査官としては失格って言ってるのか？

　ムッとしたオレに、華捜査官は可笑しそうに笑いかけて、

「しかも、いい恰好をさせればそれなりに見み栄ばえがしそうだ。裏表のないその性格なら、金持ちたちへの受けもいいだろう」

「……ええと……？」

　オレは少し考えて、

「組織・薬物犯罪課のメンバーが本格的なＳＰを務め、さらにオレが至近距きよ離りから警護をする、そういうことですか？」

「よくできました」

　華捜査官は小学校の先生のような口調で言い、それからふいに真ま面じ目めに顔を引き締しめる。

「プロジェクト、システム・支援課から別の課への異動申しん請せいを出していたな、相馬捜査官」

　急に言われてオレは思わず姿勢を正す。

「はい。もちろんプロジェクト、システム・支援課はとても居心地がいいです。そしてもちろん百戦錬磨の組織・薬物犯罪課に入りたいなどと身みの程ほど知らずなことは思っていません。でもせめて、事件の捜査にかかわれる部署に今後異動してみたいんです」

「このプロジェクトが成功すれば、存在を認めてもらえるかもしれないぞ？　そしてもっと大きな仕事に参加させてもらえるようになるかもしれない。ことによったら私から上部に進言することもできる」

　……本当に？　日本にいた時みたいに、捜査に参加できるかもしれないのか？

「わかりました！　オレ、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりますから！」

　オレが言うと、華捜査官は、満足げに笑う。

「それは頼もしいな」

　言って顔を上げ、整列している捜査官達に向かって、

「おまえたちは、先に下で待機していてくれ。今後の指揮は亥捜査官に一任する」

「了りよう解かいしました！」

　亥捜査官をはじめとする五人が、一いつ斉せいに部屋から出ていく。ものすごい圧あつ迫ぱく感かんが消え、空気がやっと吸えるようになった気がして、オレはため息をつく。

「これが、今回おまえが警護すべき人物の資料だ。開けてみろ」

　華捜査官が、デスクの上に書類封ふう筒とうを滑すべらせる。オレはそれを取り上げ、封筒を開けて中から書類を出す。そしてその一枚目に貼られていた写真を見て……なぜかドキリとする。

　……誰だこれ？　ものすごい美形だ……。

　高こう齢れいのＶＩＰの顔を想像していたオレは、その写真の人物の若さと、男っぽい美び貌ぼうに驚いてしまう。少し暗めの金きん髪ぱつと、緑色の瞳ひとみがとても印象的だ。

　さらに書類をめくると、二枚目には彼の全身が写った写真があった。場所はきっとウォール街あたり。逞しい身体からだで着こなしたダークスーツ。仕立てのよさそうなロングコートの裾すそを翻ひるがえして歩く姿は、まさにファッション雑誌のグラビアそのものだ。

「俳優ですか？　いや、モデル？　なんだかすごい色男ですけど」

　オレが言うと、華捜査官はなぜか皮肉な顔で笑って、

「たしかに憎にくらしいほどの美形だが、そんな可愛かわいい素す性じようの持ち主じゃない」

　彼は背もたれに背中を預けて、両手の指を組む。反応を確かめるようにオレを見上げて、

「君が警護するべきターゲットの名前はブライアン・黎。二十九歳。彼は、香港を支配するマフィア、黎一族の首領、黎庚秦の血を引いている」

「えっ？」

『黎一族』の名前を耳にしたオレは、思わず固まってしまう。

「彼が、ですか？」

「意外か？」

「いや……どうなんでしょう？」

　オレは写真をまじまじと見る。まるでモデルみたいな美形だけれど、たしかに彼には妙みような迫はく力りよくが備わっているみたいだ。写真をよく注意して見ると周囲をこわもての男たちがさりげなく取り囲んでいる……ってことは、街を歩いているだけで誘ゆう拐かいされそうなくらいのＶＩＰ、もしくは銃じゆうを撃ち込まれそうなヤバい素性の持ち主なんだろう。そしてその美貌の男には、いかにも百戦錬磨って感じの警護の男たちに負けないくらいの、獰どう猛もうなオーラがある。

「意外だけど……でもあながち噓うそでもなさそうな。なんだかものすごいオーラですね」

　華捜査官はうなずいて、深く腕うで組ぐみをする。それから、

「黎一族の首領、黎庚秦が、英国貴族の娘むすめと関係して子供を産ませていたという噂うわさは、昔から都市伝説のように流れ続けていた。だがずっと、その真しん偽ぎは謎なぞに包まれていた」

　いつもの彼とは思えないような、沈ちん鬱うつな声で話し始める。

「黎庚秦は、持病が悪化して入院中で、余命いくばくもないと噂されている。ファミリーの行く末が心配になったらしい庚秦は、突とつ然ぜん、その英国貴族の娘との間に生まれた子供、ブライアン・黎に跡あと目めを継つがせることを宣言した」

　その言葉を聞いて、オレの背筋に冷たい物が走る。

「黎ファミリーには、次期首領候補である息子むすこが二人もいたはずですよね。彼らをないがしろにして、そんなことを宣言したら……」

　華捜査官はうなずいて、

「正妻との間に生まれたその二人が、今まで次期首領候補だと思われてきた。だが黎庚秦はその二人を首領候補から外し、アメリカで実業家として名を挙げていたこのブライアン・黎を、次期首領にすることを考えていると発言した。そのせいで香港の裏社会では権力争いが悪化し、ブライアン・黎は、ニューヨークでも、そしてこの香港に来てからも、すでに数回も命を狙ねらわれている」

「だから警護ですか？　でもどうしてＩＣＰＯが、マフィアの首領候補のために動くんですか？　それって普ふ通つうなら考えられないことでは……」

「たしかにな」

　華捜査官はオレの言葉を遮さえぎって深いため息をつく。

「ブライアン・黎は私のオックスフォード時代の知り合いで、彼の母方のスペンサー家は私がいる華一族とも関係の深い、英国の名家だ。その血を受け継ぐブライアン・黎の命が狙われているというのに私が一ひと肌はだ脱ぬがないというのは、許されないことで……」

「……要するに、実家の人たちに頼たのまれて断れなくなったとか……？」

　オレが思わず言うと、華捜査官は怖こわい顔で睨にらんでくる。

　……図星らしい……。

「ああ……もちろんそれだけではない。さすがの私でも、きちんとした理由がなければＩＣＰＯの上部を納なつ得とくさせることはできない」

　華捜査官は咳せき払ばらいをしてから、

「ＩＣＰＯは、このブライアン・黎という男がどれくらい危険なのかをずっと計はかりかねていた。そのために、この機会に警護をすると同時に彼の身辺を探さぐることにしたんだ」

「素行を調べる？　彼の私生活をスパイしてそれを逐ちく一いち報告しろということですか？」

　オレはちょっと青ざめながら言う。

「日本の警察では囮おとり捜そう査さはご法はつ度とでしたし、ＩＣＰＯに来てからは事務処理ばかり。だからオレ、そういう業務に携たずさわった経験がないんですけど……」

　オレの言葉に、華捜査官はふいにおかしそうに笑い、

「おまえに、諜ちよう報ほう活動ができるとは思っていない」

「……う……っ」

　その言葉にオレは思わず言葉に詰つまる。

　……それって、暗にオレが捜そう査さ官としてはできそこないって言っているのか？

「それに、他部署の人間にはいろいろ憶おく測そくされているようだが、私たちもいちおうはＩＣＰＯに所属している。警察を差し置いて街中でカーチェイスをしたり、海外に出てスパイ活動をしているわけではないぞ」

「まあ、それはそうだとは思いますけど……」

　実は、アクション映画とかのイメージが強くて混同されがちだけど……ＩＣＰＯは『国境を越こえて捜査活動のできる警察の上部組織』ではない。ましてや国家の諜報部とはまったく違ちがうんだよね。

　オレが所属するＩＣＰＯ──International Criminal Police Organization──は、一九五六年に発ほつ足そくした組織だ。テレックスの略りやく称しようからインターポールと呼ばれることもある。フランス、リヨンに本ほん拠きよ地ち、そして世界百八十七カ国が参加する組織。もともとの活動は、世界中の犯罪者の情報を集め、各国の警察関係者を集めてそれに関する国際会議を開かい催さいしたところから始まった。手配書の発行や犯罪者の捜そう索さくに協力すると同時に、犯罪に関する膨ぼう大だいなデータベースを保有している。部署によっては警察に捜査協力もするし、警察と同じように犯人逮たい捕ほの権限を持っているけれど、メインの仕事はデータベースの更こう新しんと管理。もともと警察とはライバルではないし、協力し合う関係だから、その土地の警察を出し抜ぬいて独自の捜査をする……なんてことはしない……はずだ。普通は。

　ＩＣＰＯ内で強い権力を持ち、香港警察とも太いパイプを持っているというこの華捜査官だけは、何をしても許される、そして逮捕のためならなんでもする、と言われているんだけどね。

「実は、ブライアン・黎本人は、ずっと自分の身は自分で守ると主張していた。だから今回のことはＩＣＰＯから『香港の治安を守るために警護させてくれ』と依い頼らいした形になった。まあちょっとした礼は要求されたけれど」

　華捜査官は、なんだかすごく悪そうな笑えみを浮うかべる。

「礼って……まさか……」

「金ではない。あっちも金なら腐くさるほど持っているからな。まあ、友人同士のちょっとした助け合いのようなものだ。それに関しては気にするな」

　彼は言って肩かたをすくめる。そして、

「とはいえ。おまえが積極的に私生活を探ろうとしたり、その情報をＩＣＰＯに流したりしたら、ブライアン・黎はうるさがっておまえやＳＰを傍そばに置くことを拒きよ否ひするだろう。そして万が一あの男が殺されでもしたら、香港は大混乱になる」

　華捜査官はふいに顔を厳しく引き締しめ、

「ブライアン・黎個人の私生活はとりあえずどうでもいい。私たちが知りたいのは、あの男の周辺にいる人間たちのことだ」

「ブライアン・黎を警護するとともに、周辺の人間……彼の命を狙っているのが誰なのか、それを探れということですか？」

「そのようなものだ。何人か敵対する人間の名前は挙がっているのだが、決め手がない。とにかくおまえはブライアン・黎のそばにぴったりとつき、周囲に目を配れ」

　オレは緊きん張ちようしてしまいながら、

「はい、わかりました」

「もちろん黎本人はおまえの素性を知っているが、ほかの人間には極ごく秘ひだ」

　……そんなＶＩＰ、さらにマフィアの次期首領候補の警護なんてめちゃくちゃ難しい仕事、自分にできるんだろうか……？

　オレは一いつ瞬しゆん不安になるけれど……。

　……いや、やるしかない！

　……書類整理ばかりの人生を、ここで変えなくちゃ！　そのためにはこの任務で実力を示すしかないんだ！

「わかりました。やらせていただきます」

　オレが姿勢を正して言うと、彼は満足げにうなずく。それからふいに椅い子すから立ち上がり、オレのすぐそばに歩み寄る。そしてオレの全身をジロジロと眺ながめ回す。

「しょぼいスーツに子供っぽいネクタイ。こんな恰好で入れてもらえるかな？」

　散々眺めたあげく、バカにするように指先でオレのネクタイを弾はじきながら言う。

　……うわ、ひどい言われようだ……！

「まあ、急な顔合わせだし、日を改めたとしてもおまえがこれ以上の服を持っているとは思えないからよしとするか」

　……なんなんだ、その言い方？

　オレが睨み上げると、彼は可笑おかしそうに笑う。

「何かあったら、ヤツがすべて揃そろえてくれるだろう。そのくらいさせてもバチは当たらない」

　それから大きな手でオレの髪かみをくしゃりと摑つかみ、不自然なほどオレに顔を近づけてくる。

「リヨン本部から香港に来て、せっかく見つけたオモチャだったのに。無事で戻もどって来いよ」

「無事って……？」

　妙みように真ま面じ目めな声で言われたその言葉に、オレはなんだか急に怖くなる。

「警護をすればいいんですよね？　今のところ抗こう争そうは起こっていないようですし、そんなに危険なことは……」

「ある。まあ、とりあえず無事を祈いのっておいてやる」

　彼は言ってオレの髪を離はなしてくれる。

　……さりげなく、危険はある、って断言したな？

　その言葉に、ちょっと背中に寒気が走る。

「怖いのならやめてもいいんだぞ？　まあ、軟なん弱じやく者、とののしられてもよければな」

「怖くなんかありません！　オレは軟弱者じゃないし！」

　華捜査官の言葉に、オレは思わず怒ど鳴なり返してしまう。彼は可笑しそうに声を上げて笑う。

「それは頼もしいな。それだけの働きを期待しているよ、相馬捜査官！」

　……クソ！　ここまで来て怖おじ気づくわけにはいかない！




　　　　◆




　華捜査官の真っ赤なフェラーリは、両側に物々しい警護のいる大きな門の前に差し掛かかる。華捜査官が身分証明書を差し出すと、門がゆっくりと開かれる。オレは石で作られた大きな門柱を見上げ……そこに書いてあった金色の文字を見て愕がく然ぜんとする。

「『CLUB Shangri-La』！　まさか……目的地って……」

　オレは、リムジンがどこに向かっているかに気づき、呆ぼう然ぜんとしながら言う。

「この先にあるのは、それだけだ」

　平然と言われたその言葉に、オレは緊張のあまり唾つばを飲み込む。噂うわさでは聞いたことがあったけれど、もちろんオレみたいな人間が足を踏ふみ入れられる場所じゃない。『クラブ・シャングリ・ラ』は、香港中、いや、世界中の大だい富ふ豪ごうが集まってくる、超ちよう高級な会員制の社交クラブなんだ。

　門の内側には、雑然とした香港とはとても思えないような優ゆう雅がな景色けしきが広がっていた。両側に糸いと杉すぎが並んだ長い車道を抜けると、ふいに芝しば生ふの美しい丘おかが広がる。その上には、ライトアップされた美しい建物が聳そびえ立っていた。

　ズラリと並ぶ赤い柱、龍りゆうが描えがかれた赤い壁かべ、反り返った瓦かわら屋根。一番上の階には中国風の飾かざり窓まどが並んでいる。オリエンタル趣しゆ味みと本格的な中国風が入り混じり、いかにも香港という雰ふん囲い気きだ。窓の中には煌きらめく明かりが灯ともされ、優雅に盛装した男女が行きかうのが見える。

　リムジンはゆっくりと車寄せに滑すべり込む。コロニアル風の制服に身を包んだインド系のドアマンが外側からドアを開けてくれる。華捜査官にせかされて先に降りたオレの姿を、胡う散さん臭くさげな目でジロリと眺める。

「見慣れない顔だろうが、彼は私の連れなんだ」

　言いながら下りてきた華捜査官に向かって、ドアマンはやっと愛あい想そのいい笑みを浮かべる。

「失礼しました、ミスター・華。ようこそいらっしゃいました」

　華捜査官はうなずき、オレの背中にさりげなく手を回す。そしてオレの背中を押すようにして大きなエントランスから中に踏み込む。

「……うわ……」

　エントランスホールは、博物館のそれみたいに広大だった。正面にはまるで王宮にでもありそうな大きな階段がある。

　ホールの床ゆかを覆おおうのは、艶つやのある漆しつ黒こくの大理石。壁は白い石でできていて、そこにはびっしりと緻ち密みつな彫ちよう刻こくが施ほどこされている。果実を実らせた大きな木々や、実物大のトラや鹿しかなどの動物たち、たなびく雲。中空で楽器を演奏する天てん女によたち、地上に咲さき乱みだれる蓮はすの花。高い天てん井じようから長い鎖くさりで下げられているのは、絹の張られた無数のランタン。その薄うす暗ぐらい光に照らされた彫刻は、今にも動き出しそうにリアルだ。

　ところどころに置かれた大きな香こう炉ろからは、フワリフワリと何本もの白い煙けむりが上がっている。白びやく檀だんとジャスミンが混ざったような甘いお香こうの香かおりがして、踏み込んだだけでなんだか別世界につれてこられてしまったみたいな気分になる。

「これから行くのは、香港の金持ちの世界だ。見ることも多くなるだろうから覚えておけ」

　華捜査官が低い声で囁ささやく。その意味が解わからないうちにふいに暗がりに人ひと影かげが姿を現し、オレは本気で驚おどろいてしまう。

「ようこそ、ミスター・華」

　にこやかに言ったのは、白はく髪はつのとても小こ柄がらなおじいさんだった。すその長い黒の中国服を着ているせいで姿が見えなかっただけだろうけど……まるで妖あやしい魔ま法ほうを使って姿を現したかのように思えてしまう。

「胡ビン大ター人レン。お邪じや魔まいたします」

　華捜査官は、老人に敬意を表しているのか、彼らしくない丁てい寧ねいさで彼に挨あい拶さつをする。

「彼が、先ほど電話で話した私の友人です」

　胡大人と呼ばれた老人はオレにもにっこりと笑いかけて、

「ミスター・相馬ですね。『クラブ・シャングリ・ラ』にようこそ」

　両手を合わせて挨拶の仕草をしてくれる。オレは彼にぺこりと頭を下げて、

「お邪魔します。とても素す敵てきなところなのに、みすぼらしい恰好ですみません」

　と言うと、彼はおかしそうに声を上げて笑う。

「どうかお気になさらず、くつろいでいらしてください」

　それから華捜査官の方に目を移して、

「あの方は、まだ見えていませんが」

「それなら上で待たせていただきます」

「では、ご案内を」

　彼が手を上げると、またもや魔法のように暗がりからお仕着せを着た青年が現れ、オレはまた驚いてしまう。青年はオレたちに笑いかけてから、先に立ってエントランスホールを歩き、階段を上り始める。

　階上から微かすかに聞こえてくるのは、中国風の音楽と、食器の触ふれ合う音、笑いさざめく妙に上品なざわめき。それを聞きながら、オレは今さらながらに緊きん張ちようしてしまう。

　……こんな場所にしょっちゅう出入りしているような人なんかを、ちゃんと警護できるんだろうか？

「ほら、さっさと来い」

　華捜査官は慣れた様子で階段を上り始め、オレは慌てて跡を追う。ふと気づいて振ふり返ると、ほかの車で跡を追ってきたはずの亥捜査官を始めとするＳＰたちが、エントランスロビーで足止めを、食くらうのが見えた。

　……こういうＶＩＰばっかりの場所だと、いちいちみんなのＳＰを通してたら、それだけで会場がいっぱいになりそうだもんなあ。

　オレはチラリと見上げてきた亥捜査官に会え釈しやくをして、華捜査官の跡を追って階段を上る。

「彼らはこの建物の外で警護をする」

　オレが振り返ったことに気づいたのか、華捜査官が囁いてくる。

「金持ちは無ぶ粋すいを嫌きらう。こういう場所で、ＳＰを部屋の隅すみに立たせておくのはとても無理だ」

　華捜査官は楽しそうに言う。

「だが、おまえなら黎の近くで警護をしても不自然じゃない」

「たしかにオレはＩＣＰＯの捜そう査さ官には見えませんが……」

　彼の言葉に、オレはふと首を傾かしげる。

「彼は金きん髪ぱつだからオレと親しん戚せきには見えないだろうし、友人にしては年ねん齢れいが離はなれてる。何よりもオレには迫はく力りよくが全然足りません。華捜査官が同行するなら自然だと思うんですが……」

　オレの言葉に、華捜査官は意味ありげにクスクス笑う。

「私は忙いそがしい。それに黎と行動を共にするなんて、絶対にごめんだ。世の女性たちに妙みような誤解をされたら、いったいどうしてくれる？」

「へ？　妙な誤解ってどんな……」

「あいつが来てから説明する。今は気にするな」

　階段を上りきったオレたちは、お仕着せを着た青年に先導されて、中国風の織り模様のある分厚い絨じゆう毯たんの敷しかれた廊ろう下かを延々と歩く。青年は廊下の正面にある両開きの扉とびらに手をつき、大きく開いてくれる。

「『クラブ・シャングリ・ラ』へようこそ」

　言って、オレたちのために道を空ける。

「……うわ……！」

　目の前に広がる景色に、オレは思わず声を上げてしまう。

　そこはまるで、中国の都市が魔ま都とと呼ばれた時代に逆ぎやく戻もどりしてしまったような空間だった。

　漆黒の石が張られた床には、龍が巻きつく朱しゆ塗ぬりの柱が並んでいる。

　天井を見上げると、そこには渋しぶい色調で描かれた中国風の花や鳥たち。

　壁かべ際ぎわには人が入れそうなほど大きな中国風の壺つぼが並び、大きく切った楓かえでの枝や、溢あふれんばかりの牡ぼ丹たんの花が咲き乱れている。

　広々としたフロアの奥には低めのステージがあって、そこで黒の中国服を着た演奏家たちが琵び琶わや楊よう琴きん、笛や二に胡こなどの伝統的な楽器を演奏している。

　ふわりと漂ただよっているのは、エントランスのものとも違ちがう、白檀に甘い果実が混ざったような独特の香り。中国のお寺に行くと強きよう烈れつな線せん香こうの香りにクシャミが出そうになるから、オレはお香が苦手なんだけど……ここに漂っているのは、なんだかドキドキするようないい香りだ。

　ギリギリまで暗くされた間接照明の中、笑いさざめいているのは、高価そうなスーツやタキシード、そして夜会用のロングドレスに身を包んだいかにもお金持ちそうな優雅な人々。彼らがオレと華捜査官の方を次々に振り返るのを見て、オレは居い心地ごこちの悪さに冷ひや汗あせを流す。

　……いかにも高そうなスーツをピシリと着こなした華捜査官はまだしも、オレは仕事後のヨレヨレの恰好。しかもスーツはデパートで買った安物だ。

「ようこそ、華様、相馬様、こちらへ」

　近づいてきたチャイナドレスの女性が言って、てきぱきとオレと華捜査官をソファに案内してくれる。

　まるで水の表面のように磨みがきぬかれた石の床の上には、じゅうぶんに距きよ離りをとって中国風のソファセットが置かれている。ソファの座面は真っ赤なシルク。おそろいのクッションが並べられ、背面には美しい透すかし模様が彫ほりこまれている。ローテーブルは黒の漆うるし塗ぬりで、真ん中には精せい緻ちな螺ら鈿でん細工で、見事な鳳ほう凰おうの姿が浮うかび上がっていた。

　……なんだか、何もかもものすごい……。

　オレは女性にすすめられるままにソファに座りながら、小さくなる。

　女性はすぐに戻もどってきてオレと華捜査官の前にシャンパンの入ったグラスを置く。何も注文を聞かなかったところを見ると、華捜査官がいつも飲んでいる銘めい柄がらなんだろう。

「どうした？　落ち着かないか？」

　すっかりくつろいだ様子の華捜査官が、グラスを傾かたむけながら言う。オレは、

「香港の生活に格差があることは、もちろん知ってました。でも、今朝まで狭せまい寮りようの部屋と地下にあるオフィスを往復していたオレにとっては、暗い路地からいきなり天上に連れて来られてしまったみたいです。……めちゃくちゃ居心地悪いですよ」

　オレが言ってため息をついた時、ふいにクラブ内がざわめきにつつまれた。人々が次々に振り返り、その視線が部屋のエントランスドアの方に集中する。

「有名人でも来たんでしょうか？」

　言いながら振り返ったオレの目に、背の高い男の姿が飛び込んでくる。

「……あ……」

　なぜかオレの心臓が、ドクン、と大きく高鳴った。

　入ってきた男は、まるで舞ぶ台たい俳優のような優ゆう雅がな立ち姿をしていた。話しかけるスタッフのことを手を上げて遮さえぎり、誰かを探すように周囲を見回す。

　彼が動いた瞬しゆん間かん、金色の髪かみが煌きらめいた。それは明るい太陽ではなくてこんなふうに薄うす暗ぐらい灯あかりがぴったりの、まるで純度の高い黄金のような重じゆう厚こうな色。

　彼の発するオーラは、その豪ごう奢しやな髪と同じ黄金色。まさに帝てい王おうさながらの存在感だ。

　オレは彼を見つめたまま、その不思議な雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされてしまう。

　純じゆん粋すいな欧おう米べい人ではなくアジアの血が混ざっているらしく、端たん麗れいな美び貌ぼうにはどこかエキゾチックな雰囲気も感じられる。

「彼がブライアン・黎だ」

　華捜査官に囁ささやかれて、オレは呆ぼう然ぜんとする。

　……写真よりも、ずっとずっとハンサムで、なんだかすごくセクシーだ。香港を裏で牛ぎゆう耳じる黎一族の首領候補が、こんな男だなんて……。

『クラブ・シャングリ・ラ』の中は不思議なざわめきに包まれていた。権力のありそうな男性たちが次々にソファから立ち上がり、さっきまですまし返っていた女性たちは今は残らず頰ほおを染めて黎と呼ばれたその彼に見とれてしまっている。

「ボーッとしていないで行くぞ。おべっか使いどもの挨拶が始まったら長いからな」

　華捜査官はオレの二の腕うでを摑つかんでいきなり立たせる。よろけたオレの腰こしに手を回し、まるで犯人でも連行するかのように足早にフロアを横切り、黎のそばに立つ。

「いい夜だな、ブライアン・黎。香港マフィアの首領が悪事を働くにはぴったりの満月だ」

　その言葉に、黎がゆっくりと振り返る。

「相変わらずだな、エドワード・華。私はまだ首領になったわけではない。善良なる市民だ」

　間近で見る彼はさらにすごい迫力の美形で……オレは声も出せずに息を吞のむ。

　きちんと整えられた、豪奢な黄金色の髪。

　滑なめらかに陽ひ灼やけした肌はだ。

　気難しげに微かに寄せられている眉まゆ。

　高貴な雰囲気で真っ直すぐに通った鼻筋。

　整った形の唇くちびるは、彼をどこか冷れい淡たんに見せている。

　彫り込んだような奥おく二ぶた重えと、男にしては長めの睫まつ毛げ。翳かげのある視線が、彼の完かん璧ぺきに整った美貌に、不思議な色気を加えている。

　……なんて美しい男なんだろう……？

　そして。写真では緑に見えた彼の瞳ひとみは、近くで見ると金色を帯びたようなとても不思議な翠みどり色をしていた。喩たとえるならば……最高級の翡ひ翠すいのような。

　オレは、何かに魅みせられたように呆然と彼の美しい瞳に見とれてしまう。

　……なんだか、見つめていると魂たましいを吸い取られそうな気がする……。

「おまえのリクエストどおりの人材を警護として連れてきた。これで文句はないだろう？」

　華捜査官が言い、黎と呼ばれた美しい男はそれにうなずく。

「たしかにリクエストどおりだな」

　さらにその瞳の奥に獰どう猛もうな光がよぎった気がして、オレは思わず圧倒される。

　……たしかに、あの黎ファミリーの血が流れている人間らしい、ものすごい迫力だ。

「名前を言ってみろ」

　黎の声は胸に直接響ひびいてくるような低い美声で、聞いているだけで鼓こ動どうが速くなる。

「相馬真吾……ですけど」

　彼の何もかもに気け圧おされて、答える声がかすれてしまうのが情けない。

「こんな服と髪かみ型がたでは、同行させることは難しい」

　彼がため息をついたのを見て、華捜査官が笑って言う。

「まあ、たしかにそうかもしれないな」

　二人の馬ば鹿かにしたような会話が、オレの神経を逆なでする。オレは怖こわさも忘れて、

「たしかにオレは子供っぽいし、着ているのは安物のスーツだし、髪は近所の理髪店で切ってもらってます。だけど……！」

　思わず、黎を睨にらみ上げながら言ってしまう。

「オレ、あなたの警護に来たはずです。髪や服装なんか関係ないでしょう？」

　華捜査官がさらに可笑おかしそうに笑いながら言う。

「だから。ただの警護なら、おまえを連れてきたりはしないと言っただろう？」

「どういうことですか？」

「銃じゆうが使えて、しかも私と常に行動を共にできる警護が欲しい。華にはそう頼たのんだ」

　黎の手がオレの肩かたに回り、オレは驚おどろいてしまう。

「ちょっと待ってください。この手はなんですか？」

　華捜査官が、ふうん、と言いながら、オレの頭の上から足の先までジロジロ見る。

「誰にも一つくらい取り得はあるというが、相馬はもともとルックスだけはいいんだよな」

「はっ？」

「いつもはダメな新人としか思えないが……こうして黎と並んでいると、金持ちに囲われている愛人の美青年に見えてくるから不思議だ」

　広東語で言われた『愛人の美青年』という聞き慣れない言葉。意味が理解できずに、オレは一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとする。それから、

「勉強不足みたいで広東語の意味がよくわからないんですけど。『愛人』も『美青年』もオレには全然当てはまらないです。組み合わせるとなんか別の意味になるんですよね？」

「そのままの意味だよ」

　華捜査官は可笑しそうに言い、オレに向かって片目をつぶってみせる。

「今は服と髪のせいでちょっとくたびれて見えるけれど、それさえ直せばなんとかなる」

「へ？……あっ」

　オレの肩に回ったままだった黎の手が、ふいに肩を滑すべる。彼の指先がオレの首筋を撫なで上げ、耳の形をゆっくりと辿たどる。

「綺き麗れいな耳をしているな」

　すぐ近くで響いた黎の声はとんでもない美声で、しかも呼吸が届くほど近くで囁かれたら、なんだかやたらとセクシーに聞こえて……鼓動がさらに速くなる。

「……う……っ」

　女の子じゃあるまいし、そんなことをされてもくすぐったいだけのはずなのに……なぜか身体からだの奥にゾクリとした震ふるえが走る。

「柔やわらかい耳たぶだ」

　黎が低い声で囁き、その指先でオレの耳たぶを摘つまみ上げる。そして、まるで愛あい撫ぶするかのようにそっとくすぐってくる。

「……く……っ」

　不思議な電流が身体を駆かけ抜けた。オレは声を上げそうになり、唇を嚙かんで必死に耐たえる。　>>>♥

「初うい々ういしい反応だ。男は未経験か」

　彼が低い声で言い、オレは何を言われたのか解わからずに呆然と目を開ける。

「……え？」

　……なんのことだ？

　華捜査官が、楽しそうに、

「そうやって頰を染めている方が自然だ。黎はこのクラブではゲイだとカミングアウトしている。こうして見るとなかなかお似合いのカップルだ」

「な……なんなんですか、それっ？」

　やっと黎の言葉の意味が解ったオレは、本気で青ざめる。

「ちょっと待ってください！　オレはゲイじゃありません！」

　その言葉に、黎が小さく笑う。

「別にベッドの相手まで務めてくれとは言っていない。誘ゆう惑わくされれば考えないでもないが」

　その言葉にオレは真っ赤になってしまう。

「誘惑するわけがありません！」

　叫さけぶオレに、華捜査官は本気で可笑しそうに笑っている。

「捜そう査さに役立つのならうるさいことは言いたくない。だがせっかくのオモチャを横からかすめとられるのは悔くやしいから、必要以上のことはせずに返へん却きやくしてもらいたいな」

「ですから……！」

　オレが叫んだ時、人々がまたざわめいた。入ってきたのは、派手な銀色のスーツに身を包んだ一人の男。ハンサムだけど目つきが鋭するどく、後ろに何人ものＳＰを従えている。

　……黎リー・呈チエン秦テインじゃないか……！

　その男の顔には、事務仕事ばかりしていたオレでもさすがに見覚えがある。彼は、黎ファミリーの首領である黎庚秦の実の息子むすこ、黎呈秦だった。

　彼に続いて、もう一人の男性がエントランスから入ってきた。黒いチャイナシャツと、黒のスラックス。背はオレよりも高そうだけどほっそりしていて、まるでダンサーのようだ。肩まで伸のばした黒くろ髪かみはカラスの濡ぬれ羽ば色いろ、長い睫毛の下の艶つや々つやと光る黒い瞳が、男なのに妙みように色っぽい。オレと同じ年くらいの若さで、しかもチャイナドールみたいな美人だった。

　……こっちは、黎リー玉・ユ秦テインだ……。

　その男は、黎呈秦の実の弟の、黎玉秦。愛人の息子であるブライアン・黎の命を狙ねらっていると言われている張本人たちだ。

　……うわあ、殺し合いになってもおかしくないような、とんでもない組み合わせだ！

　オレは、いつでも銃を抜けるように緊きん張ちようしながら思う。

　……いったい、どうなるんだろう……？

「わあ、奇き遇ぐうだなあ」

　予想を裏切って明るい声で言ったのは、玉秦だった。彼は軽かろやかにフロアを横切ってきて、黎ににっこりと笑いかける。

「ブライアン義兄にいさんも来てたんですね。こんばんは」

「ああ」

　黎はあっさりと言ってうなずく。彼の顔はまったくの無表情で、怯おびえも、そして怒いかりも浮うかんではいなかった。玉秦は離はなれたところでいらだたしげにしている呈秦を振ふり返って、

「呈秦兄さんはご機き嫌げん斜ななめだから挨あい拶さつには来ないかもしれませんけど勘かん弁べんしてくださいね。呈秦兄さんはファザコンですからね。ブライアン義兄さんがえこひいきされてるってちょっと嫉しつ妬としてるみたいなんです」

　やけに楽しそうな声で言う。それからオレにふいに向き直って、

「こんばんは。ええと……ブライアン義兄さんのお友達？」

　綺麗な顔ににっこりと笑えみを浮かべて、オレは思わず微笑ほほえみ返してしまう。

　……なんて綺麗な人だろう？　こうして並んでると、どう考えても黎の方が悪そうだぞ。

「ただの、ちょっとした知り合いだ」

　黎が僅わずかに怒りを滲にじませた声で言い、玉秦がクスリと笑う。

「ブライアン義兄さんったら。こんな綺麗な子を連れているのが誇ほこらしいくせに」

　……こんな美青年が黎ファミリーの一員だなんて信じられない。

「ブライアン義兄さんは、けっこう照れ屋なんですよ」

　玉秦は歌うように言って、またオレに笑いかける。

「用事があるからそろそろ失礼しよう。……行くぞ」

　黎はオレに言って肩を抱だき、そのままエントランスに向かう。

　……なんだよ、もうちょっと話したかったのに！

　オレは思いながら振り返り、彼に会え釈しやくをする。にっこり笑って手を振ってくれた彼を見て、優やさしそうな人だよなあ、と思う。

　……黎みたいなどこか危険そうな男より、彼みたいな温和そうな美人が首領になった方が、もしかして香港に平和が訪おとずれるんじゃないのかなあ？

　彼に肩を抱かれたまま廊ろう下かに出ながら、オレはあることに気づく。

「いつの間にか華捜査官の姿が消えてる。さすがにあの兄弟と顔を合わせるのは怖こわかったんでしょうか？」

「華は、あの二人が姿を現した瞬しゆん間かんに人ごみにまぎれて消えた。あいつがいたら、おまえを紹しよう介かいしたのがあの男で、おまえがＩＣＰＯの関係者だと想像できてしまう」

　……それにしたって逃にげ足が速すぎる。部下のことが心配じゃないんだろうか？

　……いや、彼はオレのことなんか部下とは思ってない。ただのオモチャだと思ってるのか。

　オレは華捜査官の憎にくらしい笑みを思い出して、がっくりと肩を落とす。

「おや。もうお帰りですか？」

　後ろから声がして、オレは驚おどろいて振り返る。足音も、気配すらなかったのに、振り返ったところには中国服のあの老人が姿を現していた。彼はオレと黎を見てにっこり笑い、

「無事にお会いできたようですね。ミスター・華から伝言が。『嫌いやな獣けものを見たので先に帰る。私のオモチャを壊こわさないように』とのことでしたよ」

「ありがとうございます、胡大人。……せわしなくて申し訳ありませんが、今夜は帰ります。ワガママな恋こい人びとがもう疲つかれたと言うのでね」

　黎は言って、オレの髪かみを愛いとおしげに撫でる。演技だと解ってはいるのに、その優しい手つきになぜかドキリとしてしまう。

「仲がいいことは素す晴ばらしいことですよ。またぜひいらしてください」

　言いながら老人が手を軽く叩たたくと、大きな両開きの扉とびらが外側からゆっくりと開かれた。

「ありがとうございます。失礼します」

　黎は言ってオレの腰こしを抱いて歩きだす。人前でこんなことをされるのにもちろん慣れていないオレは、真っ赤になりながら慌あわてて老人に頭を下げる。

　扉から出ると、車寄せには漆しつ黒こくのリムジンが横付けされていた。運転手が素す早ばやく出てきて、外側から後部座席の扉を開ける。黎は先にリムジンに滑すべり込み、オレに手を差し伸べてくる。

「……あ……」

　差し出される、男らしく美しい手。彼のカフスに光る、美しい翡ひ翠すいのカフスボタン。

「手を」

　低く言われて、オレは周りが見えなくなる。

　オレの手が勝手に上がり、彼の手の上にそっと載のってしまう。

「……あっ」

　彼の大きな手がオレの手をしっかりと捕つかまえ、そのままグイッと引き寄せた。

「……ああっ」

　リムジンの中に引き入れられ、そのまま彼の隣となりに抱き寄せられる。オレの後ろで、リムジンのドアがばたんと外側から閉められた。

　……ああ、どうしたんだろう……？

　オレは思い、不思議な眩暈めまいを感じる。

　お粥かゆを食べながらずっと見とれていたあの美しい手、そして豪ごう奢しやなリムジン。

　……なんだか、別世界に引き込まれてしまったような気がする。

　腰に彼の手が回り、強く引き寄せられて……オレは思わず強く目を閉じる。

　……オレはただ仕事でここに来ているだけ。彼の警護をしなくちゃいけない立場なだけ。

　自分に言い聞かせるけれど、なんだか不思議な眩暈は止まらなかった。




　　　　◆




　車は喧けん騒そうの街を抜ぬけ、ヴィクトリアピークへの車道を上り始めた。ここは香港でも有名な高級住宅地に続く道で、高ければ高いほど地価も跳はね上がるとされている。世界的な大だい富ふ豪ごうや政界の大物がたくさん住んでいる場所だ。私道が入り組んでいてたくさんの警備を抜けなくてはならないので、高いセキュリティが保たれている場所でもある。

　……いったいどこまで上る気なんだ？

　オレは、リムジンがなかなか停とまらないことに気づいて動どう揺ようする。

　……っていうか、どんなに金持ちなんだよ？

　リムジンは警備用の門をいくつも通り抜けた。最後にとても頑がん丈じような、銃じゆうを持ったＳＰのいる門を通り抜けてやっと私道らしい細い道に入った。

「この先にあるのは、黎家のお屋や敷しき……ですか？」

　オレは、恐おそる恐る聞く。彼は、

「ここは母方の一族の持ち物だった土地。私が別べつ荘そうとして新しく建たて替かえた。香港支社への出張の時に使っていたのだが、まさかこんな形で活用しようとは夢にも思わなかった」

　どこか自じ嘲ちよう的な声で言う。

「ええと……なんだか、黎ファミリーの首領の座を継つぐつもりなんか、もともと全然なかったみたいに聞こえるんですけど」

「父からの呼び出しを受けるまで、夢にも思っていなかった。ただのビジネスマンなら、こんな不自由な思いをすることもなかっただろう。今さら言っても仕方のないことだが」

　彼の端たん麗れいな横顔には、深い憂うれいがあるように見えた。

　……なんだか、オレがイメージしていた香港マフィアの次期首領像とは、微び妙みように違ちがうような気がするぞ。

　オレは思い、それから慌てて自分の考えを否定する。

　……いや、油断しちゃいけない。彼はあの獰どう猛もうな黎一族の一員なんだ。気を引き締しめていかないと、とんでもないことになりそうな気がする！

　車は細かい砂じや利りの上を走り、開けた場所に出た。

「うわ！」

　さっき見た『クラブ・シャングリ・ラ』の印象が強すぎて、彼の屋敷もああいう中国風のものしか想像できなかった。でも……。

「何ですか、このオシャレな建物！」

　芝しば生ふが青々と茂しげる広大な緑の庭。その向こうには石張りの広いポーチがあり、そこにはライトアップされたプールが、大きなアクアマリンみたいにブルーに煌きらめいている。

　その向こうには、まるで高原に建つ美術館のような近代的な建物が建っていた。広大な敷しき地ちを贅ぜい沢たくに使った横長の二階建て。直線を多用したシンプルなデザインで、壁かべは白。壁にはめ込まれた大きなガラス窓が特とく徴ちよう的だ。

　大きな窓の向こうには間接照明が灯ともり、まるで建物全体がうっすらと発光しているみたい。使用人らしきお仕着せを着た人たちが、建物の中を足早に行きかっているのが見える。

　リムジンはゆっくりと車寄せに滑すべり込んで、停車する。

　エントランスの両開きの扉が、内側から大きく開かれる。白と黒のお仕着せを着た男女が車寄せに走り出てくる。タキシードに似たお仕着せを着た白はく髪はつの男性を中心にして、彼らがズラリと一列に並ぶ。

「うわ。わざわざ出で迎むかえですか？　まさか毎日やってるとか？」

　オレが驚いて言うと、黎は肩かたをすくめて、

「非効率的な慣習なので、普ふ段だんは執しつ事じだけにさせている。だが使用人たちはなかなか頑がん固こでね。客が来る日はこうして全員が揃そろって出迎える」

「しかしすごい人数。たしかにこんな広いお屋敷じゃ、使用人もたくさん必要ですよね」

　オレは言うけれど、彼らに見られながら玄げん関かんまで歩くのか、と思ったら妙みように緊きん張ちようしてしまう。運転手がリムジンを降り、外側からドアを開けてくれる。オレは深呼吸をしてから、思い切ってリムジンの脇わきに降り立った。

　……うわあ、視線が痛い……！

　オレは思わず彼らから目をそらしてしまいながら思う。

　……黎が、この屋敷でもゲイとしてカミングアウトしてるのだとしたら「こんなのを連れてきて仕方のないご主人だ」とか思われてるんだろうか？

　黎が優ゆう雅がな仕草でリムジンを降りてきて、オレの肩を抱だく。

　……うわ、さらに目を上げられないぞ！

「お帰りなさいませ、ブライアン様」

　近づいてきたのは、車からも見えた、タキシードに似たお仕着せの男性。彼の言葉に合わせて使用人たちが頭を下げたのを見て、やっぱり彼が執事か、と思う。執事はオレのほうに向き直る。

「お名前は、主人より聞いております。……ようこそいらっしゃいました、相馬様」

　丁てい寧ねいに言われ、いっせいにお辞じ儀ぎをされて、オレは動揺してしまう。

　……ああ、やっぱりお金持ちの世界って馴な染じめないかも。

「真吾、彼が執事のジョセフ・衛ウエイ。英国時代からずっと世話になっている執事だ。彼には秘密はない。全面的に信しん頼らいしていい」

　……じゃあ、オレがＩＣＰＯの人間だってことも知っている？

　オレが思わず息を吞のむと、彼は口の端はしに小さな笑えみを浮うかべてうなずいてみせる。そして、

「ブライアン様の身が心配で、本家の執事を息子むすこに任せ、ついついついてきてしまいました。衛でございます」

「衛。彼は相馬真吾。私の新しい恋人だ。しばらくここに滞たい在ざいするので頼たのんだ」

　黎の言葉にざわめきが起こるかと覚かく悟ごしたけれど……使用人たちは誰も動揺しなかった。

　……教育が行き届いているのか、それとも、もしかしたら新しい恋こい人びとを引き入れるのはしょっちゅうなのか？

　オレは、横にいる黎を横目で見上げながら思う。

　……クールそうな顔して、もしかしてとんでもない遊び人？

「よろしくお願いいたします、相馬様」

　執事の衛に言われて、オレはハッと我に返る。

「あ、はい。相馬真吾です。よろしくお願いします」

　オレがぺこりと頭を下げると、執事も、さっきまで無表情だった使用人たちもなぜかとても驚おどろいた顔をする。

　……え……？

「仕事の関係者も、友人も、ここにはほとんど呼ぶことはない。来るのはあの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな華くらいだからな」

「あの人と比べられても困るんですけど」

　オレが思わず言うと、執事の衛がクスクスと笑う。

「楽しい方でいらっしゃいますね。……お食事はいかがなさいました？　何か軽食でもご用意しましょうか？」

　彼の言葉に、黎がオレを見下ろしてくる。

「夕食は？」

「そういえば食べてません。終業後、すぐに連れ出されましたから」

『クラブ・シャングリ・ラ』のフロアには、たしかビュッフェテーブルがあり、軽食が並べられていた。あそこで食事をすることも可能だったんだろう。

　……でも、とても何か食べられる雰ふん囲い気きじゃなかったもんなあ。

　オレは呈秦と玉秦兄弟、そしてこの黎が対面したシーンを思い出し、胃がキュッと縮み上がるのを感じる。

「でも、食欲はあまりないかも。よかったらお一人でどうぞ」

「では夜食はいらない。あとで、寝しん室しつにあたたかい茶を運ばせてくれ」

「かしこまりました」

　衛は言って丁寧にお辞儀をする。黎はオレを見下ろして、

「慣れないことが続いて疲つかれただろう。風ふ呂ろに入って寝ねたほうがいい」

「あ……はい」

　黎の言葉が何よりも嬉うれしかったのは……オレがきっとものすごく疲れていたからだろう。

　両開きの大きな扉とびらは、艶つや消けし加工のされた銀色のもの。デザインは新しくて洒落しやれた感じだけど、まるで教会のそれみたいに大きい。

　オレは黎に腰を抱かれ、圧あつ倒とうされながらエントランスホールに入る。

「うわ、綺き麗れい！」

　思わず声を上げてしまう。この建物の向こう側は、崖がけになっていたらしい。エントランスの向かい側に切られた巨きよ大だいな窓からは、ものすごく綺麗な香港の夜景が見み渡わたせたんだ。

「こんなに夜景が綺麗に見えるなんて、すごいですね！」

　思わず言ってしまうと、黎の唇くちびるに可笑おかしそうな笑みが浮かぶ。

「子供のようだな。夜景が好きか？」

「香ヒヨン港ゴン仔チヤイで、夜景の嫌きらいなやつはいないです」

　オレは言い、一人ではしゃいでしまったことに赤くなりながら、エントランスホールの内装に目を移す。そこは一流ホテルのロビーのように広く、そして白で統一された空間だった。真っ白い大理石の床ゆか、ところどころに置かれた一人がけのソファは銀色のフレームと白い革かわでできている。白磁の大きな花器には白い花々が飾かざられていて……ごみごみした庶しよ民みんの暮らしに慣れ、さらに『クラブ・シャングリ・ラ』で極ごく彩さい色しきの空間を見てきたオレは、まるでミネラルウォーターでも飲んだかのように爽さわやかな気持ちになる。

「なんか、イタリアかどこかのファッション雑誌に紛まぎれ込んだみたいだ」

　オレは、モダンなインテリアに見とれてしまいながら呟つぶやく。

「こういう内装、憧あこがれてたんです。すごく素す敵てきですね」

「気に入ってくれたのなら、とても嬉しい」

　黎の言葉がなぜかやたら優やさしく聞こえて、オレはドキリとする。

　……っていうか、彼はどうしてオレの腰こしをずっと抱いたままなんだろう？

　執事の衛が、オレたちを先導するように歩き始める。広々とした廊ろう下かの、向かって右側には白い壁かべと大きな扉が続く。そして左側は全面がガラス張りになっていて、外の景色けしきを堪たん能のうできるようになっていた。

「恰好いいなあ。どこからも夜景を見下ろせるなんて、贅沢の極きわみですよね」

「ありがとう。仕事の合間を縫ぬって設計をしたかいがあった」

　黎の言葉に、オレは驚いてしまう。

　……そうか、自分が建て替かえたって言ってたもんな。それはお金を出しただけじゃなくて、設計もしたってことだったのか。

　廊下の突つき当たりに、ほかとは少し趣おもむきの違ちがう、重じゆう厚こうな木の扉があった。艶のあるその表面には大きな二に匹ひきの龍りゆうが精せい緻ちに彫ちよう刻こくされている。

　衛が両手で押し、その扉を大きく開く。

　……うわ！

　その向こうにあった部屋、そしてそこから見渡せる夜景を見て、オレは思わず息を吞む。

「あとであたたかいお茶をお持ちします」

　衛は言ってそのまま部屋を出て行く。パタン、と扉が閉まる音が大きく響ひびいた気がして、オレは緊きん張ちように身を硬かたくする。

　……噓うそか本当か知らないけれど、この男はゲイなんだよね？　オレの考えすぎとは解わかっているけれど、二人きりになると、妙みように緊張するぞ。

「ええと。もう誰も見ていませんから離はなしてください。っていうか執しつ事じはオレの素す性じようを知ってるんでしょう？　だったらずっと腰に手を回している必要は……」

「おまえの腰は細くて、抱き心地ごこちがいい」

　彼は可笑しそうに言ってから、やっと手を離してくれる。オレは一人で赤くなってしまいながら、

「どうせオレは捜そう査さ官にしては華きや奢しやすぎますよ。……ってそんなことはいいとして……」

　オレは気になって仕方なかった夜景に目を移し、思わずうっとりとため息をつく。

「エントランスホールからも夜景が綺麗に見えたけど、ここからの景色のほうがもっとすごいんですね。まるで夢みたいに綺麗」

　その部屋はちょうど崖の突とつ端たんに建っているらしく、湾わん曲きよくしたガラスが続き、二方向の夜景を一望にすることができた。

「まさに百万ドルって感じ」

　窓の外には、まさに宝石箱をひっくり返したような、美しい夜景が広がっている。

　ヴィクトリアピークの頂上に近い場所に、この建物はあるらしい。見下ろすと、一いつ瞬しゆん眩暈めまいがしそうなほどに急な傾けい斜しやだ。すぐ下には私有地らしき緑の森が広がり、さらに下、山の中腹には鉛えん筆ぴつのように細い高こう層そうマンション群が張り付くように建っている。さらに向こう、海沿いには、香港上海銀行や中国銀行などの未来的な超高層ビルが並ぶ国際金きん融ゆう中心と呼ばれる地区が見える。それらはまるで、細長い精せい巧こうなガラス細工のようにキラキラと煌きらめいている。横たわったＳの字状に広がるのは、灯あかりを引く船が行きかう、暗いヴィクトリア湾わん。対岸に広がっているのは、九カオ龍ルーン半島の明かり。そしてそれらをあまねく照らす、雲に滲にじんだ満月の光。こうして見ると……香港の夜景は本当に美しい。

「すごいなあ」

　オレは窓に張り付くようにして、夜景に見とれながらため息をつく。

「香港ってこんなに綺麗なんだよなあ」

「香港に来てまだ短いのか？　広東語はいちおう流りゆう暢ちように話せているようだが」

「それはどうも。……香港に来てから一年です。引っ越こしてきた最初の日にヴィクトリアピークに上って夜景を見ました。それ以来、二度とこんな夜景は見る機会はなかったから」

「それほど忙いそがしかったのか？」

「っていうか……いつでも見られるからいいか、って思って。でもそうやっているうちにすっかり忘れてました。香港がこんなに綺麗な街だったこと」

　オレは夜景を見渡しながら、この街に来た最初の日のことを思い出す。

「あの時、『オレはこんなに美しい街を絶対に守らなきゃ』って思ったんです。でもそのこともすでに忘れそうになってましたから……」

「どうでもいいが、その不自然な敬語はやめろ」

　オレが驚おどろいて見上げると、彼は肩かたをすくめて、

「目つきはとてつもなく反はん抗こう的だ。だから言葉だけ敬語でも不自然だ」

　……う、見み抜ぬかれてるかも。

「人前ではともかく二人きりの時には普ふ通つうに話せ。そのほうが私も気楽だ」

　その言葉に、オレは、たしかに堅かた苦くるしくしても意味ないか、とため息をつく。

「わかった。じゃあ普通にしゃべるよ」

「それでいい」

　彼は満足げに言い、窓まど際ぎわに置かれたソファにくつろいだ様子で座る。夜景が見渡せる、自分の向かい側を示し、座れ、という仕草をする。オレはちょっと緊張してしまいながら、彼の向かい側に座る。

　……オレ、今、あの黎ファミリーの次期首領と差し向かいになってる。これってすごいような、怖こわいような……。

「ＩＣＰＯの捜査官というものがどんな生活をしているのか、興味があるな」

「え？」

　彼の意外な言葉にオレは驚き、それから、

「公務員だしすごい狭せまい部屋に住んでるよ。給料安い上に、香港は住宅事情が悪いし」

「香港は、外国人であるおまえから見てどんな街だ？」

　その問いに、オレは少し考える。

「空気が悪いし、騒さわがしいし、最初はちょっと面めん食くらったけど……でもここの人はみんな人情味に溢あふれていてあったかい。いい街だと思う。オレは好きだよ」

　オレの言葉に、彼はどこかつらそうな顔をする。

「おまえはきっと幸運なんだろう。この街の一番いい部分だけを見て暮らしている。……私はこの街が苦手だ」

　オレは彼のその言葉に驚き、それから微かすかな怒いかりを覚える。

　……この街の悪い面を作っているのは、マフィアじゃないか！

「この香港を悪くしている張本人であるマフィアの側の人間が、そんなことを言うなんて。それって白々しくない？」

　オレはついつい言ってしまってから、しまった、と慌あわてて言葉を切る。

　……オレってどうしてこうなんだろう？

　オレは、恐おそる恐る彼を見上げながら思う。

　……相手は香港の闇やみの帝てい王おう、黎の血を引いてる男だ。いきなり怒って、ハズミで殺やられちゃってもおかしくないよな？

　彼は驚いたようにオレを見つめ……そして意外なことにその唇くちびるに微かな笑えみを浮うかべる。

　……うわ、怖い。

　あまりにも端たん整せいな顔立ち、さらに翡ひ翠すいみたいな目が無感情なままだから……その笑みはなんだかすごく酷こく薄はくに見えた。

　……ヴィクトリア湾に沈しずめてやろうか、とかいう香港マフィアお決まりの文句がでるのか？

「まあ、おまえの言うとおりかもしれないな」

　彼の口から、意外な言葉が出る。彼は言って背もたれに長い腕うでをかけ、振ふり返るようにして視線を窓の外の夜景に移す。

「マフィアのどこが嫌きらいだ？」

　いきなりオレに質問する。オレはちょっと面食らってから、思わず眉まゆを寄せる。

「ひどいこと言うけど、ヴィクトリア湾に沈めたりしないでくれよ？」

　そう言うと、彼は唇の端はしに自じ嘲ちよう的な笑みを微かに浮かべる。

「近い場所にはいるが、私はまだマフィアではない。言ってみろ」

「ええと……」

　オレは深呼吸して、さまざまなことを頭の中で思い出しながら言う。

「オレは毎日、世界中で起きたさまざまな事件の捜査資料を整理してる。それでずっと思っていたんだけど……香港では、ほかの土地に比べて圧あつ倒とう的にマフィア絡がらみの事件が多い。チンピラからの恐きよう喝かつに遭あう観光客、市場のショバ代を巡めぐるトラブル、売春や買春の斡あつ旋せん、違い法ほう薬物の密輸や売買、それらを巡るファミリー同士の抗こう争そう」

　オレは悲ひ惨さんな結果に終わったさまざまな事件を思い出し、深いため息をつく。

「それに、街に住んでいるといろいろな人と出会う。お粥かゆ屋の常連の王さんは、屋台で果物を売っていたんだけどショバ代のことで因いん縁ねんをつけられ、長期入院してたことがある。青せい龍りゆう刀とうで切られたものすごい傷が、今でも背中に残ってるんだよ」

　彼が、微かに眉を寄せてオレを見下ろしてくる。オレは、

「黄さんは昔はけっこう大きな会社を持っていたらしいんだ。でもマフィア絡みの金貸しに騙だまされて会社も家族もすべてを失ったんだって。そしてオレの行きつけのお粥屋のおばさんの息子むすこさんは、違法薬物に手を出して中毒になり、今でも入院してる。友達にマフィアの人間がいて、そいつに薬物を教えられたらしい。昔は店をよく手伝う孝行息子だったって聞いたよ」

　オレは彼らの苦しみを思い、激しい胸の痛みに耐たえるために深いため息をつく。

「それらはすべて、今はなくなった『清チン辰シン界ジエ』の縄なわ張ばりで起きたことだ。おばさんたちは香港にマフィアがいることを当然のことだと思ってるし、あなたのお父さんである黎庚秦氏のことは汚きたないことをしない首領だと尊敬してる。そして香港最大勢力の黎ファミリーなら自分たちを守ってくれると信じてるんだ。だけど……それって本当かな？」

　オレは、黎の横顔を強く睨にらみつける。

「日本では、ヤクザとは一生縁えんのない人がほとんどだ。だから日本人であるオレから見れば、こんなに狭い香港をマフィアがくまなく支配していることじたいが不自然だ。そしてマフィアはどれも同じとしか思えない。……こんなことを言ったら申し訳ないけど、あなたのお父さんが彼らが言うほど清せい廉れん潔けつ白ぱくな首領とは思えないし、あなたが首領になったら裏で似たようなことをするかもしれないと思ってる」

　黎は振り返り、感情を読み取れない作り物みたいに端整な顔で、オレを真っ直すぐに見つめる。オレが動どう揺ようするほど長い時間黙だまってオレを見つめた後で、ふいに微かなため息をつく。

「何をどう言おうと、私は黎一族の血を引いている。そして次期首領候補に名乗りを上げた。おまえから見ればただの悪人だろうな」

　その言葉がなぜかほんの少しだけ哀かなしげに聞こえて、オレは驚いてしまう。

　……いや、まさかそんなはずはない。もちろん、オレの気のせいだろうけど。

「マフィアの次期首領候補とＩＣＰＯの捜そう査さ官がこの話をしても、堂どう々どう巡めぐりになるだけだな」

　彼が言った時、それを合図にしたかのように部屋のドアにノックの音が響ひびいた。

「衛でございます。お茶をお持ちしました」

　ドアの向こうから聞こえた執しつ事じの衛さんの声に、彼は答える。

「入ってくれ」

「失礼いたします」

　ドアが開いて、執事の衛さんが入ってくる。彼に続いて来たのは、お仕着せに身を包んだ二人の青年。一人は本格的なお茶のセットの載ったワゴンを押している。衛さんが、ソファの前のローテーブルに白いテーブルクロスをかける。

「英国では、ミルクを先に入れるか後に入れるかで未いまだに意見が分かれておりますが、私は後から入れる派ですね。まずはストレートで味わってみていただきたいですし、紅茶の美しい色も楽しんでいただきたい」

　衛さんは楽しそうに言いながらテーブルクロスの上にシルバーのミルクピッチャーやシュガーポットを並べる。

「スリランカから茶葉を取り寄せ、この屋や敷しき独自のブレンドをいくつか作っております。夜用のブレンドにしてみましたが、相馬様のお口にも合うといいのですが」

「口に合うも合わないも、香港に来てからティーバッグの紅茶しか飲んだことないです」

　オレの言葉に、衛さんが、驚いたように眉を上げてみせる。

「おお、香港にいながら、なんというもったいないことを」

「いや……英国領だったここの紅茶が安くて美味おいしいのはわかってるんですけど。日本にいる両親に頼たのまれて紅茶を送ってあげたりするし、姉貴からは『香港にいるんだからたまにはアフタヌーンティーにでも行って来い』って言われるし。でもなかなか機会がなくて……」

「でしたら、この屋敷では最高に美味しいお茶を味わっていただきますよ」

　衛さんが張り切った様子で言い、ワゴンの上に置いてあった砂時計を持ち上げる。その砂が落ち切るのを確かく認にんしてから、ポットに被かぶせてあった中国風の布で作られたティーコゼーを取り去る。その下から現れたのは、龍りゆうの模様が描えがき出された立派なシルバーのポット。彼はそれを持ち上げ、ティーストレーナーを使って、二つのカップにお茶を注ぎ分ける。ひんやりとした清せい浄じような空気の中に、紅茶の芳かんばしい香かおりがフワリと漂ただよう。

「紅茶も、中国茶も、舌の肥えたブライアン様が選んだ最高の品を取り揃そろえております。不ふ肖しようわたくしもいちおうティーテイスターの資格を持っておりまして、紅茶のことにはどちらかといえばうるさい方ですので」

　言いながら、オレと黎の前に、紅茶の入ったティーカップを置いてくれる。

「うわ、本当に美味しそう」

　白い磁器のカップの中に注がれた紅茶は、濃こさがちょうどいいだけじゃなくて、艶つやを帯びて澄すみ切った、とても美しい色をしている。

「たしかに色にこだわっているのがわかります。香りだけじゃなくて、見た目も綺き麗れいかも」

　オレは言い、せっかくだし、とミルクを入れないでストレートのままで味わってみる。

「うわ、すごい」

　ふわりと口の中に広がるのは、複雑なフレーバーを持つ芳しい香り。どこか優ゆう雅がなそれは、たしかに夜に相応ふさわしいかもしれない。

「こんないい香りの紅茶、初めて飲みました。本当に美味しいです」

　オレが言うと、衛さんは相好を崩くずして、

「どうもありがとうございます。そう言っていただけるとわたくしも頑がん張ばったかいがあります。ブライアン様はこのとおりクールな方ですので……」

「……衛」

　紅茶を飲んでいた黎が、衛さんをチラリと横目で見ながら言う。

「おまえのいれた紅茶が美味しいことは、私も常々認めているだろう。……悪いが、今夜はそろそろ休みたいのだが？」

「おお、これは失礼いたしました」

　衛さんは言ってティーコゼーのかかったもう一つのポットをローテーブルに並べ、お仕着せの青年たちをせかして部屋を出て行く。オレは慌あわててカップの紅茶を飲み干して、

「ええと。紅茶、ご馳ち走そう様さまでした。そしたらオレもそろそろ……」

「どこへ行く気だ？」

　彼に言われて、立ち上がろうとしていたオレは動きを止める。

「え？　ＩＣＰＯのほかのメンバーも来てるんだよね？　彼らと合流して家に帰るよ。あなたを無事に屋敷まで送り届けたから、警護の役目は果たしただろ？」

「華から聞いていないか？　ＩＣＰＯのメンバーも、そしておまえも、この屋敷に滞たい在ざいしてもらう。帰すわけにはいかない」

「へっ？」

「私が首領の座を正式に継つぐまで、二十四時間の警護をするという約束だ。ＩＣＰＯのほかのメンバーには、階下の部屋を用意してある。この屋敷には専属のＳＰもいるが、彼らも協力して屋敷の周囲の巡じゆん回かいに当たってくれることになっている」

　その言葉に、オレは呆ぼう然ぜんとする。

　……そういえば、華捜査官は『しばらくシステム支し援えん課には帰れない』って言ってた。それは自分の部署の応おう援えんをしろってことじゃなくて、しばらくはこの男のそばを離はなれるな、家にも帰れないと思え、ってことだったのか？

　オレは華捜査官の、端たん整せいだけどめちゃくちゃ意地の悪い顔を思い出してため息をつく。

　……なんか、騙された気分なんだけど……。

「わかりました。そしたらオレも彼らと合流して屋敷の周囲の警護に当たります」

「屋敷の警護はもうじゅうぶんだ。それよりもおまえにしかできないことがあるだろう？」

　彼の言葉にオレは呆然とする。

「ええと……それって……？」

「私は、自分のベッドルームにむくつけき男を入れる趣しゆ味みはない。だがおまえなら大だい丈じよう夫ぶだ」

「……は……？」

　彼は立ち上がり、何を言われているのか解わからないオレの手をとって、立ち上がらせる。

「警護ならきちんと守れ。万が一、屋敷の警護を突とつ破ぱして、ベッドルームに誰かが侵しん入にゆうしてきたらどうする気だ？」

　彼は言って、いきなりオレの身体からだを抱だき上げる。

「うわっ！　何するんだよ？」

「階下におまえの部屋はない。おまえは私のベッドに泊とめる」

「ええっ？」

　驚おどろいている間に彼はオレを抱いたまま広い専用リビングを横切る。リビングの隅すみにあった大きなドアを肘ひじで開け、続きの間に入っていく。

「うわ」

　間接照明の灯ともされたそこは、黒い石の床ゆかを持つ広い部屋だった。一方の壁かべはリビングと同じようにアーチを描いた巨きよ大だいな窓。反対側の壁には香港の街を描いた巨大な水すい墨ぼく画がが飾かざられている。天てん井じようから下げられているアンティークらしいシャンデリアと相まって、やたらとお洒落しやれな雰ふん囲い気きだ。部屋の真ん中には唯ゆい一いつの家具といえる大きな天てん蓋がいつきのベッド。天蓋からは暗あん紅こう色しよくのシルクが下げられ、黒こく檀たんらしき艶のある黒い柱には精せい緻ちな龍が彫ほり込まれている。

　欧おう州しゆうとアジアが不思議なバランスを保って融ゆう合ごうするその雰囲気は、黎自身のイメージとも共通していて、彼らしいとともになんだかやたらとセクシーで……。

　部屋の中の空気はひんやりと清浄だったけれど、ほんの微かすかに、黎から香るのと同じコロンの香りが漂っている気がする。

　爽さわやかな柑かん橘きつ類るいと男っぽい針葉樹、さらにその奥には野性を思わせるムスクとアクセントになる僅わずかな茉まつ莉り花かが隠かくれている。

　オレの鼓こ動どうが、なぜかどんどん速くなる。

　……いや、別にドキドキする必要はないと思うんだけど。

「あの……椅い子すを貸してもらっても？」

　聞いたオレの声が、思わずかすれてしまう。

「いや、オレは警護だから立ったままでもいいんだけど、できれば……」

「この部屋は警報装置に守られている。それが鳴った時に起きてくれればいい」

　彼は言って、オレをベッドの上に座らせる。

「明日も同行してもらう。きちんとベッドで睡すい眠みんをとれ」

「でも、ベッドは一つしか……」

「ゲイの男と一いつ緒しよに寝ねたら襲おそわれそうで怖こわいか？　意外に気が小さいんだな、捜そう査さ官さん」

　言いながら、顔を覗のぞき込まれる。彼の唇くちびるにバカにするような笑えみが浮うかんでいることに気づいて、オレはムッとしながら言う。

「別に怖くなんかない。体術はマスターしてるし、体格差があったって負ける気はしない」

「それなら問題ないだろう？」

　彼は言いながら、ベッド上に畳たたんで置いてあったバスローブとシルクのパジャマ、それにシルクの下着をオレに渡わたす。

「急いで用意させたので少し大きいかもしれないが、今日のところは我が慢まんしてくれ。……そのドアがバスルームだ。先に風ふ呂ろを使え。脱ぬいだ服は脱だつ衣い所じよのバスケットに入れておけば執しつ事じがクリーニングに出しておいてくれる」

「わ、わかったよ」

　オレはそれを受け取り、バスルームに向かう。ジャクジーのある広大なバスルームとそこから見み渡わたせる夜景に驚き、ヤケクソでそれを満まん喫きつした。身体と髪かみをざっと拭ふき、彼が用意してくれていた下着とパジャマを身につける。それはまるであつらえたようにオレの身体にぴったりだった。

「……う……」

　オレは鏡に映った自分を見て、思わず呻うめいてしまう。

　蕩とろけそうな艶を持つ純白のシルクのパジャマ。あったまったせいで上気した乳ち首くびが、そこからほのかに透すけている。驚いたように濡ぬれた睫まつ毛げを瞬またたかせ、濡れた髪を首筋に張り付かせたオレは……なんだか自分とは思えないほど色っぽく見えてしまい……。

　……こんな恰好で、あの男の前に立って大丈夫なんだろうか？

　一いつ瞬しゆん、そんな考えが頭をよぎるけれど……。

「いや、オレが色っぽいわけないし！」

　オレは頭を振ふってその考えを否定する。脱いだ服を足元に置いてあったバスケットに入れる。革かわ製せいのホルダーと銃じゆうをタオルに包んで持ち、バスルームを出る。

「お風呂、お先に。バスローブ使わなかったから、そのまま置いてあるね」

　オレは言って顔を上げ……そして窓まど際ぎわに立っていた彼が、呆然とオレを見つめていることに気づいて動どう揺ようする。

　……な、なんでそんなにじっと見るんだよ？

　彼はオレを見つめた後でふいに目をそらす。そして部屋を横切って歩いてきて、

「先に寝ていてくれ」

　言いながら、オレの脇をすり抜ぬけてバスルームに消える。

　……ああ、なぜか緊きん張ちようしたぞ。

　オレはため息をつき、タオルに包んであった銃を取り出し、弾たまが変わりなく入っていることと安全装置がかかっていることを確かく認にんして、それを羽は根ね枕まくらの下に隠す。ホルダーをベッドのヘッドボードにかけ、大きなベッドの片方の端はしにそっと座る。

　……ううん、やっぱり緊張するぞ。

　オレは窓の外の夜景を見つめながら、息を潜ひそめる。ドアの向こう、彼がシャワーを使っている音が微かに聞こえてきて、なぜかますます緊張する。

　……ああ、なんでこんなにドキドキするんだよ？

　そう思った時、部屋の中に光が差す。思わず振り返ると、紺こん色いろのシルクのパジャマに着き替がえた彼が立っていた。オレは呻き、なぜか思わず目をそらしてしまう。

　パジャマに包まれた彼の身体はとても逞たくましく、開いた襟えり元もとから覗く厚い胸と逞しい鎖さ骨こつがやけにセクシーで……。

「あなたは寝てていいよ！　オレはここに座って警護してるから！」

「心配ないと言っただろう？　そんなところに座られていたら気になって眠ねむれない」

「えっ？　でも……うわっ！」

　彼の腕うでがいきなりオレを後ろから引き寄せ、そのままベッドに押し倒たおす。

「……寝ておけ。そうでないと持たないぞ」

　耳元で囁き、まるで抱き枕みたいに後ろから抱き締しめられる。彼の身体はあたたかくて、その腕は逞しくて……オレはなぜか緊張も忘れてそのまま眠りに引き込まれそうになる。

　……もしかしてオレ、警護失格だろうか？

　オレは思い、そのまま意識を手放したんだ。　>>>♥







　　　　ブライアン・黎







「……うう……ん……」

　彼が小さく呻いて私の方に寝ね返がえりを打つ。

「……まぁたファイリングですか……？」

　彼の柔やわらかそうな唇から漏もれた寝ね言ごとに、私は思わず笑ってしまう。だが、華から以前に聞いた「真吾に資料のファイリングを頼たのんでそれを口実に会いに行く」という言葉を思い出して思わず眉まゆをひそめる。

　……ということは、今はあの華の夢を見ているということか？

　私は少し悔くやしくなって彼の耳に口を近寄せる。

「……おまえが一緒に寝ているのは、華ではなく、私だ」

　耳元で囁ささやいてやると、真吾は少し安心したようなため息をつく。それから、

「……ううん……さむ……」

　小さく囁いて、自分で自分の身体からだを抱くようにして微かに震ふるえる。

　……まったくワガママな捜査官だな。

　秋だというのにたしかに今夜は少し冷える。私は部屋の暖だん房ぼうをつけようと枕まくら元もとに置いてあった室温調節のリモコンに手を伸のばし……そして動きを止める。

「……ん……」

　彼がさらに身動きをし、暖を取るように、私の身体からだに身を寄せたからだ。まるで猫ねこのようなその仕草に私は年とし甲が斐いもなくドキリとする。

「……んん……」

　彼の繊せん細さいな指が、私のパジャマの布地をキュッと摑つかむ。

「……なんて無防備なんだ。私に危害を加えられることなど、少しも疑っていないのか？」

　私は呟つぶやいて彼の身体に腕を回し、そっと抱だき寄せる。

「……んん……」

　彼は満足げに呻いて私の肩かたに頰ほおを寄せ、そのまま安らかな寝ね息いきを立て始める。

　私は街のあの屋台で偶ぐう然ぜんに彼を見つけ、その煌きらめくような存在感が忘れられなくなった。たまたま華が同乗している時にも彼を見かけ、華が「驚おどろいたな。あれは私の部下だ」と言ったことを利用して、彼を自分の警護に当たらせた。だがそれは、真吾が身近においておくのに不自然ではないルックスをしていたせいと、そしてただの好こう奇き心しんからだったはず。

　……なのに……。

　捜査に協力する代わりに真吾を寄よ越こして警護に当たらせろと言った時、華にはさんざん渋しぶられた。「どうせ勢いに任せて抱くつもりなんだろう。真吾はせっかく見つけた私のオモチャなんだから余計なことはするな」と。

　その言葉を聞いた時には、私の心に言いようのない熱い感情がよぎった。華は女性好きを装っているが、実は百ひやく戦せん錬れん磨まのゲイだ。彼に本気になられたら、真吾のような純情そうな青年はひとたまりもないだろう。私の脳のう裏りを華に抱かれる真吾の姿が鮮あざやかによぎり……私は自分の感情の揺ゆれの激しさに、思わず眉をひそめたものだ。

　……華が私に協力したのはいったいなぜなんだろう？

　私は彼を見下ろしながら思う。

　……もしかして彼を抱いているにもかかわらず、本当にオモチャとしてしか見ていない？

　……だから捜そう査さのために、彼を人ひと質じちとして差し出したのか？

　もちろん、彼を警護として差し出せと要求したのは私だ。理り不ふ尽じんだということは解わかっているが、私の心は、またあの時と同じ熱い痛みに疼うずく。

　私は、自分を何にも心を動かされない冷たい人間だと思ってきた。愛人の子とはいえ、私はあの黎一族の血をしっかりと引いているのだ、冷れい酷こくでないわけがない。なのに……。

　私は自分の胸の中で眠る彼の顔を見下ろしながら思う。

　……彼といるだけで、どうしてこんなに心が揺れるのだろう……？







　　　　相馬真吾







「……うう、ん……」

　オレは朝の光の眩まぶしさに目を細めながら、思いっきり伸びをする。

　……なんだか、久々にぐっすり寝ねたかも……。

　身体がふわりと暖かく、疲つかれが少しも残っていない。

　……しかも、なんだかすごく優やさしい夢を見たような……？

　オレが住んでるのは、ＩＣＰＯの独どく身しん寮りよう。住宅事情の悪い香港らしく、部屋はめちゃくちゃに狭せまい。日当たりは悪いし、エアコンは壊こわれかけてるし、備え付けのパイプベッドはスプリングが伸びきってて柔らかすぎる。だから、眠りが浅くて疲れが取れないことも多いんだ。

　……なんで今日はこんなに目覚めが爽さわやかなんだろう……？

　開けっ放しの窓から聞こえる香港の街の喧けん騒そうで、オレはいつも目を覚ます。車のクラクション、物売りの声、近所の夫ふう婦ふの口くち喧げん嘩か、エアコンの室外機の騒音。そして吹ふき込んでくる朝の風は、排はいガスと、市場の熟した果物と、ヴィクトリア湾わんの淀よどんだ海水の匂におい。

「……うん……？」

　やっと目が覚めてきたオレは、今はそれらがまったくないことに気づく。

　しかも西陽しか差さないはずのオレの部屋に、さんさんと朝の太陽が差し込んできている。

「……ええ？」

　オレは慌あわてて目を開け……ベッドの脇わきに立っていた人物に気づいて思わず声を上げる。

「うわああーっ！」

　そこに立っていたのは、あのブライアン・黎だった。シャワーから出て来たばかりらしい彼は、逞しい身体にバスローブを着て、濡ぬれた髪かみをタオルで拭ふいていた。

　朝の光の中でその黄金色の髪はますます豪ごう華かに見えたし、その翡ひ翠すい色の瞳ひとみは本物の宝石みたいに煌めいている。くつろげた襟元から覗のぞく逞しい胸と頑がん丈じような鎖骨が、やたらとセクシーだ。朝の彼は……まさにファッション誌のグラビアみたいに決まっていて……。

　彼の男っぽい唇くちびるに、昨夜も見た冷酷そうな笑えみが浮うかぶ。

「何を叫さけんでいる？　まさか昨日のことを綺き麗れいに忘れたんじゃないだろうな？」

「いや、ちょっと寝ぼけただけだよ。ちゃんと覚えてる」

　オレは動どう揺ようしてベッドの上をお尻しりで後ずさりながら答える。

「華捜査官に連れられて『クラブ・シャングリ・ラ』に行って、あなたと会って、ここに連れて来られて……」

「それから？」

「え？　お風ふ呂ろに入って、貸してもらったパジャマを着て、寝た、以上だよね……？」

　彼はその綺麗な形の眉を寄せて、

「その後のことを覚えていないのか？」

「へ？」

　オレは呆ぼう然ぜんとし、そしてゆっくりと青ざめる。

「オレ、何かヤバいことをした？　寝言を言ったとか？」

「夜中に抱きついてきて『このまま抱いて欲しい』と。せっかくだから抱いた」

　彼はオレを見下ろして、にやりと笑う。

「喘あえぐおまえはとても色っぽかった」

「うっ！　噓うそだろっ？」

　オレは、泣きそうになりながら叫ぶ。彼はオレの反応を楽しむように見つめ、それから平然と言い捨てる。

「噓に決まっているだろう？」

　……ああ、信じられない……。

　オレは気絶しそうな脱だつ力りよく感を感じながら思う。

　……さすが華捜査官の知り合い。めちゃくちゃなイジワルだ……。







　　　　ブライアン・黎







「オレの素す性じようをカモフラージュする必要があるのはわかるよ。でも！」

　仕切りカーテンの向こうから聞こえるのは、あきれたような口調の声。

「こんな高級ブティックで、こんな服まで用意する必要はないんじゃない？　だいいち、オレには似合わないし……」

「いいからさっさと出て来い。……待ちくたびれた。開けるぞ」

　私は言い、彼の返事を待たずに仕切りのカーテンを一気に開ける。

「うわっ！」

　彼が驚いたように声を上げて、私の方を振ふり返る。

　彼の上半身を覆おおうのは、細かな織り模様の浮き出た、滑なめらかな純白のチャイナシルクのシャツ。スタンドカラーと中国風の飾かざりボタンが、彼のやんちゃな雰ふん囲い気きによく合っている。すらりとした脚あしを包むのは、黒のスラックス。これも織りの粗あらい艶つや消けしのシルクだ。

　シンプルな服装だが、極ごく上じようの素材を使っているだけにとても艶つやっぽい。そして丹ダン氏の作る服独特の絶ぜつ妙みようなカッティングが、彼の青年らしく引き締しまった身体からだのラインを強調して……不思議な色気を醸かもし出している。

「なんで急に開けるんだよっ！　びっくりするなあっ！」

　彼は恥はずかしそうに言い、責めるような目で私を睨にらむ。

　フワリと染まった頰ほお、艶のある黒くろ髪かみ。長い睫まつ毛げの向こう、強い光を浮かべてキラキラと煌きらめく漆しつ黒こくの瞳が本当に美しい。

　態度は反はん抗こう的だが、彼はどこか品がいい。こんな服装をするとそれが強調されて、まるでお忍しのびで市し井せいに下りてきた高貴な王子ででもあるかのように近寄りがたく見える。

「気に入らないのか？」

　私の言葉に、後ろで控ひかえていた丹氏が驚おどろいたように彼に歩み寄る。

「どこかお気に召めさない箇所でも？　すぐにお直ししますが……」

　彼は言いかけて真吾の身体を上から下まで眺ながめる。そして感かん嘆たんしたような声で言う。

「いえ、お直しする必要はありませんね。まさに完かん璧ぺきです」

「もちろんこの服は完璧に素す敵てきだけど……」

「では、着き心地ごこちがお気に召しませんか？」

「まさか！　着心地は最高です。このシルクのシャツ、まるでクリームみたいにトロトロな手て触ざわりで、着ているだけで気持ちがいい。それにスラックス、けっこうぴっちりしたデザインなのにすごく穿はき心地がよくて……こんなに恰好いいのにこのままジョギングができそうなほど楽です。それに……」

　真吾が鏡の中の自分をチラリと振り返り、微かすかに頰を染める。

「……なんだか、自分がすごい美青年になったような気がしてくるよ」

　今朝。私は朝一番で真吾を高級ホテルのヘアサロンに連れて行き、トップスタイリストに髪を切らせた。いかにも街の理髪店で切られた、というイメージだった髪は、スタイリストの手で、最新の髪かみ型がたに生まれ変わった。全体的に僅わずかに栗くり色いろを入れ、ほんの少しだけ軽いメッシュを入れただけで……真吾はとても垢あか抜ぬけ、いかにも育ちのいい美青年というふうに見える。

　真吾の言葉に、丹氏は満足げにうなずく。

「それが一流の証あかしです。見た目が美しいだけでなく、着ていて気持ちがいい。それに……」

　彼はその顔ににっこりと嬉うれしそうな笑みを浮かべる。

「……相馬様はもともとたいへんな美青年でいらっしゃいますよ」

「オレが？　まさか！」

「まさか、ではありませんよ。本当に……」

「ああ、いいってば、丹さん。ごめん、気を遣わせちゃって」

　真吾は丹氏の言葉を遮さえぎって言い、可笑おかしそうに笑う。

「オレがフツーであることは、自分でよーくわかってるから」

　……これだけの麗うるわしい容姿をもちながら、本当に自覚していないとはな。

　英国占せん領りよう下の影えい響きようを未いまだに色いろ濃こく残す香港では、容姿はとても大きな力を持つ。それはビジネスの世界でも、社交界でも、そして裏社会でも同じことだ。

　その力を得るために、人々は自分の容姿を磨みがく。美しさのために莫ばく大だいな私財を投じている人間を、何人も知っている。女性はもちろん、男でも。彼の引き締まった身体と、完璧に整った美しい顔立ち、そして醸し出す高貴な雰囲気がまったくの天然のもので、しかも自覚すらされていないと知ったら……嫉しつ妬とする人間はとてつもなく多いだろう。

　……きっと、今まで、その容姿を褒ほめ称たたえるような賛美者がいなかったのだろうな。

　私はそのことになぜかとてもホッとしてしまっている自分に気づく。

　……彼がその働き口として容姿よりも力を重視する警察やＩＣＰＯを選んだこと、そしてその麗しさに自覚がないことは、私にとってはとても幸運なことに思えてくる。

　ふと華の顔がよぎり、私は苛いら立だたしい気分になる。

　……華が彼を抱だいていなかったという証しよう拠こはない。抱いていたという証拠も。

　私は自分を落ち着かせようと小さくため息をつく。

　……そうだ。華の今までの傾けい向こうから考えれば、翌日には抱いた相手に高価な服を買い与あたえ、髪をカットさせ、見み目め麗うるわしくして連れ歩くはず。

　私は、真吾が着ていたいかにも安価そうなスーツを思い出す。スーツは、いかにも着慣れていない若者が選んだという無難なデザインだったし、ネクタイははっきり言って子供っぽい趣しゆ味みだった。華なら、一度抱いた相手には、絶対にあんな恰好で歩かせはしないはずだ。

　それに、昨夜、無防備に抱きついてきた彼の様子はとても男性経験がある人間のものとは思えなかった。

　……華が真吾をどう思っているのかは私には解わからないが、少なくとも彼の身体はまだまっさらのままだろうな。

　私は不思議なほどに安あん堵どしながら思い……そしてハッと我に返る。

　……どうして彼のことばかり考えてしまうのだろう？







　　　　相馬真吾







「ほかにも、彼に似合いそうな服があったら取っておいてくれ」

　黎の言葉に、丹さんがにっこりとうなずいて、

「かしこまりました。ほかの支店の在庫も探してみます。選びがいがありそうです」

「本当ならフルオーダーでいろいろ作ってやりたいところだが……」

「それはやめてくれってば！」

　オレは慌あわてて声を上げる。

「恋こい人びとでもないのに、そんなことまでされたら気き詰づまりだよ！　そういうのは恋人にしてあげるもんだろ？」

「正式に恋人になれた時にはフルオーダーで作ってくれ、そういうことだな？」

　彼はクスリと笑っておかしそうな声で言う。

「本当にワガママなやつだ。わかったよ」

　……うわあ、演技しなきゃならないからって、これに怒ど鳴なり返せないのはつらいぞ！

　黎は腕うでを上げ、高そうな腕時計を見る。

「ああ……今日はそろそろ失礼しなくてはいけない」

「はい。どうもありがとうございました」

　丹氏は言って、深々とお辞じ儀ぎをする。

「またゆっくり寄らせてもらうよ」

　黎は言ってオレの肩かたを抱き、そのままフィッティングルームを出る。屋や敷しきからついてきた使用人たちが、山のようになってしまった衣装箱を恭うやうやしく持って、オレたちの後をついてくる。

　ドアの外にいたＩＣＰＯの顔見知りのスタッフたちが、驚いた顔でオレを見つめている。

　……こんな高そうな服、オレみたいな庶しよ民みんには似合わないよっ！　でも、オレが好き好んで着たわけじゃなくて、この男に無理やり着せられただけなんだからな！

　本当なら怒鳴りたいところだけど……彼らとオレが知り合いであることを誰かに知られたら仕事に支障が出ないとも限らない。そう思ったオレは必死で怒おこりたいのを我が慢まんする。

　フィッティングルームのある二階から、階段を使って店のある一階まで降りる。

「いったん屋敷に帰り、午後から『リー・トレイディング・カンパニー』の香港支社のオフィスに出社する。もちろんおまえも一いつ緒しよだ」

　彼が足早に階段を下りながら言う。

「わかってる。だけど、ちょっと緊きん張ちよう……」

　オレは言いかけ、そして一階にいる人々が揃そろってこっちを見上げているのに気づいて、思わず言葉を切る。

　……うわ、男が男の肩なんか抱いてるから、目立ってるんだ！

　……しかも、黎はとんでもない美形だし！

「ひ、人が見るから離はなしてくれる？」

　オレが声をひそめて言うと、彼は小さく笑って、

「見られるためにやっている。おとなしくしていろ」

「え？」

　……これって何かの作戦の一部なんだろうか？

「もしかして『クラブ・シャングリ・ラ』とかで一緒にいても不自然じゃないように、わざわざアピールとか？」

　オレが囁ささやくと、彼は肩をすくめて言う。

「そこまで考えてはいなかった。おまえをたくさんの人間に見せたいだけだ」

「なんだよそれ？」

　オレは叫さけびたいのを必死でこらえながら囁く。ただの愛人らしきヤツが黎ファミリーの次期当主にくってかかったなんて噂うわさが立ったらとんでもないことになりそうだし。でも……。

「『どうせ』って言葉は嫌きらいだけど、こんなときには使いたくなる」

　オレが言うと、彼は不思議そうに見下ろしてくる。

「何が言いたい？」

　オレは彼を睨にらみ上げて、

「『どうせ』オレは庶民だし、『どうせ』美青年でもないし、『どうせ』こんなリッチで上品な服は似合わないし……あなたの愛人役なんて務められるとは思えない」

　彼は少し驚おどろいたような顔でオレを見下ろし、それから、

「どうした？　怖おじ気づいたか？」

「そうじゃないってば！」

　オレは思わず言ってしまい……それから、聞こえただろうか、と恐おそる恐る一階の人々のほうに視線を移す。彼らは度ど肝ぎもを抜ぬかれたような顔でオレたちに注目している。

　……ああ、ヤバいかも……。

「まあ、ミスター・黎！」

　階段を下り切ったところで、銀色のシルクのスーツを着た女性が近づいてきた。手にはお財さい布ふすら入らないであろう華きや奢しやなバッグ、首周りをぐるりと取り巻いているのは、ピーコックグリーンの光を放つ見事な黒真しん珠じゆ。まさに香港のリッチなマダムという感じ。

「昨夜、『クラブ・シャングリ・ラ』でお捜ししたのよ。ちょうど入れ違ちがいだったみたいでとても悔くやしい思いをしたわ。しかもとても美しい方とご一緒だったとか。この方ね？」

　……オレが黎と一緒にいたことが噂になってるのか？

「マダム・李リー。お会いできなくて残念でした」

　黎が丁てい寧ねいに言ったところを見ると、やっぱり権力者の奥さんとかだろう。彼女はオレに目を移し、オレの頭の上から足の先までをジイーッと音を立てそうなほどに強い視線で眺ながめ回す。

　……うわあ、お金持ちってどうしてこうやってオレをじろじろ見るんだろう？

　……オレはペットショップのペットじゃないんだぞ？

「……噂どおりに素す敵てき。香港一の美男子の心を奪うばっただけのことはあるわ」

　彼女はなぜだかうっとりとため息をつく。

　……なんなんだ、この反応は？

「正直、あなたがゲイだと聞いた時には、『クラブ・シャングリ・ラ』に通うすべての女性が歯は嚙がみをしたものですけど……」

　彼女は言って一歩下がり、黎とオレが並んだ姿を満足げに眺め回す。

「こうして見ると、本当に美しい一いつ対ついね。ゲイという言葉でイメージできる退たい廃はいと禁断の雰ふん囲い気きが、この香港にとても相応ふさわしいわ」

　そしてまたうっとりとため息をつく。

「ありがとうございます。……私の愛人は本当に美しい。服を買ってやる甲か斐いがあります」

　黎が言って肩に置いていた手を滑すべらせ、オレの髪かみをサラリと撫なでる。マダム・李と呼ばれた女性だけじゃなく、ほかの人々の口からも、うっとりしたようなため息が漏もれる。

「しかも、少し気が強そうね。この香港でミスター・黎に口答えできる人なんて、きっと彼くらいだわ」

　マダム・李が言った言葉にオレは赤くなる。

　……しまった。さっきの言葉、聞かれていたみたいだ……。

「喧けん嘩かをするほど仲がいいと言います。彼のワガママを聞いてやるのも私の楽しみの一つでもありますので」

「まあ、本当に素敵。……ああ、そうそう。ちょうど届けさせようと思っていたのよ」

　マダム・李は言い、慣れた仕草で手を振ふって、近くに控ひかえていた使用人らしき男性を呼ぶ。そして彼が提さげていたたくさんの紙かみ袋ぶくろの一つから包みを取り出す。それは手のひらに入りそうな小さな塊かたまりで薄うす汚よごれた油紙で包まれている。表面には、朱しゆの筆文字がびっしりと躍おどっている。

　……うわ、妖あやしい！

　オレは夫人が取り出したものを見ながら思う。

　……何かのドラッグだって言われたら信じてしまいそうだぞ！

「ほかの人にはどうか内ない緒しよにね。よかったら、今夜にでもお楽しみになって」

　マダム・李は囁いて、それを黎の手に握にぎらせる。

「とても貴重なものですけれど、愛し合う二人の夜にはぴったりだと思うわ」

　彼女は言ってなんだか意味深な流し目をオレに送ってくる。

　……ええ、なんなんだ、その意味深な目？

　オレは、黎の手の中の、ものすごく妖しい包みを見ながら思う。

　……っていうか、あれってマリファナとか、その類たぐいのドラッグじゃないのか？　早くつき返さないと……。

「貴重なものを、いつもありがとうございます」

　黎が言ってそれを平然と受け取ったことに、オレは驚いてしまう。

「……残念ですが、少々約束がありますので、失礼」

　黎は言ってあっさりと踵きびすを返し、素す早ばやく周囲を取り囲んだＳＰたちを引き連れて店を出る。

「ねえ、それって受け取っていいものなの？　ちゃんと合法？」

　オレが言うと、彼は意外そうな顔でオレを見下ろしてくる。

「どういうことだ？」

「違い法ほうなものを取引したのなら、見み逃のがすわけにはいかないってば！」

　彼は驚いた顔でオレを見下ろし、小さく笑う。

「おまえといると、本当に退たい屈くつしない」

「なんだよ、それっ？」

　彼はまた笑って、ふいに遠くに目をやる。

「おまえの存在は、私を意味もなく悩なやませるけれどな」

　彼がなぜか低い声で呟つぶやき、オレは驚いて反論できなくなる。

　……どういう意味なんだろう？　オレが警護としてアテにならないって言ってるのか？

　思うけれど、彼のどこか憂うれいを含ふくんだような顔を見上げることしかできない。

　……それとも、愛人として連れ歩くには、オレじゃ不足だって言いたいのかな？

　思ったら、ズキリと胸が痛んだ。

　……彼は、いったい何が言いたいんだろう？

　……そしてオレ、どうして落ち込みそうになってるんだろう？







　　　　ブライアン・黎







　私たちはリムジンに乗り、いったん屋や敷しきに戻もどった。秘書の曾が到とう着ちやくするのを待つ間に真吾はスーツに着替え、落ち着かない様子でネクタイの結び目を確かく認にんしている。

「警護のためとはいえ、大だい企き業ぎように行くなんて初めてだから緊きん張ちようするよ」

「私は本来は実業家だ。いつまでもおまえに付き合って観光ばかりしているわけにもいかないからな」

「あなたがオレに付き合ってるわけじゃなくて、オレがあなたに付き合ってるだけ！」

「不自然にならないように秘書室にいてもらう。秘書室長のサミュエル・曾がすべてを教えてくれるだろう。おまえも、何かしている方が暇ひまつぶしになっていいだろう？」

「だから、オレはあなたの警護の仕事をしてるわけで、遊んでるわけじゃ……」

　真吾は言うが、いきなり響ひびいたノックの音にギクリと身を震ふるわせる。

　……本当に、感情があけっぴろげな子だ。

　私は書類を入れたアタッシェケースを閉じながら、思わず心の中で笑ってしまう。

　……まるで、気が強くてやんちゃな仔こ猫ねこのようだ。

「入ってくれ」

　私がドアの方に向かって言うと、外側から執しつ事じが扉とびらを開ける。

「失礼いたします」

　聞き慣れた声がして、曾が部屋に入ってくる。真吾はそちらを振り返り……。

「ああっ！」

　とても驚おどろいた声を上げている。

「あなた、灣ワン仔チヤイにある『樂リヤオ甜テイアン記ジー』っていうお粥かゆ屋さんで、朝粥のテイクアウトしてるだろ？　見たことがある！」

　真吾の言葉に、曾はチラリと私を見る。「まだ彼に話していないのですか？」とでも言いたげな顔に、私は肩かたをすくめてみせる。曾は真吾に視線を戻して、

「ええ。よくご存じですね。あなたもあのお店をご存じなんですか？」

「うん、常連だよ！　ほとんど毎朝あそこで朝粥を食べてた！　リムジンから降りてお粥を買うあなたはめちゃくちゃ目立ってたよ！」

　その時のことを思い出したかのようにクスリと笑う。それから、

「しまった、いちおう自己紹しよう介かいするね。……ＩＣＰＯから来た、相馬真吾です。ブライアン・黎氏の身辺警護を務めさせてもらいます」

　と言って、曾に向かって右手を差し出す。曾はにっこり笑って、

「サミュエル・曾ともうします。『リー・トレイディング・カンパニー』で社長秘書を務めさせていただいております」

　真吾の手を握り、二人は親しげな握あく手しゆを交かわす。皮肉屋で得体の知れない曾が、初対面の相手にこんなに愛あい想そのいい顔をするのはなかなか珍めずらしい。

「曾さん、あの店でいつもお粥を二つ買ってたよね。もしかして……？」

「あれは、私と社長のための朝粥でした」

　曾の言葉に、真吾はとても驚いたように目を見開く。

「シンプルな黒くろ塗ぬりだったし、香港では大だい富ふ豪ごうはリムジンはそれほど珍しくないから、偶ぐう然ぜんに同じ型のリムジンなんだと思ったんだけど……」

　真吾は呆ぼう然ぜんとした顔で、私を振り返る。

「もしかして、曾さんがお粥を買いに車を降りた時、あなたも車内にいた？」

「ああ。通勤途と中ちゆうに寄っているので当然乗っていたが？　どうしてだ？」

　真吾は、なぜかふいに微かすかに頰ほおを赤らめる。

「どんな人が乗ってるんだろうなって、いつも思ってたから」

　その言葉に、私はドキリとする。

　……私が彼をずっと見つめている間、彼も私の存在に興味を持ってくれていたなんて。

「そうだ、ランチはどうするの？」

　真吾が言い、曾が私を振ふり返る。

「いくつかの店を考えていますが、どこがいいでしょうか？　飲ヤム茶チヤ、中チヤイ華ニーズ、フレンチ……」

「まだ決まっていないのなら、あの店に行かない？　話していたらなんだか食べたくなっちゃった」

　真吾が言い、曾は楽しそうに笑う。

「それは素す敵てきです。私もあれを食べないと物足りません」

　振り返る二人に、私はうなずいてみせる。

「任せる。私もあの店の粥は気に入っている」

「わ～い、よかった！」

　喜ぶ真吾はまるで子供のようで……私の胸をまた甘く痛ませる。

　……ああ、私は彼に、本当にやられてしまっているらしい……。




　　　　◆




　私と曾、そして真吾を乗せたリムジンは、灣仔にある細い道をゆっくりと走る。屋台や露ろ天てんの店が両側に並び、人々の喧けん噪そうを間近に見ることができる。

「うわあ、リムジンの中から見ると、なんだか全然違ちがう世界みたいなんだな」

　真吾は興味深げに窓の外を覗のぞいている。

「ヴィクトリア湾わんの匂においもしないし、市場の人たちが怒ど鳴なり合う声も聞こえない。まるで映画を観みてるみたい」

　真吾は言って、曾の方に向き直る。

「そういえば、曾さんは貝柱か鶏のお粥ばっかり頼たのんでいるなあと思ってたんだ。日ひ替がわりでね。二人ともそれが好きなの？」

　真吾が聞くと、曾はクスリと笑う。

「あの店はテーブルの上にしかメニューがありません。だからほかのメニューがわからなかったのです。貝柱や鶏のお粥ならどの店でも出すでしょう？」

「ええっ？　本当に？　それしか食べないなんてもったいないよ！　魚とか、ピータンとかは平気？　平気ならお薦すすめのものがあるけど」

「どちらもお好きですよね？　メニューを教えていただけますか？」

　曾が身を乗り出して言う。真吾は嬉うれしそうに、

「魚のスライスが入っている『鮮シヤン魚ユー片ピヤン粥ズー』、ピータンと豚ぶた肉にくが入ってる『皮ピー蛋ダン威ウエイ瘦シヨウ肉ロウ粥ズー』、あと肉団子が入っている『茉莉花ジヤスミン』とかもお薦めだよ。あと『油ユー條テヤオ』はちゃんと頼まないと」

　真吾が言った広東語のメニューの名前を、曾が素す早ばやくメモする。それから、

「『油條』というのはなんですか？」

「揚あげて薄うす切ぎりにした中国風のパンのことだよ。クルトンみたいなものかな？　これを載のせたほうが、香こうばしくて絶対に美味おいしいから！」

「わかりました。では『油條』も頼んでみます。私はピータンの入っているお粥にしようかな？　社長はどうなさいますか？」

　私は少し考えてから、

「では、魚のスライスの粥を」

「じゃあ、オレは肉団子の！」

「わかりました。行ってまいります」

　曾は楽しそうに笑い、運転手が開けたドアから素早く出て行く。運転手が、外側からドアを閉める。

「ああ～、みんな元気そう。おばちゃんも相変わらずって感じだなあ」

　真吾が、スモークガラス越ごしに外を見ながら呟つぶやく。

「このリムジンにオレが乗ってるなんて、みんな夢にも思わないだろうなあ」

「行きたいか？」

「え？」

「早くもとの生活に帰りたいかと聞いている」

　私の問いに、彼は少し考えて、

「うう～ん。本当は一日も早く、もとの生活に戻った方がいいんだと思う。だって……あなたが住んでいるリッチな世界に慣れてしまいそうだし」

　真吾は私の顔を真っ直すぐに見つめて言う。

「あなたは別世界の人だ。オレがここにいるのは、きっと夢みたいなものなんだよ」

　彼の率そつ直ちよくな言葉が私の胸に突つき刺ささる。

　……「そばにずっといたい」、彼にそう言わせることができたらどんなに幸せだろう。







　　　　相馬真吾







　……マフィアの後こう継けい者しやっていうからどんな悪いことをしているのかと思ったけど……。

　オレは、コンピューターのキーを叩たたきながら思う。

　……資料を見た限りでは収益はどんどん上がっているし、経営は文句なしに黒字。どう見てもまっとうな会社、そしてまっとうな社長だ。

　午後から会社に入ったオレは、秘書見習いという名目で秘書室のメンバーに紹しよう介かいされた。メンバーはみんなとても優やさしくて、オレは、再就職するならこんな職場がいいな、と本気で思ってしまった。

　オレは黎から頼まれた資料をまとめ、計算書をいくつか仕上げた。さらに曾さんからのリクエストを聞いて、会社の独自の計算プログラムをイチから見直してあげた。いろいろと問題点が見つかったからそれを直し、さらに手を加えてあげた。

「……うん、これで計算速度は倍くらいにはなるだろう。オレって天才？」

「けっこうきちんとした仕事をするじゃないか。曾も感謝していたぞ」

　いつの間にか後ろに来ていた黎が、画面を覗き込んで少し驚おどろいたように言う。

「プログラムになら慣れてる。ＩＣＰＯの香港支部じゃあ、こんな仕事ばかりだし」

　オレが言うと、黎は少し驚いたように眉まゆを上げる。

「華の直属の部下ではないのか？　あの男の部署なら荒あらっぽい仕事ばかりだろう？」

「華捜査官は上官だから、いちおう部下ではあるけど……直属というわけではないよ」

　プログラムを閉じてコンピューターの電源を切りながら言う。

「オレは、香港支部のビルの中で地味な事務仕事ばかり。荒あら事ごととは縁えんがないから」

　そして黎が呆ぼう然ぜんとしていることに気づいて慌あわてて、

「あ、いや、いちおう銃じゆうの扱あつかいには慣れてるから、警護は任せてくれていいよ？」

「なかなかの腕うでだと華から聞いている」

　黎の言葉にオレはホッとする。

　……いや、別にホッとすることはないんだけど。オレはさっさとこんな警護の仕事は終わらせて、ＩＣＰＯに帰りたいはずで……。

　……あれ？

　オレはなぜか自分がそう思っていないことに気づいて少し呆然とする。

　……いや、そんなはずはないだろう？

　……本当にどうしたんだろう、オレ？




　　　　◆




「咽喉のどが渇かわいたな。私が、中国茶をいれてやる」

　部屋に帰った彼は、上着をソファに投げながら言う。彼の手には、今朝あの夫人からもらった妖あやしい包みが握にぎられている。

「え？」

　オレは、彼のその言葉にギクリとする。

「ちょっと待って。それって本当にただのお茶？」

　オレは彼の手の中の、汚よごれた小さな包みを見つめながら言う。

「お茶にしては包みが小さすぎる。それじゃあティーバッグくらいにしかならない」

　オレの躊ちゆう躇ちよに気づいたように、彼は唇くちびるの端はしに酷こく薄はくな笑えみを浮うかべる。

「黎ファミリーが怪あやしい薬物の売買に手を染めているという噂うわさは、この香港には根強く流れているな。やはり本気にしているのか」

　黎は、手の中の小さな包みをもてあそびながら言う。

「たとえ上司からの命令で潜せん入にゆう捜そう査さ中だろうが、その類たぐいのものを口にしてしまったらおまえは即そつ刻こくＩＣＰＯを解かい雇こされる。もちろんそれだけでなく懲ちよう役えき刑だ。そしてもしもそんなことになったら、ＩＣＰＯ香港支部の失態は、世界中の警察機関に知れ渡わたるだろうな」

　彼は、その翡ひ翠すい色の目でオレを真っ直ぐに見つめる。

「私が本当の悪党なら、おまえの飲み物に薬物を入れ、警察を呼ぶと脅おどす。ＩＣＰＯ香港支部、そしてプライドの高い華は、失態をもみ消すためにどんなことでもするだろう。黎ファミリーは一つ、ＩＣＰＯに大きな貸しができる。おまえを警護に呼んだのはそれが目的かもしれない」

　彼の顔からはいつの間にか笑みが消えていた。まるで彫ちよう刻こくのように完かん璧ぺきに整った顔は、こんな表情をされるととても冷れい酷こくに見えて……背中にゾクリと戦せん慄りつが走る。

　……やっぱりこの男は、黎ファミリーの血を引く人間なんだ。

「本気でやるつもりなのか？　それならオレは絶対に飲まないからなっ！」

　オレの声が微かすかに震ふるえている。彼はオレを見つめ……それからふいにまた笑みを浮かべる。

「もちろん冗じよう談だんだ。これはただのお茶だと言っただろう？」

　彼は包みを持ち上げて香かおりを嗅かぐ。大きく吸い込んで、満足げにうなずく。

「ああ……本当に極ごく上じようだ」

「……う……っ」

　オレがたじろぐのを見て、彼は可笑おかしそうに笑う。

「中国茶の正式な入れ方を知っているか？　片方にだけおかしなものを入れるのは不可能だ」

「それは、そうだけど……」

「わかった。おかしな真似まねができないように目の前でいれてやるから、座っていろ」

　彼は言って、リビングの向こう側にある本格的なバーカウンターに入る。カウンターの下から金属製のポットを取り出して、中にミネラルウォーターを注ぎ、オレが座ったソファの前、ローテーブルにそれを置く。そのポットはよく見ると下に台のようなものがついている。どうやらこれだけでお湯が沸わかせるようになっているみたい。

　黎はソファの後ろのコンセントにタップを差し込み、ポットの台のスイッチを入れて、またバーカウンターの方に歩み去る。

　戻もどってきた彼の手には、上じよう面めんがスノコ状になった台のようなものと、その上に並べられた小さな茶器があった。

「うわ、綺き麗れいな茶器」

　オレは、手の中に収まりそうなほどに小さく繊せん細さいな茶器に、思わず見とれてしまう。

「ものすごく細かい、金色の二に匹ひきの龍りゆうの模様が描えがかれてる。高そうな茶器だなあ」

「これは黎家の紋もん章しようだ」

　彼の言葉に、そっと触さわろうとしていたオレは思わず手を引っ込める。

「もしかしてこれって……」

「黎家に代々伝わる茶器らしい。香港に来た時に父が届けさせてくれた。早く香港に馴な染じむように、そのためにはまず良いお茶を飲め、とね」

「……え……？」

「もともと父は、母や私のところにさまざまなプレゼントを贈おくり続けてくれていた。英国にいる時も、アメリカに渡ってからも。『おまえたちを忘れたことは一時もない』というあたたかなカードを添そえてね」

　黎庚秦に冷酷無比な首領というイメージしか持っていなかったオレは、少し呆然とする。

　……黎庚秦って首領には、そういう一面もあったんだ……？

「問題の包みを開けるぞ？」

　彼は言って、ワイン用のソムリエナイフで油紙を切る。そしてそれを慎しん重ちように開く。中から出てきたのは、普ふ通つうの中国茶よりも大きめに見える乾かん燥そうした何かの葉だった。ふわ、と花に似た香りが微かに鼻び腔こうをくすぐる。それはよく花茶に使われる、茉莉花ジヤスミンでも、菊きつ花かでも、金きん木もく犀せいでもなく……。

「普ふ段だん飲んでる中国茶とは、全然香りが違ちがう気がするんだけど」

　オレが言うと、彼は肩かたをすくめて、

「たしかに普段用に使う茶葉ではないからな。……茶チヤー荘ジヤンなどで、工ゴン夫フー茶チヤを飲んだことは？」

　茶荘というのは、街中にある中国風のお茶を飲ませてくれる伝統的なカフェのこと。昔からあるような、老人が集まって日がな一日麻マー雀ジヤンをしているような店もあるけれど、最近ではお茶を楽しむ若者や観光客が増えたせいで、たいがいシックな内装を持つお洒落しやれな店だ。

「ない。カノジョもいないし、茶荘に行くようなお洒落な暮らしはしてないし。香港に来たからにはってちょっと憧あこがれてるんだけどね」

「それなら一度試ためしてみるといい」

　彼は言いながら、木製の台に載のせられていた茶器たちを綺麗に並べていく。

「この小さい急きゆう須す、本当に可愛かわいいね。オモチャみたい」

　コポコポ、という軽い音がして、金属製のポットの口から湯気が立ち上る。彼はポットを持ち上げて、

「その急須のようなものは茶チヤ壺フー」

　言いながら、その蓋を開け、内側と外側に湯気の立つお湯をかける。茶器が置いてある台の上面がスノコ状になっているのは、これをするためなんだろう。

「このミルクピッチャーのようなものが茶チヤ海ハイ」

　言いながら、それらにもお湯をかけていく。

「こんなに繊細な磁器なのに、そんなことして大だい丈じよう夫ぶなの？」

「大丈夫。そのための杯ペイだ」

　彼は言いながら茶壺と茶海を持ち上げ、内側のお湯を大きめの陶器に空ける。茶壺の中に、さっきの包みに入っていた葉をすべて入れ、その中にお湯を注ぎ、口まで一いつ杯ぱいになったところで蓋をして、さらにその上からお湯をかける。

　ふわりと漂ただようのは……やっぱり今まで飲んでいたお茶とは違ちがう、不思議な香りだ。

　彼は手を伸のばし、茶壺を持ち上げる。そして注ぎ口を茶海の上で逆さまにする。茶壺の口からごく薄うすい色のお茶が螺ら旋せんを描きながら細く注がれる。彼はそのまま傾かたむける角度をきつくしていき、最後は茶壺の注ぎ口を下にして、茶海の口にすっぽりと斜ななめにはめ込んでしまう。

「うわ、落ちないの？」

「落ちないように作られている。この角度ならちょうど蓋も外れない。これで、最後の一ひと滴しずくまで絞しぼることができる」

　彼は言い、逆さまにはめこまれていた茶壺をそっと持ち上げる。彼の美声を聞きながらその美しい手を見つめていると、なんだかとても優ゆう雅がな儀ぎ式しきに参加しているように思えてくるから不思議だ。

「あなたって、香港に来てまだ半年くらいなんだよね？　資料で読んだ」

　オレは、彼の優雅な手さばきを見ながら思わず言う。

「だからなんだ？」

「それにしては馴染んでると思って。中国茶のいれ方とか」

　彼は少しだけ黙だまり、無感情な声で、

「英国に連れ戻されてからも、母はずっと香港に戻りたがっていた。わざわざ工夫茶の道具を取り寄せてティータイムには中国茶を飲み、私にもいれ方を教えてくれた。自己流なので茶荘のやり方とは少し違うかもしれないな」

　彼は言いながらお茶で満たされた茶海を持ち上げ、オレの顔を見る。

「一つの茶海から注ぐお茶に、片方は薬物入り、もう片方は違う、と分けることなど不可能だ。あとは、茶杯に何かが入っているという可能性かな？」

「……う……」

　オレは絡からんだりして大人気なかったかな、と思いながらも引き下がることができない。

　……この男なら、何かすごい手を使いそうだし！

「まだ何か疑っているのなら、自分で選ぶといい。どちらか一つずつ、組み合わせは自由だ」

　彼は言いながら、二つの聞ウン香シヤ杯ンペイと二つの品ピン茗ミン杯ペイを示す。

「じゃあ……これと、これ」

　オレは迷いながら一組の茶器を選ぶ。黎はうなずいて、茶海の茶を、背の高いほうの茶器に注ぎいれる。

「これは聞香杯。香りを楽しむものなので、ここから飲んではいけない」

　彼は見本を示すようにして、二人の聞香杯にお茶を注ぎ入れる。そして茶海を置き、自分の聞香杯を持ち上げる。

「じゃあ、どうするんだよ？」

「こちらの品茗杯に、聞香杯に入っているお茶をすべてあけるんだ」

　黎がやって見せてくれ、オレも真似をしてお茶を移し替える。

「こう？」

「そう。そして空になった聞香杯を持ち上げて……」

　黎は聞香杯を鼻の前に持って行き、息を吸い込む。

「……そこに残った香かおりを楽しむ。お茶そのものよりも、この方が香りが引き立つ」

「そうなんだ？」

　オレは言い、恐おそる恐る聞香杯を持ち上げる。その香りを吸い込んで……。

「うわあ、いい香り……！」

　思わずうっとりと言ってしまう。

　それは、今までに飲んだどんなお茶のものとも違う、甘く、清すが々すがしい香りだった。嗅かいでいるだけで緑の森や葉の上に溜まった朝あさ露つゆが浮うかんでくるような……。

「次は味わってみろ」

　彼は言い、お茶の入った品茗杯を示す。オレはさっきまでの警けい戒かい心すら忘れ、お猪口ちよこのように小さなそれを慎重に持ち上げる。そしてこぼさないように気をつけながらそれを口に運ぶ。

「……ん……」

　オレはそれを一口味わい、そして口の中に広がる濃のう厚こうな甘みと大人おとなっぽい苦味、そして芳ほう醇じゆんなお茶の香りに思わず目を閉じる。

「……ああ、すご、い……」

　呟つぶやきまでも芳かんばしい香りを帯びているようで……オレは陶とう然ぜんとしてしまう。

　……こんなに恍こう惚こつとするなんて、やっぱりこれはただのお茶じゃないかもしれない。

　オレはうっとりとため息をつきながら思う。

　……でも、それすらも解わからなくなってしまいそうなほど、美味おいしい。

「どうしよう、オレ……」

　オレは身体からだがジワリと熱くなるのを感じながら、呟く。

「……こんなもの飲まされたら、もう普通のお茶が飲めなくなっちゃうよ」

　空気がフワリと動き、黎がオレの隣となりに腰こしを下ろした気配がする。うっとりと目を閉じたままのオレの顎あごを、彼の大きな手がそっと持ち上げる。

「なんて顔をする」

　彼の囁ささやきが、オレの頰ほおをくすぐる。

「こっちまで発情しそうになるじゃないか」

　オレの頰に触ふれてくる、何かあたたかくて柔やわらかい感かん触しよく。

　……え……？　>>>♥

　オレは慌あわてて目を開け、彼がオレの頰にキスをしていることに気づく。あまりの動どう揺ように彼の胸を押しのけると、彼は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとした顔をし、それからフッと苦く笑う。

「どんなに高級でも、お茶の効き目は一瞬か」

　彼は、その翡ひ翠すいのような瞳ひとみで間近にオレを見つめながら言う。

「どうせ疑われるのなら、本当に媚び薬やくでも入れてしまえばよかったな」

「……えっ？」

　彼はソファの脇わきにあるマガジンラックに手を伸ばし、そこから辞典のように分厚い本を取り出す。ぱらぱらとページをめくり、あるページを広げてテーブルの上に置く。

「『武ウーウ夷エイ岩ヤン茶チヤ大ダー紅ホン袍パオ』。それがこの茶の名前だ」

　彼はさっき破いた包装紙を広げ、辞典に載っている写真の脇に置く。

「……お、同じだ……」

　包装紙だけでなく、よく見ると中国政府のマークのある封ふう印いんシールまでが寸すん分ぶん違たがわない。これはまさに本物なんだろう。

「『大紅袍』は、福ふつ建けん省武ぶ夷い山さんの岸がん壁ぺきに生えた、たった三本の原木からしか収しゆう穫かくできない特別な茶だ。世界中の中国人大だい富ふ豪ごうたちが、今年こそはこれを手に入れようと熾し烈れつな争いを繰くり広げる」

　その荒こう唐とう無む稽けいな話に、オレは呆ぼう然ぜんと聞き入ってしまう。

「この茶壺で約一回分、二十グラムの『大紅袍』が、日本円にして三百万円近い値段で取引されたこともある」

「三百万円！」

　思わず品茗杯を見下ろすオレに、彼は、

「だが、結局それも市場には出回らず、大富豪の政府高官の手に渡わたってしまったらしい。三煎せんくらいまで楽しめるが、やはり第一煎は最高だ。残さずに飲みなさい」

　と言って自分の品茗杯を持ち上げ、まるで貴重なワインを味わうかのようにゆっくりとそれを飲む。目を閉じ、杯を傾かたむける彼の横顔があまりにもセクシーに見えて、オレはさらに鼓こ動どうが速くなるのを感じていた。

　……ああ、この男といると……。

　オレは陶然とするほど美味しいお茶を味わいながら、思っていた。

　……本当に、何もかもが別世界の出来事みたいだ。

「……はあ……」

　最後の一滴までゆっくりと味わい、オレは思わずため息をつく。

「……なくなっちゃった……」

　名残なごり惜おしい気持ちで品茗杯を覗のぞくオレに、黎が小さく笑う。

「もっと欲しいか？」

「……うん。欲しいよ……」

　オレが言うと、彼はなぜか、一瞬だけ、どこかが痛むかのように苦しげな顔をする。

「まったく、そんなに無防備で、よく無事でいられたな。まさに奇き跡せきだ」

「え？」

　オレは意味が解らずに首を傾かしげる。黎はオレから目をそらし、茶チヤ壺フーにまたお湯を注ぎながらため息をつく。

「おまえのそういう顔は、本当に目の毒だと言っている」

「へ？」

　さらに意味が解らずに呆然とするオレに、彼はあきれたように笑う。それから、

「この茶はおかしな薬物ではなく、本物の『大紅袍』だ。こんなに芳しく美味なドラッグなど、この世に存在するわけがないだろう？」

　……う、そうかも……。

「信じないとは思うが……私はドラッグをすべてこの香港から一いつ掃そうしようと思っている」

　その言葉に、オレは本気で驚おどろいてしまう。

「だって、ドラッグは昔から香港マフィアの大きな収入源だって……」

「そんな時代もあった。そして今でも違い法ほう薬物を収入源にするファミリーも存在する。だが、黎ファミリーを始めとする『四シー和ハン界ジエ』のファミリーは、一いつ切さい薬物には手を出していない」

『四和界』というのはオレでも聞いたことがある。香港を支配する四つの大きな勢力『黎一族』『真ゼン和ハン解ジエ』『和ハン合ヘイ和ハン』『１９Ｋ』が作った同盟で、その同盟があるおかげで香港だけでなく中国全土の力の均きん衡こうが守られているという噂うわさだ。陰かげで何をしているのか解らない強大な勢力としてＩＣＰＯではずっと警戒をしている組織なんだけど。

「『四和界』が違法薬物や売春斡あつ旋せんに手を出していないことは、おまえの上官、華捜査官が私に協力をしていることでもわかるだろう。彼はそれほど馬ば鹿かではない。自分の出世に影えい響きようが出るようなことなぞ、絶対にするわけがない」

　……たしかにそうだ……。

「それに……」

　黎は辞典のように分厚い本の、最後のページを開く。

「あっ、今朝の人だ！」

　そこには今朝この包みを黎に渡した張本人の女性の顔写真があった。

「著者、スーザン・李『中国名茶協会理事』『福建省武夷山保存協会会長』？」

「毎年この『大紅袍』を手に入れられるのは、中国広しといえども彼女一人だろう。そして彼女は毎年新茶が取れると、ごく親しい友人だけに少量ずつプレゼントしているという」

「……ああ……わかったよ。本物だって認めるってば……」

　オレは敗北を認めて、ため息をつく。

「黎ファミリーの次期首領である私を疑った。もちろん覚かく悟ごはできているんだろうな？」

「えっ？」

　……覚悟ってなんだ？　もしかして、指を詰つめろとか？　いや、日本じゃあるまいし、香港マフィアにそんな風習はないはずで……。

　オレは思うけれど、ＩＣＰＯでいやと言うほど見ていたさまざまな怖こわい資料を思い出して、思わず青ざめる。

　……いや、香港マフィアは、日本のヤクザ以上に凶きよう暴ぼうかも……。

「ええと……覚悟というと……？」

　オレの声が思わずかすれてしまう。

「おまえは、私に詫わびをする必要があるということだ」

「なんだよそれ？　そんなの……」

「私はおまえに疑われていることを知って、とても傷ついたな。まさかそんな人間と思われるとはね」

　彼が言って可笑おかしそうな笑えみを唇くちびるの端はしに浮うかべたのを見て、ここで反応して怒おこったら、ますますバカにされそうだ、と思い直す。

「わかった。土下座でもなんでもしてやるよ」

「土下座は必要ではない。そうだな……」

　彼は何かを考えるように言葉を切り、それから、

「私の命令を一つだけ聞いてもらう」

「命令ってなんだよ？」

「それはまだ決められない。私が『命令だ』と言ったら抵てい抗こうするな」

「そんな危ない約束できるわけないだろっ？」

　オレはムキになって叫さけぶ。

「あなたが死ねって言ったら死ななきゃいけないのかよ？」

「そんな命令をするわけがないだろう？　命にかかわらない、ケガをすることはない……命令はそういうものに限る」

「そう言われても……」

　彼はオレを可笑しそうな目で見つめて、

「それとも怖いのか？　自分から因いん縁ねんをつけてきたくせに？」

「別に怖くない！　いいよ！　なんでも命令を聞いてやるよ！」

「よく言った」

　彼は口元になぜか妙みようにセクシーな笑みを浮かべてみせる。

「おまえに命令を聞かせるのが楽しみだ」




　　　　◆




　……くそ、どうしたっていうんだろう？

　オレは転々と寝ね返がえりを打ちながら思う。

　……このままじゃ、身体からだが熱くて、眠ねむれないよ……。

　オレの脚あしの間には、しっかりと熱を持った欲望があり、下着とパジャマを持ち上げている。

　……まさか、男のベッドでこんなことになるなんて……！

　学生時代も、日本の警察でも、ＩＣＰＯでも……オレは女性たちにはけっこうモテていた方だと思う。バレンタインのチョコレートは山ほど来るし、告白もよくされる方。まあ、オレのことをからかって遊べるオモチャだとしか思ってない人も多いだろうから、天てん狗ぐにならないように気をつけてはいるんだけど。

　でも。オレは立派な警官──今は捜そう査さ官──になることに夢中で、恋こい人びとが欲しいなんて思ったことがなかった。女の子と二人でいて、妙な気持ちになった記き憶おくもないし。だから自分は同世代の中では淡たん白ぱくなんだろうな、と思っていた。

　……だけど……。

　オレはあることに気づいて、一人で動どう揺ようする。

　……ここに来てからオレはおかしい。

「……眠れないのか？」

　背後から響ひびいた声に、ドキリとする。

「う、うん。ちょっと。でももう寝ねるから……うわっ！」

　いきなり肩かたを抱だき寄せられて、オレは思わず声を上げる。

「何するん……」

「もしかして……発情しているのか？」

　暗がりに響いた声、初めて感じる彼の体温に鼓こ動どうがどんどん速くなる。

「そんなわけないだろっ！」

「本当か？」

　彼は言いながら、オレの心臓の辺りに手のひらを当てる。シルクのパジャマ越ごしに感じる他人の手の感かん触しよくは、なんだか妙に淫みだらだ。

「こんなにドキドキしているのに？」

　低く囁ささやき、そして手のひらをほんの少し動かす。

「……くうっ！」

　彼の指先が乳ち首くびの上を滑すべり、オレは思わず息を吞のむ。

　……ああ、なんでだよ……？

　ほんの少し触ふれられただけなのに、オレの両方の乳首がジンと疼うずいている。甘く痛みながらキュッと硬かたく尖とがるのを感じる。

　……どうしてオレの身体、こんな反応してるんだよ？

「……あっ！　まさか……」

　オレはあることを思いついて思わず声を上げる。

「どうした？」

「あのお茶は本物だった。でもさっき飲んだミネラルウォーターに催さい淫いん剤ざいを入れただろう？」

　オレは振ふり返り、月明かりに照らされた彼の顔をキッと睨にらみ上げる。彼は驚おどろいた顔をしてから、ふいに可笑しそうな笑みを浮かべる。

「どうしてそんなことを言うんだ？」

「だってオレ、身体が熱くて仕方がない！　ドラッグじゃないとしても、絶対に怪あやしい漢方薬とかが入ってたはずだ！」

「そうだと言ったらどうする？」

　彼が笑みを浮かべたままで平然と言い、オレは愕がく然ぜんとする。

　……やっぱそうなのか？

　……信じられない、この男……！

「クソ、やっぱりマフィアなんか信じるんじゃなかった！」

「私はまだマフィアではない。善良なる一いつ般ぱん市民だ」

「何が善良なる、だっ！　人の食事に怪しいものを入れといて！」

　オレは叫んで勢いよく起き上がる。

　……だって、この男と接近してると、ますます身体がおかしくなりそうで……。

「どこへ行く気だ？」

　ベッドから下りようとしたオレの腕うでを、彼の手が強く摑つかんだ。

「トイレに決まってるだろ？　あなたが妙なもの入れるから、我が慢まんできないんだよ！」

「我慢できない？　何をだか言ってみろ」

「言えるかあっ！」

　オレは彼の腕をもぎ離はなそうとするけれど……。

「うわっ！」

　凄すごい力で引き寄せられ、そのままベッドに押し倒たおされてしまう。

「……なにす……んんっ！」

　いきなり重なってきた唇に、オレは呆ぼう然ぜんとする。

　……この男、オレにキスしてる……！

「……んんーっ！」

　引き離そうとして彼の肩に両手をつくけれど、逞たくましい身体は微び動どうだにしない。彼の両手がオレの両手首を摑み、そのまま磔はりつけにするかのようにシーツの上に押し付けられてしまう。

「……んんんーっ！」

　そしてさらに深く重なってくる、彼の唇くちびる。

「……んん……っ」

　……護身術だって、柔じゆう道どうだっていちおうマスターしてるはずのオレが……。

　彼の唇は見た目よりも柔やわらかくて、オレの唇を優やさしく包み込む。

「……んん……」

　ピチャ、と音を立てて彼の舌がオレの唇を舐なめ上げて……身体がジワリと熱くなる。

　……どうしてまともに抵てい抗こうできないんだよっ？

　オレの鼻び腔こうをくすぐっているのは、いつもいい香かおりだと思っていた彼のコロン。絶ぜつ妙みようなバランスで混じり合う爽さわやかな柑かん橘きつ類るいとセクシーなムスク、そしてオリエンタルなジャスミン。いつもよりもムスクが強く感じるそれは……なんだかものすごくセクシーで……。

　……ああ、どうしよう……？

　すでにしっかりと勃たってしまっていた屹きつ立りつが、彼のキスでさらに反り返ってしまい……。

「……ん、んんー……っ！」

　彼の膝ひざが、いきなりオレの膝を割る。膝をゆっくりと上に滑すべらされて、オレは徐じよ々じよに大きく脚を広げる恰好になり……。

「……んんんーっ！」

　両手を押さえて逃にげられないようにされたまま、腿ももを広げさせられる。その恰好は、めちゃくちゃに恥はずかしくて……。

「……キスをされただけで抵抗できなくなるのか？　アテにならない警護だな」　>>>♥

　唇を離した彼が、可笑おかしそうに囁いてくる。再び唇を重ねられて……。

「……っ！」

　彼が小さく息を吞んで唇を離す。彼の唇に小さな紅あかい珠たまが盛り上がる。オレが彼の唇に思い切り嚙かみついたせいだ。

「あなたがオレに危害を加えるつもりなら最初から戦ってる！　男同士のキスくらい何の害もないから我慢してやってただけだ！」

　オレが叫さけぶと、彼は可笑しそうに微び笑しようを浮うかべる。

「害はない？　それはいいことを聞いた」

　彼の手が、二人の身体からだの間に滑り込む。

「あとで因いん縁ねんをつけられて罪にされたら困る。今の言葉を忘れるな」

「なんだよ？　それってどういう……くうっ！」

　オレはあまりのことに息を吞む。滑り込んだ彼の手が下り、パジャマの布地ごと、オレの屹立を包み込んだせいだ。

「たしかに感じているみたいだな」

「……や、やめ……ンンッ！」

　キュッと扱しごき上げられて、オレは思わず声を上げてしまう。

「いつも憎にくらしいことばかり言わないで、そういう声を聞かせてくれていればいい」

　耳元で囁かれ、オレは真っ赤になってしまう。

「そんなこと……くうっ！」

　先せん端たんをくすぐるようにされて、オレは甘い声を上げてしまいそうになる。

「……ん、んんーっ！」

　オレは思わず唇を嚙んで、必死で声を押し殺す。

「声を出せといっただろう？」

　囁きながら張り詰つめた先端を愛あい撫ぶされて、オレは泣きそうになる。

「……んんっ、くうぅっ！」

　……ああ、どうしてこんなに感じちゃってるんだオレ？

　下着もパジャマも、蕩とろけそうな肌はだ触ざわりのシルク。そのせいか、こんなふうに愛撫されるとまるでトロトロのローションでも使われているような淫らな感触で……。

「……んんっ、やめろよぉ……っ！」

「おまえの身体からだはやめろとは言っていない」

　彼の手がパジャマのボタンを外し、胸むな元もとに滑り込んでくる。

「……あっ！」

　指先で乳ち首くびを摘つまみ上げられて、オレは思わず震ふるえてしまう。

「ここを、こんなに尖らせているじゃないか」

　囁ささやきながらくすぐるように愛撫されて、身体が痺しびれるほどの快感が湧わきあがってくる。

　……ああ、なんでこんなところが気持ちいいんだよ？

「……ん、んん……っ」

　指先で揉もみ込まれて、オレは喘あえぎを漏もらさないように唇を嚙む。

「声を出せ。気持ちがいいんだろう？」

　耳元で囁かれ、耳たぶにキスをされて、オレはいきなりイキそうになる。

　慌あわててかぶりを振ると、彼はあきれたような声で、

「強ごう情じようなやつだな。そんなに震えているくせに、まだシラを切るなんて」

　彼の手がいきなりオレの下着の中に滑り込む。

「ああっ！」

　じかに握にぎりこまれて、オレはあまりの衝しよう撃げきに泣きそうになる。

　……忙いそがしくて、女の子とまともに付き合ったことすらないのに……。

「ほら、こんなにヌルヌルじゃないか」

　彼の手がオレの側面をゆっくりと扱き上げる。滑る感かん触しよくと、クチュ、という音に……自分がどれほど濡ぬれてしまっていたかを知る。

　……ああ、どうして男のキスと、男の愛撫で、こんなに感じちゃってるんだよ……？

「……ひ、うう……ダメだよっ！」

　オレは自分の屹立を握り締しめた彼の手を、慌てて握り締める。

「……わかった、謝るよ。だからもう、勘かん弁べんして……」

「ダメだ。さっき約束しただろう？」

　彼は囁き、オレの耳たぶをそっと吸い上げる。

「一つだけ、命令をきくと」

「……え？……あああっ！」

　オレの抵抗をものともせずに、屹立を握った彼の手が動き出す。もう片方の手が、オレの乳首を弄もてあそび……あまりの快感に、オレは何もかも忘れて喘ぐことしかできなくなり……。

「……アッ……アアッ……やめろよ……」

「命令だ。抵抗するな、真吾」

　彼が耳元で囁く。

「私の愛撫でイッてみろ」

「……え？　あ、アアーッ！」

　乳首を巧たくみに弄びながら、反り返る屹立を速く扱き上げられる。ヌルヌルに濡れた先端を、指先がキュッと刺し激げきしてきて……。

　……ああ、オレは警護に来ているはずなのに……！　>>>♥

「……んん、んん……っ！」

　……だから、こんなことをしていちゃいけないのに……！

「……あ、やめ……出る、から……っ！」

「命令だと言っただろう？　うんと出してみろ」

　……でも、オレ、もう……！

「……う、くうう……っ！」

　ドクン、ドクン！　と勢いよく、オレの欲望の蜜みつが[image: 迸]ほとばしった。

「……アアア……」

　全身がビクビクと震えるようなとんでもない快感。オレはすべてを放ち、そして気絶するように眠ねむりの中に引きずり込まれていく。

「……いい子だ」

　彼の妙みようにセクシーな囁きが聞こえた気がして……だけどそれを最後に、オレの意識はぷっつりと途と切ぎれたんだ。




　　　　◆




　……なんだか、すべてが現実味がない。

　オレは、テーブルの上に用意されていく豪ごう華かな料理を見ながら、呆ぼう然ぜんと思う。

　……こんなことじゃ、本当に本業を忘れてしまいそうだ。

　彼の手でイカされてしまった、次の日。

　黎は「ＳＰの入れないような場所にはいかない」と言って、オレを屋や敷しきに残したままで会社に出かけていった。亥捜査官が、オレの代わりに彼のそばについていると言ってくれたけれど……スマートな雰ふん囲い気きの人ばかりいるあの会社の中で、ガタイのいい彼はとても目立ったに違ちがいない。

　オレは、ずっと感じていた緊きん張ちようと疲つかれがピークに達したのか、食事もとらずに眠り続けた。そして夕方近くになって、執しつ事じの声にやっと目を覚ましたんだ。

　シャワーを浴び、支し度たくを整えたオレは、黎が寄よ越こした迎むかえのリムジンに乗り込んだ。リムジンはヴィクトリア湾わんの地下を通る横断トンネルを通り、対岸にある『ザ・ペニンシュラ香ホン港コン』に到とう着ちやくした。

　オレと黎がいるのは、その中にある中国料理の店。世界的に有名なシェフが経営する店。クラシカルなコロニアルスタイルの内装を持つ、広い個室だ。

　疲れていたんだろう、体力をつけなさい、と言いながら彼が頼たのんでくれたのは、驚おどろくほど贅ぜい沢たくなメニューだった。

　この時季しか食べられない貴重な上シヤン海ハイ蟹がにをシンプルに蒸むした、『清チン蒸ジン大ダーチ閘ヤツプ蟹パイ』

　フカヒレをとろりとした金色のスープで煮に込こんだ、『火フオー瞳トン鶏ガイ燉ダン鮑パー鰭ウチー』。

　高価な干しアワビを贅沢に使った煮込み『蝗ホウ皇ウオン吉ガツ品パン鮑パウ』。

　カリカリに焼き上げた鴨かもをシェフ自らが切り分け、ねぎと甘あま味み噌そと一いつ緒しよに薄うすいクレープに包んでくれた『北パツ京ケン塡テイン鴨アツプ』。

　さらに前菜や粽ちまきや点デイ心ムサムが並び、そしてどれも夢のように美味おいしくて……オレは大満足で食事を終えた。

「デザートでございます」

　オレの前だけに置かれたのは、中国風の茶ちや碗わんに入った湯気の立つ黒い液体。その上に薄うす茶ちや色いろでマーブル模様が描えがかれている。

「これ、なんだろう？」

　オレはテーブルクロスに置かれたシルバーのナイフレストから、陶とう器きの蓮れん華げを持ち上げる。そしてその液体の表面をすくってみる。

「お汁しる粉こ？　でも豆が入っていないけど」

「『腰ヤオ果ホア糊フー＋芝ジー麻マー糊フー』。この店の名物の、カシューナッツと黒ゴマのあたたかい汁粉だろう」

「お腹なか一いつ杯ぱいだけど……めちゃくちゃそそられる。いただきます」

　オレは言い、それを口に運ぶ。

「うわ、美味しい！」

　オレは、思わず言ってしまう。

「それはよかった。曾の一番のお薦すすめだ」

　彼は言い、そのまま真っ直すぐにオレを見つめる。それに気づき、オレは頰ほおが熱くなるのを感じていた。

　……昨夜あんなことをしてしまったから、なんだか微び妙みように居い心地ごこちが悪いぞ。

　オレはエッチな声を上げ、めちゃくちゃに感じ、そしてとめどなく放ってしまった自分を思い出し……なんだか泣きそうになる。

　……彼はどういうつもりで、あんなことをしたんだろう？

「……ん……」

　上の空で食べたから、トロリとした汁粉が唇くちびるを伝って顎あごに垂れた。

　……うわ、恥はずかしい……。

　慌てて拭ぬぐおうとしたオレの手を、隣となりに座っている彼の手が、そっと握って止める。

「……あ……」

　彼は椅い子すから立ち上がり、オレを仰あお向むかせる。そして……。

「どんなに美味しいのか、味見をさせてみろ」

「……え？　あ……っ」

　顎に伝った汁粉を、彼の舌がゆっくりと舐なめ上げる。

「……待って……んっ！」

　彼の唇が、甘い汁に濡れたオレの唇に、そっとキスをする。

　……ああ、どうしよう……？

　オレは動けなくなってしまいながら思う。

　……オレ、キスをされただけで、昨夜みたいにおかしくなりそうだ……。

　綺き麗れいな服を着せられ、美しい彼にエスコートされるオレは、どこでも注目をされてとても恥ずかしい。けれど……もしもオレが女性だったら夢中になってしまいそうなほど、彼は紳しん士し的で優やさしい。

「おまえの唇は、本当に美味しい」

　……こんな台詞せりふを聞かされたら、ますますおかしくなりそうだよ……。

　オレは泣きそうな気分になり、それからゆっくりと目を開ける。翡ひ翠すい色の瞳ひとみが真っ直ぐに見下ろしていることに気づき、思わず動どう揺ようしてしまう。

「……あ……」

「もしも捜そう査さ官などでなければ、本当に私の愛人にしてやったのに」

　彼の唇から、囁ささやきのような低い声が漏もれた。

「……え……？」

　オレはその言葉の意味が解わからずに一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとする。

　……愛人……？

　彼はもう何も言わず、オレを真っ直ぐに見つめている。

　……愛人だとか言われるのって、これってナメられてるってことだろ？

　なのにオレは、何も言えずに彼の目を見上げることしかできない。

　……ああ、なんで怒おこれないんだろう、オレ？

「そんな顔をすると……」

　彼の手が伸のびて、長い指がオレの顎をそっと持ち上げる。

「愛人になることを承しよう諾だくしたのだと受け取るぞ」

「……オレが捜査官でなければ、の話だろ？」

　オレの唇から、かすれた声が漏れた。

「……オレはＩＣＰＯの捜査官だ。マフィアの愛人になんか、なれるわけがない」

　いつもクールな無表情か、でなかったらからかうような笑えみを浮うかべている彼の顔に、いつもとはまったく違う表情が一瞬だけ浮かぶ。

　……え？

　それはほんの微かすかにだったけれど、とてつもない苦しみでも感じているかのような……？

　オレの心が、なぜかズキリと激しく痛んだ。

　……これは、いったいなんなんだろう？

　心は、何か鋭するどいものが突つき刺ささったかのように痛む。

　……オレは間ま違ちがったことは言ってない。なのにどうしてそんな顔をするんだよ？

「明日、ある場所に行く用事がある。同行してくれないか？」

　彼の声は、いつもの傲ごう慢まんな彼らしくなくどこか哀かなしげで……オレの心をさらに痛ませる。

「どこでもついていくよ。オレはあなたの警護のために来ているんだから」

「そうだったな」

　彼は言い、また苦しげな笑みを浮かべてみせる。

　……オレは「命令だ」とか言われて男の手でイカされた。今だって、隙すきをつかれて唇を奪うばわれた。

　だから、本当なら怒ってもいいはずだ。なのに……。

　……ああ、どうして胸がこんなに痛むんだろう？

「黎家の本家に、父を見み舞まう。昼間連れん絡らくがあって、もう長くないかもしれない」

　その言葉に、オレはギクリと震ふるえる。

　……そうだ、彼のお父さんは重じゆう篤とくな病気なんだ。

「オレも、ＩＣＰＯのメンバーも、もちろん警護としてついていくよ。あなたにも、あなたのお父さんにも危害は加えさせない。安心してお見舞いしてあげて」

　……ああ、こんな悲しげな顔をされたら、こっちまで泣きたくなってしまう。




　　　　◆




　黎家の本家は、香港島の沖おきに散らばる蒲ポー台トイ群島のうちの一つにあった。浅い湾わんに囲まれているために大きな船は入ることができず、険しい山が聳そびえ立っているためにヘリを着陸させることも難しいだろう。交通手段は地元の漁師（もちろんファミリーの一員だろうけど）が操縦してくれる屋根つきの手て漕こぎボートだけだ。

　……こんなところに、黎ファミリーの本ほん拠きよ地ちがあったなんて。

　昔はともかく、香港が中国の特別行政区になってからは首領たちは安全のために中国に渡わたり、そこから組織を指揮する場合も多いといわれていた。香港はあまりにも狭せまくて人口が多く、完かん璧ぺきな警備をすることはとても難しいからだ。

　オレは、黎ファミリーの首領が未いまだに香港の中、しかもこんな近い場所にいたことに驚おどろいていた。そしてその知ち恵えにも。

　湾に面した場所には高たか床ゆか式の粗そ末まつな家々がびっしりと並び、たくさんの洗せん濯たく物ものがはためいている。この湾から陸に上がるには、一カ所ある小さな桟さん橋ばしに船をつけるしかない。高床の柱を無理やりに登るという手もあるかもしれないけれど、隙すき間まだらけに見える床から下は丸見えだろうし、この島に住んでいる住人が黎ファミリーの息のかかった人間でないわけがない。柱をよじ登ったところに銃じゆうをつきつけられたらおしまいだろう。

　……ここなら、警備体制も万ばん全ぜんにできるだろうな。

　昔ながらの黒の中国服に身を包んだ老人が、長い櫂かいを器用に操あやつって船を操縦している。船はとても小さく、不思議な生活観に溢あふれている。壁かべに貼はられた赤と金色の中国風のお札、家族の写真、隅すみに転がっているピンク色の洗面器、ビニールの屋根は端はしが破れ、金属製の枠わくには機械油で汚よごれたタオルが干してある。

「彼も黎ファミリーの一員なんだよね？　まるで本当の漁師さんみたい。すごいカモフラージュだなあ」

　オレが感心して呟つぶやくと、黎はクスリと笑って、

「彼は本物の漁師だよ。この沖で取れた小魚を干して市場で売って生活している」

「……えっ？」

　あまりにも意外な言葉にオレはとても驚いてしまう。

「どうして一いつ般ぱんの人が黎ファミリーに協力するわけ？　彼はここに首領が住んでいることを知らないの？」

　オレの声を耳ざとく聞きつけたのか、櫂を操っていた老人が温和な顔でクスクス笑う。

「もちろん知っていますよ、お客人」

　彼の言葉に、思わずオレは赤くなってしまう。

「聞こえてましたか、すみません。でもなんだか不思議で……」

「あなたの広東語……香ヒヨン港ゴン仔チヤイのように流りゆう暢ちようだが、ちょっと違ちがうね。中国本土の人間の発音とも違う、外国の人かな？」

　言い当てられてオレはさらに赤くなる。

「はい。日本から来ました」

「なるほどね。外国の人にはわからないだろうねえ」

　彼は言いながら櫂を操り、船を小さな桟橋に近寄せる。

「香港ではたくさんの人間が身を寄せ合って生きている。それは裏社会の人間も同じこと。彼らと我々はお互たがいを助け、共存してきたのです。もちろん悪事を働くファミリーも多いし、彼らは外国人や不義理な者からは徹てつ底てい的に搾さく取しゆする。だが彼らも、仁義を尽つくす人間のことは徹底的に守ってくれる。私たちは黎ファミリーに守られています。本当の家族のようにね」

　彼の言った言葉に、オレは呆ぼう然ぜんとしていた。

　……オレは今まで、マフィアと名のつくものはすべて悪なんだとばかり思ってきた。でも、ここに暮らす人々は、それとは違う考え方を持っているのか……？

　もちろん、それはファミリーに近い場所で漁師を営んでいるこの老人の主観だろうし、すべての香港市民にあてはまるわけじゃないだろう。でも……。

　オレは今まで知らなかったマフィアの側面を見た気がして、呆然としてしまう。

「まあ、自分だけ甘い汁しるを吸おうとする悪い人間もたくさんいるからねえ。だが、黎ファミリーの首領は彼らを抑おさえ、私たちの安全を守ってくれている」

　老人が櫂を操り、船はゆっくりと桟橋に近づいた。彼は櫂を置き、柄えのついた鉤かぎのようなものとへさきに繫つながれた縄なわを持って身軽に桟橋に飛び移る。鉤を使って船を引き寄せ、縄を桟橋の支柱にくくりつける。

　それからふいにこれ以上ないというほど真ま面じ目めな顔になって、

「ブライアン・黎様は、次の首領として私たちを守ってくれる……私たちは、そう信じておりますので」

　静かな声で言い、黎に向かって両手を合わせてみせる。思わず隣となりを見上げると、黎は、

「次期首領は、まだ私と決まったわけではない」

　あっさりと言って、オレの腕うでを摑つかんで立ち上がる。先に桟橋に下り、オレの手を引き寄せて桟橋に下ろしてくれる。

「……しかし、黎様……」

　不安そうな顔をする老人に、黎はチラリと笑いかける。

「だが、もしも私が首領になったとしたら、おまえたちの平和な生活を保証する」

「ありがとうございます。永遠の忠誠を」

　老人は言って、拝むような恰好のまま深く頭を下げる。

「これを」

　黎は言って、ポケットから出した札を老人の手に握にぎらせる。彼は恐きよう縮しゆくしたように、

「こんなにいただけません。漁のついでにお迎むかえに上がっただけですし……」

「生まれたばかりの孫まご娘むすめに服でも買ってくれ。祝いも兼かねているのだから受け取って欲しい」

　黎の言葉に、老人は顔を輝かがやかせ、それからふいに涙なみだを浮うかべる。

「気にかけてくださって本当にありがとうございます。ありがたいことです」

　そう言って、もらったお札を握ったまま拝む恰好をしてみせる。

「行くぞ、真吾」

　黎がオレの肩かたを引き寄せる。オレは彼にせかされながら、

「あの、お孫さんが生まれたんですね？　おめでとうございます！」

　そう叫さけぶと、老人はとても嬉うれしそうに笑い、オレに向かって両手を合わせた。

　ＳＰたちが乗った船が次々に桟橋に到とう着ちやくし、ごつい男たちが桟橋に溢れる。彼らの姿にかきけされそうになる小こ柄がらな老人のことをオレはもう一度振ふり返る。

　……警察やＩＣＰＯがマフィアをどう考えるかじゃなくて、ここに住んでいる市民がどう考えているかを知らなくちゃいけない気がする。

　オレはすぐ脇わきを歩いている黎の横顔を見上げて思う。

　……そして、彼がどういう人間かを見み極きわめなくちゃいけない気がするんだ。




　　　　◆




　……見極めるとか、偉えらそうなことを思っていたけれど……。

　オレは緊きん張ちようのあまり硬こう直ちよくしてしまいながら思う。

　……やっぱりそれどころじゃない……！

　オレは黎に肩を抱だかれたまま、大きな両開きの扉とびらに向かって歩いている。艶つやのある朱しゆ塗ぬりのそれはまるで地じ獄ごくの門かと思うくらいに大きく、ものすごい威い圧あつ感かんだ。

　扉の両側には丈たけの長い中国服を着た大おお柄がらな男が二人立っている。二メートルを越こしていそうな身長と盛り上がる筋肉、強面こわもての顔つきとが相まって本当に地獄の門番みたい。

　……って、そんなことを考えてる場合じゃない。

　……これはきっと久しぶりの親子の対面なんだろうし……。

「水入らずがいいだろ？　オレはここで待っているから……」

　オレが言うと、黎はゆっくりとかぶりを振る。

「おまえにも来て欲しい。もしも嫌いやでなければ」

「もちろん、嫌なわけがないよ」

　扉の両側にいた二人が、黎に向かって深々と礼をする。それから二人がかりでその大きな扉を両側に開ける。扉の隙間からは、濃こいお香こうの香かおりが漂ただよってきた。そしてそれだけでなく、病室特有の消毒液の匂においも。

　オレたちは、大きく開かれたドアから中に入る。

　広い部屋の中は中国のアンティークの家具で統一され、とても贅ぜい沢たくな空間だった。そして部屋の向こう側には、薄うすい布の下ろされた天蓋付きのベッドがある。

　オレたちが踏ふみ込むと、ベッドの傍かたわらにいた医師が驚おどろいたように動きを止める。彼の手には小さな注射器があり、傍らに吊つるされた栄養剤ざいの点てん滴てきの管に薬液を注入していたらしい。

「……驚いた。ミスター・黎でしたか。お久しぶりです」

「郭グオ先生、お疲つかれ様さまです。この屋や敷しきの執しつ事じから連れん絡らくをもらいました」

　彼はオレを伴ともなってベッドの傍らに近寄る。

「父の容態はいかがですか？」

　郭医師はその問いに悲しげにかぶりを振ってみせる。それから、

「かなり朦もう朧ろうとしていますが、お話はまだできると思いますので」

「すみませんが、先生」

　黎が彼を見つめながら言う。

「少しだけ、席を外していただけませんか？」

「ああ、もちろんですよ」

　彼は言い、足早に部屋を出て行った。黎はドアがしっかりと閉まるのを確かく認にんしてから、天蓋から吊るされた薄布をそっとまくりあげる。

「入れ」

　言われて、オレは薄布の中に入る。

　そして、そこに横たわっていた人物を見て、オレは小さく息を吞のむ。

　オレはＩＣＰＯにあった資料写真で見て、この黎庚秦の顔をよく知っている。逞たくましい身体からだと端たん整せいな顔をした彼は、まさに裏社会の首領と呼ばれるに相応ふさわしいオーラを放っていたはず。

　……でも……。

　今の彼はまるですべての力を使い果たしたかのように、枯かれ木のように瘦やせ細っていた。眼がん窩かはくぼみ、頰ほおはこけ、顔色はまるで土のように生気がない。乾かわいた腕に刺さされた点滴の針、顔を覆おおう酸素マスクが、痛々しい。

　オレの心が、ズキリと痛んだ。

　……もしかしたら、彼は、本当にこのまま……？

「父上」

　黎がそっと声をかけると、閉じられていた瞼まぶたが震ふるえながらゆっくりと開いた。

「……ブライアンか……」

　か細い声が、酸素マスクの向こうから聞こえる。

「……先祖を敬い、部下を可愛かわいがってきた。なのにこんな原因不明の病に倒たおれるなんて」

　彼は苦しげな目で黎を見上げて呟つぶやく。

「これは、おまえや、おまえの母親を苦しめてしまった報むくいだろうか？」

「父上、私も母も、父上のことを恨うらんでなどいませんでした」

　黎は手を伸のばし、父親の瘦せ衰おとろえた手をそっと握り締しめる。

「私は父上のお望みどおり、黎ファミリーの首領の座を継つぎます。そして香港を守ります」

　黎の声は真しん摯しで……オレの胸がジワリと熱くなる。　>>>♥

「父上は安心して療りよう養ようなさってください。私が首領になった暁あかつきには、父上には相談役に就任していただくことになっています。そのためにも、早く元気になってくださらなくては」

「……ありがとう、ブライアン」

　黎庚秦の目に、あきらめと、涙が浮かぶ。それから彼はふいに表情を硬かたくして、

「くれぐれも呈秦と玉秦には気をつけてくれ。あの二人はもう、私の手にも負えない怪かい物ぶつになってしまった。香港を絶対にわたしてはいけな……ゴホゴホゴホ！」

　彼が激しく咳せき込み始め、オレは慌あわてて部屋を横切って走る。ドアを開いて、外にいた医師に向かって叫ぶ。

「お願いします！」

　黎庚秦はそのまま激しく咳き込み、体力を使い果たしたかのように眠ねむってしまった。そしてオレと黎は、そっと病室を出て船に乗り、その島を後にしたんだ。




　　　　◆




　オレたちは途中の島で老人の操船する小船からボートに乗り換えた。香港島の船着き場でオレたちを待っていたのは、なんとテレビカメラ用のライトとカメラ、そしてフラッシュの嵐あらしだった。

「うわ、なんなんだ？」

　オレは驚き、とっさに腕うでを上げて顔を隠かくす。

　……クソ、オレはいちおう捜そう査さ官だぞ？　マスコミに顔を写されて、マフィアの次期ボスと一いつ緒しよにいたことが世間に知れ渡わたったらとってもヤバイんだけど……！

「お父上の黎庚秦が危き篤とく状態だというのは本当ですか？」

「明日にでもあなたがファミリーの首領の座を継ぐという噂うわさが流れていますが！」

　黎がオレの腕を摑つかんでグッと引き寄せ、オレを隠すようにして前に立つ。

　……うわあ、警護失格じゃないか！　これじゃあ立場が逆だ……！

　オレは情けなくなるけれど、背中にかばうようにされて前に出ることができない。黎の前に無数のマイクが突つき出されるのが解わかる。

「黎ファミリーの首領の座を継ぐことについて、どうお考えですか？」

「あなたは世界的に成功した実業家ですよね？　ファミリーを継ぐということは今までとはまったく違ちがう人生を送ることになるはずですが、それに関してどうお考えですか？」

　陸地に待機していたＳＰと、ＩＣＰＯのほかのメンバーがマスコミを阻そ止ししようとしているけれど、彼らはすごい勢いで押しよせて、黎とオレを取り囲もうとする。

　……ヤバい……。

　オレは周囲を見回しながら思う。

　……この中に、危ないヤツが交ざっていたらすごく危険で……？

　オレの目に、一人の男の姿が飛び込んでくる。

　彼はペンもカメラも構えず、妙みような笑えみを浮うかべて騒さわぎの中に立っている。彼がふいに上着の内ポケットに手を入れたのが解る。引き出された彼の手には、黒い拳けん銃じゆうが……。

「危ないっ！」

　オレは叫さけんで、思わず黎を思い切り突き飛ばす。

　パアン、パアン！

　発射音が響ひびいて、船着き場にあった古い籠かごが、はるか遠くまで吹ふき飛ばされた。

　スローモーションのように見える景色けしきの中、男が黎に向かって真っ直すぐに銃を向けるのが見えた。オレは内ポケットから銃を取り出し、彼に向けて狙ねらいを定め……。

　パアン！

　音とともに、その男の銃が吹き飛ぶのが見えた。男が、血が噴ふき出ている右手を押さえ、何かをわめいているのが解る。かけよってきたＳＰたちが、その男を拘こう束そくするのが見えた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　オレが聞くと、黎はうなずき、そして苦しげに呟く。

「噂を流してマスコミを呼んだのも、混乱に乗じて狙撃させたのも、きっと呈秦と玉秦だろう。おまえまで危険にさらされた」

　彼の目の奥には、暗い炎ほのおが燃えているように見えた。

「……もう、絶対に許すわけにはいかない」




　　　　◆




　……彼の哀かなしそうな顔が、心から消えない。

　オレは、タオルで髪かみを拭ふきながら思う。

　……彼に優やさしくされて、どっかがちょっとおかしくなってしまったんだろうか？

　バスローブを着てリビングに入ると、彼は窓まど際ぎわに立ち、広がる夜景を見つめていた。

「あんな父を持たなければ、香港に来ることもなかった」

　彼がさりげなく言った言葉に、オレはつい言ってしまう。

「もしも本当にそう思うなら、首領の座をあの二人のどちらかに譲ゆずって、外国にでも逃にげてしまえばよかったのに。そうすればあなたは安全だし、オレみたいな警護も必要なくなる」

「たしかにそうだ」

　彼の笑みがどこか苦しげに見えて、オレの心が痛む。

　……たしかにオレに何かを言う権利はない。オレはただの警護で、彼は面おも白しろがって恋こい人びと同士のふりをしているだけ。

　そう思ったらなぜか哀しくなる。

　……本当に、どうしちゃったんだろう？

「どうした？　軽けい蔑べつしているマフィアの愚ぐ痴ちなど聞きたくないか？」

　彼がオレを見下ろし、皮肉な声で言ってくる。

「オレ、今はもうマフィアを軽蔑なんかしてないよ」

　オレが言うと、彼は驚おどろいたように形のいい眉まゆを上げる。

「どういう風の吹き回しだ？」

「オレ、マフィアを軽蔑してるんじゃなくて、売春の斡あつ旋せんとか、ドラッグの売買とか、そういうことを軽蔑してるんだ」

「おまえの中で、それは同じことなんだろう？」

　彼はなぜか複雑な顔になって言う。オレは少し考えてから、かぶりを振ふる。

「あなたのそばにいて、仕事を見ていて……それだけがマフィアじゃないのかって思った。あなたは売春にもドラッグにも反対してる」

　彼の端たん整せいな顔に、驚いたような表情が浮かぶ。

「あなたは香港を支配するマフィア首領の息子むすこだ。あなたみたいな立場の人間を、どうしてＩＣＰＯ、そして華捜査官が警護しようとするのか、すごく不思議だった。でも今なら、その理由がちょっとだけわかる」

　オレは彼の顔を真っ直ぐに見上げて言う。

「あなたは、黎ファミリーの首領になることで香港を裏から守ろうとしてる。そうだよね？」

　彼は何も答えずに、オレを見下ろす。彼は黙だまったままオレを見つめ、それからふいに深いため息をつく。

「そう解かい釈しやくするのはそっちの自由だ。……香港の裏社会はとても厳しく複雑だ。しかもさまざまな問題を抱かかえている。私に完かん璧ぺきな改革が出来るかどうかはまだわからない」

「オレは、あなたを信じるよ」

　オレの言葉に、彼は本気で驚いた顔をする。

「あなたはきっと、この香港を守ってくれる」

　彼はオレを真っ直ぐに見つめ、それからフッと唇くちびるの端はしに笑みを浮かべる。

「おまえの言葉で、最後の迷いが吹っ切れた気がする」

　彼はふいに笑みを消し、そして窓の外の香港を見つめる。

「私は黎ファミリーの首領になる。そしてこの香港を守る」

　彼の横顔は凜り々りしく引き締まっていて、オレは思わず見とれてしまう。

「もしも……」

　彼がふいに振り返り、オレを見つめる。

「もしもおまえが、黎ファミリーの首領から愛を告白されたとしたら、どうする？」

　言われた言葉の意味が解らずに、オレは首をかしげる。

「ええと。あなたが何を言いたいのか、わからな……」

「私はおまえを愛してしまった。それに気づいた」

　……彼が、オレを……？

　オレは彼を見上げたまま、呆ぼう然ぜんとその言葉を頭の中で繰くり返す。

　……愛してしまった……？

　彼は黙ったまま、オレの目を真っ直ぐに見つめていた。オレは彼の端たん麗れいな美び貌ぼうに思わず見とれてしまう。

　……こんなに美しい男が、オレのことを……愛してる……？

　突とつ然ぜん、オレの頰ほおが燃え上がりそうに熱くなった。熱は首筋から滑すべり下り、身体からだまでもジワリと熱くしてしまう。　>>>♥

「……愛してるって……本当に……？」

「本当だ。ベッドでおまえが横にいると思うだけで、欲望におかしくなりそうだった。おまえをむりやり愛撫をした時も、そのまま犯おかしたいのを必死で我が慢まんした」

　彼の端麗な顔には、どこかが痛むような苦しげな表情が浮かんでいた。それを見たオレの心が、ズキン、と甘く痛んだ。

　……なんだろう、この感情？

　オレの心はズキズキと疼うずき、身体はとめどなく熱くなる。どうしたらいいのか解らなくて……なんだか座り込んで泣いてしまいたいような気分だ。

　……ああ、オレ、どうしちゃったんだよ……？

「あなたはめちゃくちゃなハンサムだし、どうやらすごいお金持ちみたいだし、イジワルだけどけっこう優しいから、きっとメチャクチャにモテるだろうし……」

「私が愛してしまったのはおまえだけだ」

　真っ直ぐに顔を覗のぞき込まれて、オレの鼓こ動どうがますます速くなる。

「最初は生意気だと思った。だが一いつ緒しよにいるうちに、おまえのゆるぎない正義感や、子供のような無む邪じや気きさや、煌きらめくような純じゆん粋すいさにやられてしまった。愛しているんだ、真吾」

　彼の言葉がオレの心の中にゆっくりと沈しずんでくる。

　……ああ、どうしたんだろう……？

　オレは、翡ひ翠すいのような色をした彼の瞳ひとみに見とれてしまいながら思う。

　……なんでこんなに幸せな気持ちになっちゃってるんだ、オレ？

「ちょっと待って。あの……」

　オレは混乱のあまり何も考えられなくなりながら言う。

「……あまりに意外で、状じよう況きようが理解できないよ。少し時間が欲しいんだけど」

「返事は急がない。私が無事に首領になってから、もう一度返事を聞く」

　……首領になってから……？

　オレの心臓が、スッと冷たくなる。ＩＣＰＯの資料室で見ていたたくさんの資料が頭をよぎる。黎はきっとあんな悪事は働かないと思う。だけど、マフィアの首領がいったんトラブルに巻き込まれたらどんなに凄せい惨さんな目に遭あうか、オレはよく知っている。無事なままで年を重ねて引退を迎むかえ、息子に代だいを譲ろうとしている黎の父親はとても幸運な人と言っていいだろう。

　……もしも黎がそんな目に遭ってしまったとしたら？

　考えただけで、オレは死んでしまいそうだ。

　……ただの警護としてここにきただけのはずなのに。オレ、本当にどうしたんだろう？
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　首領を継けい承しようする儀ぎ式しきは、黎庚秦の容態が急変する前にということで、急きゆう遽きよ明日に決まった。

　オレと黎は『クラブ・シャングリ・ラ』に来て、華捜査官と合流していた。

「胡大人と話をしてくる。華と一緒にここで待っていろ。うろうろするんじゃないぞ」

　黎がソファを立ちながら言う。オレは、

「ちょっと待って。オレも行くよ」

「ほかのＳＰを連れて行く。私が後こう継けい者しやになることを報告してくるだけだ。外には出ない」

　彼は言ってそのまま部屋を出て行ってしまう。

「さてと。首しゆ尾びはどうだ？　報告しろ」

　華捜査官が言い、オレは、

「彼はご覧のように無事ですし、前に一度狙撃された以外は特に危険なことはありませんでした。捜そう査さに役立つようなことは特にないかと……」

「ふうん。それより……」

　華捜査官は言って、身を乗り出してきて囁ささやく。

「黎とは結局どうなった？」

　彼が妙みように真しん剣けんな顔になったので、オレは昨夜のことを思い出してしまう。

　……オレはストレートだ。彼との間に何かがあるわけがない。でも……。

　彼からの告白を聞いてから、オレの心は、なぜか甘く疼き続けている。

　……いったい、どうしたっていうんだろう？

　……この気持ちは、いったいなんなんだろう？

「またぼうっとしている。何かあったのか？　まさか襲われていないだろうな？」

　重ねて聞かれて、オレはかぶりを振る。

「それはないですから。そうではなくて、オレがただ……」

　オレは口にしようとして、その先を言うことをためらう。華捜査官が眉まゆをひそめ、

「まさか、あの男のことを好きになったなどと言わないだろうな？」

「えっ？」

　その言葉に、オレの心臓が跳はね上がる。華捜査官はオレを見つめて低く呟つぶやく。

「頰を染めて、目を潤うるませて、まるで恋こいでもしているかのような顔だ」

「そ、そんなわけがありません」

　オレはほかの席に聞こえないように声をひそめながら慌あわてて言う。

「オレは仕事であそこにいるだけです。もちろん警護する対象の彼のことはなんとも思っていません。彼はそれでなくても香港マフィアの次期首領で……」

　言いかけたオレの心が、ズキリと激しく疼く。

　本当ならば安全な大だい企き業ぎようの社長でいられたはずの彼は、次期首領に名乗りを上げたせいで街中で狙そ撃げきされた。首領になればこれからもあんな目に遭わないわけがなく……。

　……どうしたんだろう、オレ……？

　オレは、胸が壊こわれそうに痛むのを感じながら思う。

　……オレ、彼がマフィアになんかならなければいいのにと思ってる……？

「どうした？　その続きは？」

　華捜査官の声に、オレはハッと我に返る。それから、華捜査官には話していいだろうかと思いながら、

「オレ、黎庚秦に会ったんです。黎ファミリーの本ほん拠きよ地ちの島で」

「ああ。部下から聞いている。おまえが庚秦の病室に入れてもらったと聞いて度ど肝ぎもを抜ぬかれたよ。黎ファミリーの幹部でさえ会うことはままならないと聞いているのにな。……それで？」

　オレはしばらく言葉を探してから、

「オレ、ブライアン・黎がお金や権力ほしさに首領になろうとしているんだと思ってました。でも、それは違ちがうような気がするんです」

　オレは黎庚秦の苦しげな顔を思い出しながら言う。

「ブライアン・黎は、父親のため、そして香港に住む人々のため、本気で香港を護まもろうとしている。そのために首領の座を継つごうとしているんじゃないかって思うんです」

　オレは、明日が後継者を決める儀式の日であることを思い出して、また心配になる。

「オレみたいなヤツが意見を述べるのは生意気かもしれないんですが……もしもそのとおりであれば、ブライアン・黎は、黎ファミリーの後継者に相応ふさわしいんじゃないかと思いました。でも……」

「でも、なんだ？」

「首領になったら、彼はとても危険な毎日を送るんじゃないかと思って、心配なんです」

　華捜査官は顔を曇くもらせる。そしてオレを真っ直すぐに見つめながら言う。

「おまえは、警護として傍そばにいるだけだ。……本気になるんじゃないぞ」

　彼の言葉にオレは笑おうとするけれど、なぜか笑えない。

「いや、まさか、そういうんじゃなくて……」

　オレは、意外なほど動どう揺ようしてしまいながら立ち上がる。

「……すみません、トイレに行ってきます！」

　華捜査官の鋭するどい視線と巧たくみな話術で、もしかしたらオレの心はさらけ出されてしまうかもしれない……そう思ったらもういても立ってもいられなくなり、オレはソファを後にしてトイレに向かった。

　オレは、立派な大理石の洗面台で顔をバシャバシャ洗う。

　オレはただの警護じゃないか。なのにオレは、なぜかブライアン・黎のことが気になって仕方がない。そして彼がもしも何かの抗こう争そうにでも巻き込まれたらと思うだけで、おかしくなりそうだ。いったい、どうして……？

　オレは、びしょ濡ぬれの顔をハンカチで拭ふき、自分の顔を見つめながら思う。

　脳のう裏りを、黎の『愛している』という言葉がよぎる。そう告白してきた時の、彼の苦しげな顔も。それだけで、胸が熱く疼いて、おかしくなりそうだ。

　……この気持ちって、いったい……？

　オレは考え、そしてドキリとする。

　……まさかオレ、あの男のこと、いつの間にか好きになってたとか……？

　思っただけで、いきなり鼓こ動どうが速くなる。

　……ああ、噓うそ、だろう……？

　オレは思わず目を閉じ、震ふるえるため息をつく。

　意地の悪いことを言いながらも、実はすごく優やさしいところ。

　差し伸のべられる手のあたたかさ、護るように腰こしを抱だいてくれるその腕うでの逞たくましさ。

　隠かくそうとしているけれど、本当はとても正義感が強いところ。

　低い声、オレを見つめる美しい翡ひ翠すい色の瞳ひとみ。

　オレは胸の甘い疼うずきに耐たえ切れず、シャツの胸をそっと握にぎり締しめる。

　……どうしよう、オレ、あの男のこと、いつの間にかこんなに好きになってたんだ。

「真吾くんだよね？」

　いきなり後ろから響ひびいた声に、オレは腰を抜かしそうなほどに驚おどろく。

「……あ……っ！」

　滑なめらかな頰ほお、黒い瞳と黒い髪かみ。鏡に映っていたのはブライアンの腹はら違ちがいの弟に当たるあの美人、玉秦さんだった。今夜もチャイナドールみたいでものすごく綺き麗れいだ。

「こ、こんばんは」

「少しだけいい？　ブライアン義兄にいさんのことで話があるんだ」

　彼に言われて、オレは胸の銃じゆうを意識しながら思わず一歩後あと退ずさる。

　……黎庚秦は、呈秦と玉秦に気をつけろ、あの二人は化け物だ、と言った。こんなに綺麗な人が悪い人間には見えないけれど、でも……。

　オレの反応を見て彼は寂さびしげに笑って、

「僕はマフィアを父に持って生まれた。呈秦兄さんと二人であのファミリーを守もり立てていければと思ってた。でも、それは権力がほしいからという理由でじゃないんだ。父さんは僕たちを誤解しているみたいだけどね」

　彼の言葉に、オレは少し驚く。

「きっと父さんの余命は長くない。ファミリーは僕ら兄弟にとってはとても思いいれの深いものなんだ。僕たちはきっと香港をよくすると思う。……ブライアン義兄さんに、君からそう話してくれないかな？」

　玉秦さんは哀かなしげな声で言う。

「オレから？」

「ブライアン義兄さんは君に夢中みたいだ。恋こい人びとの頼たのみなら聞いてくれるんじゃないかな？」

　その言葉が、オレの心に突つき刺ささる。

　……オレは、彼の恋人でもなんでもない。あれは演技でただの警護役だった。そして明日には、オレはＩＣＰＯの本部に戻もどることになるはずだ。

　彼のどこか苦しげな表情と、『愛している』という言葉を思い出すだけで、なぜだか胸がズキズキと痛む。

　……オレは彼をきっと愛してしまった。でもオレはＩＣＰＯの捜そう査さ官で、彼はこれからマフィアの首領になる人。きっとこんな気持ちは許されないことで……。

「オレがそんなことを言っても、無む駄だだと思います」

　オレの唇くちびるから、かすれた声が漏もれた。言った途と端たん、彼の顔が別人のように変わった。

「それは、どういうこと？」

　さっきまでとはうって変わった獰どう猛もうな声に、オレは驚いてしまう。

「ああ、いえ……」

　……本当は恋人ではない、なんてまだ言えないし……。

「ええと、彼の仕事に関しては口を挟はさむことはできないので……あっ」

　いきなり二の腕をグイッと摑つかまれて、オレは驚いて言葉を切る。

「ふうん、そういうことか」

　玉秦さんは獰猛な笑えみを浮うかべて、驚いているオレの腕をさらに強く摑む。

「君も香港がほしいのか？　可愛かわいい顔をして欲張りだなあ」

　細い指にもかかわらず、彼はものすごく力が強かった。彼の指が、ギリギリとオレの二の腕に食い込んでくる。

「……いた……やめてください」

「そうはいかない。最初に会った時から目をつけていたんだ」

　言いながら、背中をトイレの壁かべに押し付けられる。

「純真そうな顔をしているくせに、歩くだけで妙みような色気を周囲に振ふりまく。ここに来ている男どもは今では残らず君に夢中だ。そのフェロモンでブライアン義兄さんも虜とりこにしたのか？」

　キスができそうなくらい顔を近づけられて、彼の息がオレの頰をくすぐった。

「こんな顔をして、とんでもないワルだ。お仕置きしなくちゃね」

　彼はポケットから何かを取り出す。驚いている間に濡れたハンカチが口に押し付けられる。

　オレは顔を振って必死で逃にげようとするけれど、彼の力は本当に強かった。

「聞き分けのない子だな。それともＭで苛いじめられるのが趣しゆ味みか？」

　彼がきしるような声で言って、オレの顎あごごと摑むようにしてすごい力でハンカチを押し付けてくる。二の腕を摑んでいた手が離はなれ、しめた、と思った瞬しゆん間かん、オレの鳩尾みぞおちに容よう赦しやないパンチが食い込んだ。それは華きや奢しやな彼とは思えないほどの重いパンチで、オレはまともにダメージを受ける。とっさのことに息を止めていることができず……刺し激げき臭しゆうのする空気を思い切り吸い込んでしまう。

　……ああ、オレ、警護失格じゃないか……！

　クラッと眩暈めまいがして、目の前がスウッと暗くなってくる。

「でも黎家の財産は絶対に渡わたさない。黎ファミリーの首領という権力もね」

　玉秦の冷れい酷こくな声が響く。抵てい抗こうしなくちゃと思うのに、力が抜ぬけて動くことすらできない。

　……抵抗できなくても、せめて黎に危険が迫せまっているという警告を残さなくちゃ……。

　オレは必死で痺しびれた右手を動かすけれど、銃の入っている左胸まではとても動かせそうにない。ふと思いついて、左手の手首に手をやる。そこにはスーツには不似合いだろうと思いつつ外せなかったダイバーズウォッチがある。これなら強化ゴム製だから落としても音は立たないはずだ。オレは必死で手を動かして時計の留め金を外し、それをそっと床ゆかに落とした。

　……クソ、こんなことしかできないなんて……！

　死にそうなほど悔くやしい気持ちでそう思い、オレはガクリと膝ひざを折る。崩くずれ落ちそうになったオレの身体からだを、玉秦の腕がしっかりと抱き留める。

「憎にくらしいけれど、本当に色っぽい子だな。これからすることが楽しみだよ」

　オレは悪態をつこうとし、だけど何も言えずにそのまま意識を手放したんだ。







　　　　ブライアン・黎







「真吾はどうした？」

　このクラブのオーナーでもある胡老人を伴ともなってソファに戻った私は、華が一人で退たい屈くつそうにバーボンのグラスをもてあそんでいるのを見て問いただす。

「トイレだよ。彼だって用くらい足すだろう？　それに頭の整理も必要だろうし」

　彼は肩かたをすくめてやさぐれたようにため息をつく。

「まったく。私の可愛いオモチャにあんな顔をさせるなんて」

　彼は言って残っていたバーボンを一気に飲み干す。それから時計を見て、

「彼が席を外してからまだ五分も経たっていない。騒さわぐほどのことでも……」

「今夜はミスター・黎……玉秦さんが一人でおいでですよ」

　胡老人が警けい戒かいするような声で言う。

「そして一階のバーにも、ここにも、姿が見えないようですが？」

　その言葉に、私は一気に青ざめる。華が驚いた声で、

「ＩＣＰＯの情報だと、呈秦と玉秦は身の安全を守るためにスイスに滞たい在ざいしているはずだ。おまえが首領になったら、おまえを支持する勢力に何をされるかわからないと……」

　と言って、グラスをローテーブルにたたきつけるように置く。

「まだ香港にいるとは、どういうことだ？」

「スイスにいるのはきっと替かえ玉だ。あいつらは、最後まであきらめるつもりはなかったということだろう」

　私は言い、拳こぶしを震ふるえるほどに握にぎり締しめる。

「クソ、油断した」

　私は言い残し、部屋を全速力で走り出る。一歩遅おくれてスタートした華が追いついてきて、

「あの二人が、真吾を拉ら致ちしたというのか？」

「そんな気がする」

　私は言い、男性用トイレに駆かけ込む。広々としたそこには人ひと影かげがなかったが……。

「……あ……」

　大理石の床に転がっていた小さなものを見つけて、私は愕がく然ぜんとする。身をかがめてそれを拾い上げる。私の手元を覗のぞき込んだ華が驚おどろいた声で、

「このダイバーズウォッチは、見たことがある。たしかこれは……」

「真吾のものだ。真吾はきっとここで拉致された」

　口にするだけで、怒いかりが湧わき上がってくる。

「犯人は玉秦だ。あの男なら平気でやりかねない」

　私が言うと、華はポケットから携けい帯たいを取り出す。

「玉秦がいつも乗り回しているのは白のリムジンだったな？　香港警察とＩＣＰＯに手配して検問を張らせて……」

「白のリムジンは替え玉が使ったような気がする。ＩＣＰＯの目を欺あざむくために今いま頃ごろは運転手もリムジンも玉秦の屋や敷しきで待機しているのではないか？」

　私の言葉に華は苦しげな顔をする。

「ともかく、呈秦と玉秦の屋敷に捜査官を派は遣けんする。それからあの二人がアジトとして使いそうな屋敷の場所をすぐに捜させる。心当たりはないか？」

「あの二人は表の顔として不動産の商売をしているから、あらゆる場所にアジトを持っている。とても一つには絞しぼれない」

　私は血を吐はくような思いで言い、そして強く拳を握り締める。

「だが……私は絶対にあきらめない」

　……私は絶対におまえを助け出す……。

　彼の煌きらめくような笑顔が脳のう裏りをよぎり、私は決意を新たにする。

　……待っていてくれ、真吾……！







　　　　相馬真吾







「……うう……」

　オレは呻うめいて、ゆっくりと意識を取り戻もどす。頭はガンガンするし、吐き気はするし、身体はガチガチに固まっているし……ここのところなかった最悪の目覚めだ。

　黎の部屋のベッドは明るくて、適度に柔やわらかくて、そしてとてもあたたかかった。彼に見つめられて目を覚ます時の甘い感情が、胸に蘇よみがえる。

　……でも、今は……。

　オレはゆっくりと目を開け、そこがほとんど真っ暗であることに気づく。目を凝こらすとそこはまるでアヘン窟くつのような場所で、甘ったるいお香こうの煙けむりが充じゆう満まんしている。

　……ここはどこなんだろう……？

　オレはかすんだ頭でぼんやりと考えて……。

「兄さん、やっと目を覚ましたみたい」

　近くで聞こえた覚えのある声が、オレの意識を一気に覚かく醒せいさせる。

「……あっ」

　とっさに逃げようとしたオレは、両手が広げられた形でしっかりと拘こう束そくされていることに気づいて愕然とする。金属音に気づいて慌あわてて見ると……オレの両手首には鉄の輪がはめられ、そこにつけられた太い鎖くさりが、ベッドの天てん蓋がいを支える柱につながれていた。

「なんだよ、これ？」

　オレは暴れようとするけれど、鎖が短いせいで、ほとんど抵抗ができない。

「奴ど隷れいにはぴったりじゃない？　君にはよく似合うよ」

　甘ったるい声がして、視界に玉秦の顔が現れる。

「拘束されたところ、すごく色っぽくて素す敵てきだしね」

　オレはシャツを脱ぬがされ、スラックスだけの恰好で両手を縛しばられていた。

「さて。どんな目に遭あわせれば、ブライアン義兄にいさんは思い知ってくれるかな？」

　そう言った玉秦は、儚はかなげなイメージの彼とは別人のように、極ごく悪あくな笑えみを浮うかべていた。

「前から思っていたけれど、君は本当に美味おいしそうな子だな。ひどいことをする前に、たっぷりと味わわせてもらわないと割に合わない」

　そう言ったのは、いやらしい笑みを浮かべた呈秦だった。

「たしかに。……この綺き麗れいな身体で、ブライアン義兄さんを陥かん落らくさせたのか。憎らしいな」

　オレのむき出しにされたお腹なかが、ビシッ！　と何か細いもので叩たたかれる。

「……う……っ」

　その鋭するどい痛みにオレは呻き、玉秦が手に持っていた物を見て思わず青ざめる。彼の白魚のような指には、翡ひ翠すいの飾かざりのついた、乗馬用の鞭むちが握られていたんだ。

「ここのところ、香港警察とＩＣＰＯの尾び行こうがうるさくて、乗馬にも行けなかったんだ」

　玉秦が言って鞭を振ふり上げ、鋭い音をさせてオレのお腹に振り下ろす。

「ああっ！」

　細い鞭で思い切り叩かれるのは、まるでナイフで切られるような鋭い痛みで……オレは思わず声を上げてしまう。

「細いウエスト。でもよく見るとちゃんと筋肉の影かげが浮いてる」

　玉秦がうっとりとした声で囁ささやいて、鞭の先せん端たんでオレのお腹を辿たどる。

「鍛きたえられたいい身体からだしてるね。さすが捜そう査さ官」

　その言葉に、オレの全身から血の気が引く。

　……捜査官？　どうしてそれを……？

「なんだって？」

　驚いたようにする呈秦に、玉秦はにっこりと笑いかける。

「僕の部下が、君の事を徹てつ底てい的に調べ上げていたんだ。まるで拾われてきた愛人みたいにしてるけど……本当は、ＩＣＰＯから義兄さんの警護をするために派遣された捜査官なんだよね？」

「本当か？」

　呈秦が驚いた顔で言い、玉秦がにっこり笑ってうなずく。

「ＩＣＰＯにはいろいろと世話になっているからね。特にあの華という男にはことあるごとに煮にえ湯を飲まされてきた。『クラブ・シャングリ・ラ』で顔を見るたび、いつ殺してやろうかと思っていたんだ」

　玉秦の手が、オレの鳩尾みぞおちに触ふれてくる。

「うっ」

　ヌルリと汗あせをかいた手のひら。その生あたたかい感かん触しよくに、オレは嫌けん悪おのあまり息を吞のむ。

「ＩＣＰＯの人間じゃ、二度と帰すことはできないよね。……ブライアン義兄さんを脅おどす人ひと質じちとして使った後は、うんとひどいことをしてもいいというわけだ」

「彼を脅す？　そんなことできるわけがない」

　オレは精せい一いつ杯ぱいの力で二人を睨にらみ上げて、

「もう知っているようだから白状するけど……オレはただ、上司からの命令で彼の警護をしていただけだ。ブライアン・黎は、オレにはなんの興味も無い」

　必死で言うと、玉秦は可笑おかしそうに笑う。

「噓うそをついてもダメだよ。彼の目を見ればわかる。彼は君に恋こいをしてる」

　その言葉が、オレの心に深く突つき刺ささる。『おまえを愛している』と言ってくれた時の黎の真しん摯しな瞳ひとみが脳裏をよぎって、そのまま泣いてしまいそうになる。

　……オレは何の役にも立たなかったばかりか、あなたに迷めい惑わくをかけてるんだな……。

「ブライアン義兄さんの気持ちを利用させてもらう。君の命と引き換かえに、後こう継けい者しやを辞退するように要求する。そして二度と香港には足を踏ふみ入れないように、とね」

「まあ、無事に香港を出られるかどうかは謎なぞだけど」

　玉秦と呈秦が、声を揃そろえて楽しそうに言う。オレはその言葉に思わず青ざめる。

「黎を殺す気なのか？」

「もちろんだよ。それが香港マフィアの掟おきてだ」

　玉秦がその綺麗な唇くちびるを邪じや悪あくに歪ゆがめながら言う。

「敵対するものは、殺してヴィクトリア湾わんに沈しずめる。これが昔からのやり方だよ」

　その幽ゆう火かを奥に灯ともしたような目に、オレの全身に鳥とり肌はだが立つ。

　……怖こわい……。

　……でも……。

　オレの脳裏に、黎と過ごした時間が蘇る。黎はこの香港を愛し、両親を愛し、そしてここに住む人たちを救おうとしている。

「もしもおまえたちが首領の座を継ついだら、この香港はどうなるんだ？」

「僕たちは、金のためならなんだってする。父さんが絶対に手を出さなかった東南アジアからの麻ま薬やくルートも、すでに確保してあるんだよ」

　呈秦が苦々しげに、

「父さんとブライアン義兄さんはそれを摑つかんだみたいで、僕らがファミリーを継ぐのを妨ぼう害がいしていた。……そんな妨害をしなければ、毒を盛られることも無かったのにねえ」

　呈秦の言葉に、オレの身体からスウッと血の気が引く。

「それって、どういう……？」

「もう二度とここから出ることはできないから、教えてやるよ」

　呈秦が楽しそうに言う。

「父さんのところに、医者を送り込んだ。点てん滴てきに毎日毒薬を混ぜている。あれじゃあもう長くはないよ」

　……なんてことだ！

「おまえたちみたいなやつに、この香港を穢けがされるのは許せない！」

　オレの言葉に二人は声を合わせて笑う。

「香港のことなんかよりも、自分の身体のことを心配したほうがいいよ」

　玉秦の手が、信じられないような力でオレの顎あごを摑む。

「でないと、こんなことをされちゃうよ？」

　彼のもう片方の手にはコルクで蓋ふたがされた小さな瓶びんがあり、何かの液体が入っていた。

「心配しないで。ドラッグじゃなくてただの媚び薬やくだから」

　彼は言いながら親指でコルクを弾はじき、それをオレの顔に近づける。

「……うぐ……っ」

　必死で閉じようとするのに、顎をさらに強く摑まれ、オレの口が開いてしまう。細く開いた歯列の隙すき間まから、彼がその液体を一気に流し込んだ。オレは咳せき込み、その液体を吐はき出すことが出来ずに飲んでしまう。

「……んーっ！」

　痺しびれるほどの甘さと舌を刺し激げきする苦味に、オレは涙なみだを流す。

「泣いてるの？　可愛かわいいなあ」

　玉秦の指先が、オレのお腹についた鞭のあとを辿る。そこはすでに蚯蚓みみず腫ばれになってズキズキと熱く痛んでいる。

「君みたいな子を好きにしていいなんて、すごく興奮する」

　彼の綺麗に手入れされた艶つやのある爪つめが、オレの蚯蚓腫れの上に食い込んでくる。

「……ううっ！」

「眉み間けんの皺しわがすごく可愛いよ」

　玉秦が囁いて、オレに顔を近づけてくる。嫌悪に横を向いたオレの頰ほおを、ヌルリとした舌がゆっくりと舐なめ上げた。まるで蛇へびか何かに舐められているみたいな感触に、背筋に寒気が走る。

「……うう……っ」

「エッチな声だな。僕まで感じそう」

　玉秦の手が乳ち首くびをつまみあげて、オレは嫌悪に身体をよじらせる。

「……うううっ！」

「いい反応をするなあ、たまらない」

「二人がかりでうんと穢してやるよ、捜査官さん」

　言いながら二人がオレにのしかかってくる。オレはもがき、抵てい抗こうしようとするけれど押さえつけられて身動きが出来なくなる。スラックスを下ろされて、オレは必死で叫さけぶ。

「嫌いやだ！　ブライアン以外の男に触れられたくない！」

　オレの叫び声に、玉秦と呈秦がおかしそうに笑う。

「あんな冷れい酷こくな男のこと本気で愛しているなんて。もしかしてＭ？」

「それは楽しいな。うんと苛いじめてあげるよ」

　呈秦が言ってオレの下着に手をかける。

「めちゃくちゃに色っぽい。あの男が夢中になるのもうなずけるな」

「嫌だ！　助けて、ブライアン！」

　オレの唇から勝手に叫びが漏もれた。

　……何を言ってるんだ、オレは？　オレが彼を警護しなくちゃならないのに！　でも……！「あなた以外の男に抱だかれるなんて嫌だ！　好きなんだ、ブライアン！」

　バアン！

　その言葉を合図にしたように、ドアが蹴けり開けられた。そこに立っていたのは銃じゆうを構えた黎だった。後ろにはやっぱり派手なマシンガンを構えた華捜査官がいる。

「私の真吾に手を出すなんて……」

　黎の唇から、地じ獄ごくから響ひびくような低い声が漏れる。

「ブライアン義兄にいさん、これは誤解で……」

　玉秦が言いながら、枕まくらの下から小型の銃を取り出す。

「危ない！　銃を持ってるから……！」

　オレが言ったのと同時にブライアンの銃が火を噴ふき、玉秦の持っていた銃が吹ふき飛んだ。

「くそおおっ！」

　いきなり呈秦が叫び、上着のポケットから大きなサバイバルナイフを取り出す。それを腰こしだめに構えて襲おそい掛かかってきた彼を、黎は無造作に銃じゆう架かで横よこ殴なぐりにする。

「ぐうっ！」

　呈秦は叫んで吹き飛び……そしてその場にズルズルと崩くずれ落ちる。どうやら殴られた衝しよう撃げきで気絶したらしい。

「まったく手のかかる小こ僧ぞうたちだな」

　華捜査官が玉秦に駆かけ寄って確保し、彼の身体からだを床ゆかにうつぶせに押さえつける。背中の真ん中を膝ひざで押さえ込まれて、玉秦がか細い悲鳴を上げる。

「ああっ……放して、痛い……っ！」

「今さら可愛い声を出しても無む駄だだ、この悪あく魔ま」

　華捜査官が冷たい声で言って、後ろに回させた彼の両手首にきつく手て錠じようをはめる。

「おまえがどんなに非情か、私はよく知っているからな」

　玉秦が舌打ちをし、さっきとはうって変わった憎にく々にくしげな声で叫ぶ。

「見てろ、絶対に仕返ししてやるからな！　ブライアンにも、そこの小僧にも、そして僕に無ぶ粋すいなことをしたあんたにもだ！」

「ああ、ああ。楽しみにしていてやる。今までの悪行に加えて、誘ゆう拐かいと殺人未み遂すいだ。再会は何十年後になるだろうな？」

　華捜査官があっさりと言い捨て、玉秦は苦しげに顔を歪ませる。

「真吾」

　黎はオレに駆け寄ってオレの身体を見下ろし、オレのお腹なかに鞭むちの痕あとがつき、さらに両手を金属製の手て枷かせでつながれているのを見て……怒いかりに燃える目で玉秦を振ふり返る。　>>>♥

「真吾の手枷の鍵かぎはどこだ？」

　玉秦は黎を見上げ、それからその顔に笑えみを浮うかべる。

「さて、どこだろう？　興味があるなら全部脱ぬがせて僕の身体を検査してみれば？」

　媚こびを浮かべた目で、黎を見上げる。黎が歩み寄ったのを見上げ、紅あかい唇を舌先で舐めて、

「半分血が繫つながってるって、禁断な感じだよね。前からちょっとそそられるって……」

　黎は立ち止まり、玉秦の眉間に真っ直すぐ銃を向ける。

「この場で撃うち殺されたくなければさっさと白状しろ」

　表情を完全に消したその顔、そして地獄の底から響くような声に、玉秦はスウッと青ざめる。それから微かすかに震ふるえる声で、

「呈秦のシャツの胸ポケットだよ」

　そう答える。黎は倒たおれている呈秦に歩み寄り、彼のポケットから出した鍵でオレの手枷を外してくれる。

「大だい丈じよう夫ぶか、真吾」

　抵抗した時に擦すれたのか、赤くなったオレの手首を見下ろし、まるで自分が傷を受けたかのように悲痛な声で言う。

「痛かっただろう？　可哀かわい想そうに」

　翡ひ翠すい色の瞳ひとみで覗のぞき込まれて、オレの胸が熱くなる。

「大丈夫だよ。でも警護失格かな？」

　オレは彼が着せ掛けてくれたシャツを身に着けながら言う。

「おまえのおかげで二人の正体を暴あばくことができた。だが、こんな目にあわせるつもりはなかったんだ。悪かった、真吾」

「え？」

　驚おどろいて聞くと、黎は苦々しげに、

「もともとは、華の提案だったんだ。この二人の尻尾しつぽをなんとか捕つかまえて牢ろうにぶち込みたい。そのために協力しろ、とね」

　振り返ると、華捜査官が肩かたをすくめて、

「私一人を悪者にするな。おまえだって、真吾と熱い日々が過ごせて満足だっただろう？」

　華捜査官はオレに視線を移して、

「愛人に見えそうな捜そう査さ官を見み繕つくろっておまえの身近に置き、あの兄弟を刺激するという作戦を立てた時、真吾を指名してきたのはこいつなんだよ」

　華捜査官の言葉に、オレは驚く。

「指名？　オレを？」

「ああ。捜査本部の近くの屋台で朝あさ粥がゆを食べるおまえを見て、一ひと目め惚ぼれしたらしいぞ」

「えええっ？」

　オレは、毎朝のように見かけた黎のリムジンのことを思い出す。華捜査官は、

「偶ぐう然ぜんに通りかかった街の屋台でおまえをみかけて一目惚れし、おまえの姿を見るために、わざわざ毎朝リムジンで通ってたらしいな。恋こいする男の純愛か、欲情したケダモノの心理なのか、私には理解できないけれどね」

　黎を見上げると……彼は横を向いたまま、オレの方を向こうとはしなかった。その横顔がちょっとだけ照れているように見えて……オレの心があたたかくなる。

「できれば無事で帰って来て欲しかったが、思おも惑わくが外れた。私も一応本気だったんだが」

　華捜査官の、彼らしくない殊しゆ勝しような声に、オレは驚いて顔を上げる。

「この任務に成功すればおまえを私の課に引き抜ぬける。そばに置いて捜査手順を叩たたき込み、ついでに口く説どいて振り向かせようと思ったんだが」

「えっ？」

　呆ぼう然ぜんとするオレに、華捜査官が肩をすくめてみせる。

「いいからさっさと行け。私の部下たちが通報したはずだ。そろそろ警察とＩＣＰＯが揃そろってなだれ込んでくるぞ」

「行くぞ、真吾。事情聴ちよう取しゆが始まったら長い。今夜はそんなものに時間を使いたくない」

　彼の言葉に、華捜査官があきれたように笑う。

「ああ、ああ、さっさと消えてくれ。私からのお祝いとして書類は提出しておくよ」

　黎はオレの肩をしっかりと抱いたまま歩き、そのままリムジンにオレを押し込んだんだ。







　　　　ブライアン・黎







　リムジンの中に響いているのは、静かなエンジンの音だけ。いつもにぎやかな真吾は、私の隣となりで何も言わずにうつむいている。

「打たれた傷が痛むか？　擦れた手首は？」

　私が言うと、彼は驚いたように顔を上げ、それから大きくかぶりを振る。

「……いや、たいしたことないから」

　かすれた声で言って、またうつむいてしまう。彼の身体が微かに震えているように見えて、私はたまらなくなって彼の肩を摑つかむ。

「真吾」

「……あ……っ」

　彼は小さく声を上げて、その漆しつ黒こくの瞳で私を見上げてくる。いつもは煌きらめいている瞳は微かに潤うるんで見えて……私の心を痛ませる。

「私が怖こわいか？」

　問いかけると、彼の目が驚いたように見開かれる。

「え？　あ……」

　彼はフワリと頰ほおを染め、それから動どう揺ようしたように瞬まばたきを速くする。

「……いや……それは、少しは……」

　目をそらす彼の様子が、私の心をさらに痛ませる。

「警察関係者ではあるが、おまえは荒あら事ごとには慣れていない。しかも自らが人ひと質じちにされた経験など皆かい無むだろう」

　私は、無む惨ざんに手枷をはめられ、鎖くさりで縛しばられた彼の様子を思い出しながら言う。

「怯おびえ、泣き、助けを求めていた。どんなに怖かったことだろう」

　彼は驚いたように目を見開き、私を見上げてくる。

「私は、あの二人と同じ、香港マフィア、黎一族の獰どう猛もうな血を引いている。私のことが怖くなっても仕方がない」

　私は胸の痛みに耐たえかねて、震えるため息をつく。

「もしも私が怖いのならば、今すぐに私の求愛を断って欲しい。そうすれば今すぐにおまえをもとの家に……」

「ちょっと待って！」

　真吾が私の言葉を遮さえぎって言う。

「あなたは何か誤解してるよ！」

「え？」

「オレはたしかに今、あなたのことがちょっと怖い。でもそういう意味じゃ全然ない」

　真吾はその真しん摯しな光を浮かべた漆黒の瞳で、私を真っ直すぐに見上げてくる。

「それは怖くても仕方ないだろ？　だって、オレ……」

　何かを言おうとして、彼は言葉を切る。

　……彼はやはり、心に傷を負ってしまったのか？

「その続きを、聞かせてくれ」

　……私が、彼の傷のすべてを癒いやしてやりたい。

　私はそう思いながら、彼に言う。彼は少し迷い……それから頰を赤くして目を伏ふせる。

「……だってオレ、初めてなんだよ？」

「え？」

「だから！」

　彼は苛いら立だったように顔を上げ、私を睨にらんでくる。

「エッチなことするの、初めてなんだってば！」

　あまりにも意外な答えに、私は呆然としてしまう。

「……では、おまえは心に傷を負ったわけではなく、マフィアの私が怖いわけでもなく？」

「あなたのこと好きなんだよ？　マフィアだろうがなんだろうが、あなたはあなただよ！」

　真吾はあっさりと私の不安を払ふつ拭しよくし、それから、

「オレが怖いのは、あなたに落らく胆たんされること！　オレは綺き麗れいでもなんでもないし、エッチなことに不慣れですぐに変な声を出してイッちゃうし、あなたを楽しませることができるかわからない。それにあの二人に飲まされたの、媚び薬やくだったみたいなんだ……」

　彼は言って、今にも泣き出しそうに、熱く震ふるえるため息をつく。

「もちろんドラッグを使われなかったことは幸運だったと思う。でも、すごく強い媚薬だったみたい。なんだか身体からだが熱くて熱くて……」

　私は手を伸のばし、彼の唇くちびるにそっと当てて黙だまらせる。

「屋や敷しきに着くまで、口をつぐんでいろ」

　私の言葉に、彼は驚おどろいたように目を大きく見開く。

「んん？」

「ほてった頰と、潤んだ目。見ているだけでもおかしくなりそうなのに、これ以上一言でも可愛かわいいことを言われたら……私はこの場で野や獣じゆうになってしまう」

　私は身体の奥に沸わき上がる怖いほどの欲望を抑おさえつけながら、囁ささやく。

「服を引き裂さかれ、この場で犯おかされたくなかったら、可愛いことはもう言うな」

「……う……」

「その代わり、屋敷に帰ったら、気絶するまで奪うばってやる。いいな？」

　彼はさらに目を潤ませ、そして小さくコクリとうなずく。

　いつも強気な彼のそんな仕草は、私の胸を激しく甘く痛ませ……私はまた、全身全ぜん霊れいをかけて欲望と闘たたかわなくてはいけなかった。

　……ああ、私が愛した青年は、なんて美しく、そしてなんて罪な男なんだろう。







　　　　相馬真吾







　まるで永遠のように長く感じる時間の後、リムジンはやっとのことで屋敷に到とう着ちやくした。

　彼は、逃にがさない、というようにオレの肩かたをしっかりと引き寄せ、そのまま真っ直ぐに彼のベッドルームに向かった。

　一言も発するな、と言われた時には驚いたけれど……彼の翡ひ翠すい色の瞳ひとみが、まるで本当に獣けもののように獰猛に煌めくのを見て、オレは胸が痛くなった。

　……彼は、オレを、こんなにまで欲ほつしてくれているんだ……。

　肩を抱だかれて彼の部屋に入り、ドアを閉めた途と端たん……体勢が入れ替かえられ、オレの背中はしっかりとドアに押さえつけられていた。

「『ブライアンのことが好きだ』、そう聞こえた」

「……あ……」

　オレはその言葉に真っ赤になってしまいながら、

「いや……あれは……」

　彼の手が伸びて、オレの両肩をドアにさらに強く押し付ける。

「まだ抵てい抗こうする気なのか？」

　彼は獰猛な声で言って、オレの顔を覗のぞき込む。

「それとも、ひどくされたいのか？」

　低くひそめられた声がなんだかとてもセクシーで、オレはさらに真っ赤になってしまう。

「違ちがう……けど……」

「それなら言ってみろ。私のことをどう思っている？」

　部屋に響ひびくのは、本物の獣のように獰猛な、低い声。

「オレ、あなたのこと……」

「私のことを？　きちんと答えろ」

　オレは欲望に身体が震えてくるのを感じながら、本当の気持ちを唇に乗せる。

「……いつの間にか、愛してた」

　囁いた瞬しゆん間かん、彼が一瞬息を止め、それからホッとしたようなため息にして吐はき出す。オレを見下ろして、微かすかに苦く笑しようする。

「いい子だ」

　彼が囁いてオレの顎あごを指先で持ち上げる。彼の端たん整せいな美び貌ぼうがゆっくりと近づいてきて、オレは思わず目を閉じる。

「……あ……」

　空気がフワリと動き、彼の芳かんばしいコロンがオレの鼻び腔こうをくすぐった。

「……待って、やっぱりオレ、心の準備が……ん……」

　オレの言葉の最後を吸い取るようにして、唇に、柔やわらかなものが重なってくる。

「……んん……」

　……ああ、これはオレが待ち焦こがれていた、彼の唇……。

　だんだん深くなるキスに、オレの身体がどんどん熱くなっていく。　>>>♥

　……どうしよう、身体が……。

　キスを奪いながら、彼の手がオレのシャツのボタンを外していく。すべて外され、シャツを性急にはだけられる。ひやりとした空気を感じて、オレは自分の身体がいかに熱くなっていたかに気づく。

「……ん、んん……」

　彼の両手が、オレの肌はだの上を滑すべる。そして、さっき打たれた鞭むちの痕あとをそっと撫なでる。

「赤くなっている。可哀かわい想そうに。すぐに消毒を……」

　彼は我に返ったような声で呟つぶやき、ドアノブに手を伸ばす。

「待って。かすり傷だし、そんなの、後でいいから」

　オレは彼の手をきつく摑つかみ、懇こん願がんする。

「……お願いだよ……オレ……」

　オレの唇から、かすれた声が漏もれた。

「……もうイキそうなんだ……我が慢まんできない……」

　オレの言葉に、彼は驚いたように目を見開く。

「キスだけで？」

「二人に飲まされた媚薬が、効いてきたみたいなんだ」

　オレはあまりの欲望に朦もう朧ろうとしてしまいながら、彼に懇願する。

「……お願い。オレを奪って欲しい……」

「真吾」

　彼の美貌に、苦しげなほどセクシーな表情が浮うかぶ。

「そんなことを言われたら、私は獣になってしまう。めちゃくちゃにされてもいいのか？」

　低い彼の声が微かにかすれていて……オレの心を熱くする。

「……獣みたいにして。めちゃくちゃにして……あっ！」

　オレの言葉が終わらないうちに、彼の手がオレの身体を抱き上げた。そのまま滑なめらかな床ゆかの上に仰あお向むけに押し倒たおされ、のしかかられてオレは思わず喘あえぐ。

「悪い子だ。もう止められないぞ」

「うん。いいよ」

　囁いたオレの胸むな元もとに、彼が顔を埋うずめてくる。

「……ああ……っ」

　乳ち首くびをそっと舐なめ上げられて、オレは思わず声を上げてしまう。ほんの少し舐められただけなのに、オレの全身に怖こわいほどの快感が走ったんだ。

「……そこ、ダメ……ああー……っ！」

　チュクッと音を立てて吸い上げられて、オレの腰こしがヒクヒクと跳はね上がる。

「手で愛あい撫ぶしたあの夜も、とても感じやすかったが……」

　黎が驚いたように囁いてくる。

「……今夜は本当にすごいな」

「……だって、媚び薬やくが……あ、あっ！」

　片方の乳首を舐め上げ、吸い上げられ……同時にもう片方の乳首を指先でくすぐるように愛撫される。そこから走るあまりに激しい快感に、オレは我慢できずに喘いでしまう。

「……ダメ、もう……出ちゃうよ……っ！」

「乳首だけで？　本当に？」

　彼は意地悪く囁き、空いている方の手でオレの脚あしの間に触ふれてくる。

「……あ、やめろってば……！」

　反り返った屹きつ立りつをキュッと手のひらに握にぎりこまれて、オレは悲鳴のような声を上げる。

「……そんなことしたら、出る……下着が、汚よごれる……っ！」

「憎にくらしいやつだな。まだそんなことを気にする余よ裕ゆうがあるのか？」

　彼が囁ささやいてオレの屹立から手を離はなし、ベルトの金具を外す。ボタンを外され、ファスナーを下ろされて、その軽い刺し激げきだけでオレはヒクヒクと震ふるえてしまう。

「ひどくして、我を忘れるまで喘がせてやりたくなる」

　ゆっくりと下着を引き下ろされ、オレの屹立が、プルン、と空気の中に弾はじけ出る。

「……んん……っ！」

　冷たく感じる空気に、オレは自分がどんなに濡ぬれているかに気づく。彼の視線にこんな姿をさらす羞しゆう恥ちに、オレは両手で顔を覆おおう。

「すごいな、もうこんなにヌルヌルじゃないか」

　彼が囁いて、指先でオレの屹立の形を辿たどる。

「……ア……アア……ッ」

　激しい快感に、オレの先せん端たんから先走りの蜜みつが、ドクン、と溢あふれてしまう。

「いやらしいな。私の目の前で、蜜を漏らすなんて」

　彼の指先が濡れた括くびれを撫で、それから先端のスリットに沿って愛撫する。

「……やめ……く、くううっ！」

　指先をキュッとスリットに食い込まされて、オレの全身に怖いほどの快感が走り……。

「……あああっ！」

　オレの先端から、ビュクッ、ビュクッ！　と激しく蜜が[image: 迸]ほとばしった。

「なんて子だ。この私に向かって蜜を放つなんて」

　彼のあきれたような声に驚おどろいて、慌あわてて目を開ける。彼の滑らかな頰ほおから顎にかけて、トロリとした白い液体が伝っていて……。

「うわ、ごめんなさい、オレ……！」

「許せないな」

　彼は獰どう猛もうに笑って頰を濡らした蜜を手のひらで拭ぬぐい取る。そして白はく濁だくに濡れた指先を、見せびらかすようにゆっくりと舐めた。

「……く……っ」

　そのセクシーな仕草を見ただけで、オレの全身にまた欲望が沸わきあがり……。

「お仕置きだ。私の言うことを聞いてもらおうか」

　彼の翡ひ翠すい色の目が肉にく食しよく獣じゆうのように獰猛に煌きらめき、オレはまるで魅みせられた獲え物もののように動けなくなる。

「このまま四よつん這ばいになってみろ。獣けもののように後ろから奪うばいたい」

　彼のセクシーな声に、オレは思わず喘ぐ。

　……ああ、どうしよう？　抵てい抗こうできない……。

「どうした？　できないのか？」

　囁かれて、オレは操あやつられるように彼の言うとおりの恰好をしてみせる。

　……ああ、恥はずかしい。初めてなのに、こんなこと……！

　彼の手が、後ろからオレの身体からだを抱だき締しめる。白濁に濡れた指がオレの胸を滑る。両方の乳首を摘つまみ上げられて、オレは全身を震わせてしまう。

「……待って、んん、んんー……っ！」

　乳首をヌルヌルと揉もみ込まれ、放ったばかりの屹立が萎なえずに硬かたくなってくる。

「……あ、ダメ……ああっ！」

　彼の唇くちびるがオレの首筋にそっとキスをする。彼の手が乳首から離れ、彼の舌が滑り始める。

　肩かた口ぐちにキス、肩けん甲こう骨こつにキス。唇は背骨に沿って滑り降り、ウエストの後ろにまたキス。そして……。

「……あ……」

　オレのお尻しりに、彼の歯がそっと食い込む。そして双そう丘きゆうが、彼の手で大きく割り広げられる。

「……噓うそ、何す……んんーっ！」

　あたたかな吐と息いきがかかり、続いてオレの隠かくされた蕾つぼみにヌルリとした何かが侵入してくる。

「……ダメ、そんな……ああ……っ！」

　彼はオレの蕾を舌で解ほぐしながら、先走りを振ふり零こぼすオレの屹立を指で扱しごき上げる。

「……やあ、ああ……ああっ！」

　オレは、全身が蕩とろけそうな激しい快感に震えながら、さらに激しい何かを求めていることに気づく。

「……欲しい、ブライアン、あなたが欲しい……！」

　オレの唇から、欲情した獣のように淫みだらな喘ぎが漏もれた。

「……して、もっとひどくしていいから……ああっ！」

　ヌルヌルになったオレの蕾に、熱くて硬かたいものがグッと押し当てられる。

「……アアーッ！」

　蕩けたオレの蕾はそれを一いつ瞬しゆんだけ拒こばみ、だけど屹立を愛撫されただけで、震えながら彼を受け入れていく。

「……ああ、深い……っ！」

　オレは上半身を支えていられなくなり、腕うでを曲げてそこに頰を押し付ける。お尻だけを掲かかげたような恰好をしていることに気づいて、めちゃくちゃに恥ずかしくなるけれど、もうどうしようもなくて……。

「……あ、ああっ！」

　彼の逞たくましい屹立が、オレの内ない壁へきをきつく押し広げている。深い場所まで満たされ、ため息をついた瞬しゆん間かんに、彼が激しい抽ちゆう挿そうを開始した。

「……ああっ、ああっ、すごい……っ！」

　脳までが蕩けてしまいそうなすごい快楽に、オレは淫らに喘ぐことしかできない。

「……ああ、すご……ブライアン、すごい……！」

「おまえもすごい、真吾」

　彼の声が欲望にかすれていることに気づいて、オレの胸が熱くなる。

「震えながら締め付けてくる。何もかも忘れそうだ」

「……して……もっと……あっ！」

　オレは身体を走った電流に、背中を反り返らせる。

「……ダメ、もう出ちゃうよ……！」

「いいよ。一いつ緒しよにイこう、真吾」

　彼の手が、オレの屹立を捕つかまえ、ヌルヌルと扱き上げる。同時に激しく抽挿されて……ガラスの向こうの香港の夜景が、快楽の涙なみだに曇くもる。

「……ブライアン……ブライアン……！」

　鼻び腔こうをくすぐる彼の香かおり、逞しい腕、そして獰猛にオレのすべてを奪う彼の欲望。

　湧き上がる快感に、目の前が真っ白にスパークし……。

「……ああ、イク！　イッちゃうよ……っ！」

　オレは声を上げ、そして……。

「……くう……うん……っ！」

　ドクン、ドクン！　と激しくオレの屹立から蜜が飛び散った。

「……あ、ああっ！」

　あまりの快感にオレの蕾がキュウッと収縮し、逞しい彼を締め上げてしまい……。

　彼が小さく息を吞のみ、次の瞬間、オレの奥深い場所に、熱い蜜がたっぷりと撃うち込まれる。

「……ああ、ブライアン……愛してる……」

「愛している、真吾」

　彼はオレを後ろからしっかりと抱き締める。そしてとてもセクシーな声で、

「おまえがすごすぎて、一度では許して上げられそうにない」

　オレの耳に囁きを吹ふき込む。

「このまま、もう一度したい。……どう？」

　オレはたまらなくなってうなずく。そして、

「……オレ、やっぱり捜そう査さ官失格かもしれない……」

　オレの唇から、かすれた声が漏れた。

「……だって、警護しなきゃならない相手を……こんなに好きになっちゃうなんて」

「捜査官にも恋こいをする権利はある。ついでに、マフィアにも、な」

　彼はオレにキスをして、そしてオレを熱く奪ってくれたんだ。　>>>♥




　　　　◆




「私の息子むすこ、ブライアン・黎に、この黎ファミリーの首領の座を譲ゆずり渡わたす」

　黎家本家の屋や敷しき。中国風の意い匠しようの凝こらされたホールに響ひびく声。声の主は、中ちゆう華か人民共和国、香港特別行政区最大の勢力を誇ほこるマフィア、黎ファミリーの前首領、黎庚秦。

　この島に来たあの時、瘦やせ衰おとろえて余命いくばくもないと思われた彼は、一カ月間の療りよう養ようでなんとか健康を取り戻もどした。今、壇だん上じように立つ彼は、さすがブライアンの父親と思えるような凜り々りしいハンサムだ。ただまだ本調子に戻るまでには時間がかかることと、呈秦と玉秦という二人の息子が目の届かない場所で裏切り行こう為いをしていたことはとてもショックだったらしい。最初の宣言どおり、自分は引退し、ブライアンにすべてを託たくすことに決めたらしい。

　黎呈秦と黎玉秦の二人が逮たい捕ほされたあの事件から、一カ月が過すぎた。ＩＣＰＯと香港警察は、二人の余罪を追つい及きゆうするためにさらに捜査を進めている。華捜査官は彼らを現行犯逮捕した功績を讃たたえられて、さらに階級が上がった。オレは華捜査官の部下にならないかと誘さそわれたけれど、さすがに彼の直属になるのは怖こわくて、今のところその返事は保留にしてもらってる。

　華捜査官の部署のメンバーは、あの事件の解決にオレが一役買ったのだと聞いたらしく（もちろん鎖くさりで縛しばられて鞭むちでぶたれてたことは秘密だ）、オレを尊敬のまなざしで見てくれている。ごつい彼らにそんな目で見られるのはなんだか妙みように居い心地ごこちが悪いし、だいいちあの華捜査官の直属の部下になるなんて怖すぎるからだ。

　……仕事でわざわざスリルを求めなくても、ブライアンの恋こい人びととしてエキサイティングな毎日が送れそうだし。

「ブライアン・黎、ここへ」

　黎庚秦の声に、ブライアンがオレの隣となりから立ち上がる。彼は長いストライドで部屋を歩き抜ぬけ、堂々とした様子で壇上に上がる。

　屋敷のホールには、黎ファミリーの幹部だけでなく、『真和解』『和合和』『１９Ｋ』……香港で黎家に続く勢力を持つ三つのファミリーの首領、そして主だった幹部たちが顔を揃そろえている。いずれ劣おとらぬ迫はく力りよく満点の彼らが、壇上を歩くブライアンの姿を強い視線で見守っている。

　香港マフィアの中には本妻の息子たちを跡あと継つぎにせず、実業家だったブライアンを跡継ぎとして選んだことに不満を唱える人間もいる。呈秦と玉秦は本当は潔白で、財産目当てだったブライアンに陥おとしいれられたのではないかと警けい戒かいする声も上がっている。ブライアンはこれから、そういうさまざまな勢力と戦っていくことになるだろう。

「本日は、わざわざお集まりいただいて感謝します」

　ブライアンの美声が、広いホールに朗ろう々ろうと響き渡る。

「返へん還かん以降、この香港はたくさんの周辺勢力に狙ねらわれる立場にあります。私たちは一つの家族のように結束を固め、協力し合い、この香港を守っていかねばなりません」

　彼の言葉に、座っている別のファミリーのボスたちは深くうなずいている。

「私腹を肥やすための犯罪ではなく、経済を発展させることで全ファミリーを平等に豊かにする。そして裏側からこの美しい香港、そしてここに住む人々を守る……私はそれを、ここに宣言したいと思います。……若じやく輩はい者ですが、ご指導いただければ幸いです」

　彼はホールに集まった人々に、深い礼をする。

　静せい寂じやくに包まれたホールに、最初の拍はく手しゆが響き渡る。それをしたのは、黎ファミリーに次ぐ勢力を持つ『真和解』の首領、孟メン氏だった。

「黎大人は良いご子息を持った。見所がありそうじゃないか」

　彼の言葉にほかの首領たちもうなずき、そして拍手は大きくなる。黎庚秦は感激した顔でホールを見み渡わたしながら言う。

「孟大人、羅ルオ大人、蔣チアン大人、息子をよろしく頼たのみます」

　さらに大きな拍手がホールに響き渡る。ブライアンは再び頭を下げ、そしてゆっくりと顔を上げる。ブライアンの視線が、真っ直すぐにオレに向かう。彼が唇くちびるの端はしにチラリと笑えみを浮うかべてくれたのを見て、オレの鼓こ動どうが速くなる。

　……彼ならきっと、この香港と、そしてここに暮らす人たちを守り、そして幸せにしてくれるだろう。




　　　　◆




「こら、頼んだ資料がまだ揃っていない。途と中ちゆうで逃にげる気か？」

　隙すきを見て荷物を摑つかんだオレに、華捜査官が可笑おかしそうな声で言う。

「どうせ急ぎじゃないんですよね？　残りは明日の昼までにまとめておきますからっ！」

　オレは叫さけんで席を立つ。このまま付き合っていたら何時まで残業させられるか解わからない。

「オレは約束があるんです！」

「だから邪じや魔まをしているんじゃないか。私はまだあきらめていないからな」

　華捜査官に、オレはあきれてしまう。

「ふざけないでください！　失礼します！」

　叫んで部屋を飛び出し、廊ろう下かを全速力で走る。

「うわ、もう来てるかな？」

　ＩＣＰＯ香港支部のエントランスを出たオレは、手を上げて腕うで時ど計けいを見る。

「ヤバイ、華捜査官のおかげで遅ち刻こくだ！」

　慌あわてて階段を駆かけ下り、大通りを渡ってツーブロック走る。そして角を曲がると……。

「……あ……」

　そこに停車しているのは、艶つやのある漆しつ黒こくのリムジン。それを見るだけで、オレの鼓動が速くなってしまう。オレの恋人がこの香港を牛ぎゆう耳じるマフィアの首領であることは、華捜査官以外のメンバーにはもちろん内ない緒しよ。だからこんな回りくどい待ち合わせをしているんだよね。

　リムジンの運転席から、お仕着せを着た運転手が降りてきて、オレに言う。

「お帰りなさいませ」

　にっこりと笑いながら言い、後部座席のドアを開いてくれる。

「……ただいま」

　オレは照れくささを感じながらもそう言い、運転手に微笑ほほえんでみせる。それから、

「ごめん、華捜査官にファイリングを頼まれてそれがすごい量で……」

　車内に入ろうとしたオレの手を、男らしい彼の手がしっかりと摑む。

「遅刻だ。悪い子だな」

　ブライアンが言ってオレを引き寄せ、そのまま体勢を入れ替かえて、リムジンのシートに押し倒たおす。

「しかもあの男と一いつ緒しよだったなんて。私を嫉しつ妬とさせたくて、わざとやっている？」

「何言ってんだよ、ちが……んん……っ」

　のしかかり、重なってくる彼の唇。後ろでリムジンのドアが閉められる。

「……ん、んん……っ！」

　何度も何度も獰どう猛もうに重なってくる彼の唇。力の抜けたオレの歯列の間から、彼の濡ぬれた舌がゆっくりと忍しのび込んでくる。

「……ん、うく……っ」

　舌を淫みだらに絡からめられ、オレの身体からだが熱くなってしまう。

　リムジンがゆっくりと走りだす。ブライアンは手を伸のばし、運転席との不ふ透とう明めいな仕切り窓をそっと閉める。

「これなら、運転手に見られることはない」

　言いながら、オレのネクタイを解こうとする。

「うわ、何してるんだよっ？」

　彼は焦あせって暴れるオレの両手を片手で捕つかまえ、シートに押し付ける。

「今すぐに抱だきたい。いいか？」

「ダメに決まってるだろ？　誰にも見られないとはいえ、ここは車で……あっ！」

　彼の手が上着のボタンを外す。

「……や、やめ……！」

　彼の手が滑すべり込んできて、ワイシャツの上からオレの乳ち首くびを探し出す。

「……ダメ……ああ……っ！」

　乳首をキュッと摘つまみ上げられて、オレは思わず声を上げてしまう。

「何がダメだ。そんな声を出して……」

　彼の指先がオレの乳首をくすぐるように愛あい撫ぶする。

「……こんなにここを尖とがらせているくせに」

「……ん、んん……っ！」

　彼の恋こい人びとになってから、オレの身体はたくさんの快感を教え込まれてしまった。そしてこんなに軽い愛撫だけでも、もう……。

「……ああ、ひどいよ……っ」

　オレの脚あしの間に、キュウッと熱が集まってくる。

「何がひどいんだ？」

　オレの身体を滑り降りた手が、勃たち上がりかけたオレの屹きつ立りつをそっと撫なで上げる。

「……んんっ！」

　オレの屹立は、その刺し激げきだけでヒクリと震ふるえてさらに硬かたく勃ち上がってくる。

「もうこんなにしているくせに」

　焦じらすように愛撫され、オレの欲望があっという間に限界に近くなる。

「……あっ、あっ……」

　オレは全身を痺しびれさせる快感に、思わず喘あえいでしまう。

「華が連れん絡らくをしてきて、まだあきらめないとライバル宣言をしてきた。まさか残業と称して浮気をしていたんじゃないだろうな？　そのせいでこんなに感じやすいのか？」

　キュッと屹立を握にぎり込まれて、オレはいきなりイッてしまいそうになる。

「……くう……そんなわけないだろ……っ！」

　オレは射精感をこらえるために息を吞のみ、それから彼のワイシャツに顔を押し付ける。

「……あなたといるから、感じてるんだよ……っ」

　彼は一いつ瞬しゆん動きを止め、それからオレの耳元でクスリと笑う。

「いい子だ」

　彼は囁ささやいて指先でオレの顎あごを持ち上げ、オレにゆっくりと深いキスをする。二人の舌が絡み合い、オレの屹立がさらに硬かたくなって下着をきつく押し上げる。

　チュッと音を立てて、二人の唇が離はなれる。彼はオレの唇に唇を触ふれさせたまま、

「今すぐに奪うばう。抵てい抗こうは許さない。……いいな？」

　迫はく力りよくのある美声で囁かれたら……オレはもう抵抗できなくなる。

　いけない、と思うのに、彼が欲しくてたまらなくなる。

「……いいよ。オレを今すぐに奪ってくれよ……」

　囁いたオレの身体を、彼の腕がしっかりと抱き寄せる。

「いい子だ、愛しているよ、真吾」

　オレの恋人は、ハンサムで、獰猛で、強ごう引いんで……そして、こんなにもセクシーなんだ。







　あとがき




　こんにちは、水上ルイです！　初めての方に初めまして！　水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとうございます！

　今回のお話には、獰どう猛もうな香港マフィア、ブライアン・黎と跳はね返りのＩＣＰＯの捜そう査さ官、相馬真吾という変わったカップルが登場しております。ほかの国のマフィアは書いたことがあるのですが香港マフィアを書くのは初めて。楽しく書かせていただきました。香港マフィアという言葉から連想される隠いん微びな感じがでているといいな～。今回の舞ぶ台たいとなった香港は個人的にとても好きな場所です。市場とか屋台とかいかにも庶しよ民みん的な場所と、大だい富ふ豪ごうが集まるとてもリッチな場所が混在しているところがなんだか魅み力りよく的です。今回のお話を書くためにガイドブックをたくさん広げて調べ物をしていたのですが……久々にまた行きたくなってしまいました！

　ところで。今回の受はＩＣＰＯの捜査官。ＩＣＰＯには前から興味があったのですが、調べてみたらイメージと全然違ちがう組織で把は握あくするのがなかなか大変でした。捜査官マニアの皆みなさん、真吾が勤めているのはなんちゃってＩＣＰＯですので、実際と違っていてもどうかご容よう赦しやを！

　とても楽しく書かせていただいたお話です。あなたにも楽しんでいただけていれば嬉うれしいのですが。ご感想、リクエストなどなど、お待ちしております！

　それではここで、各種お知らせコーナー！

★個人同人誌サークル『水上ルイ企画室』やってます。

　オリジナルＪｕｎｅ小説サークルです。（受かっていれば・汗）東京での夏・冬コミに参加予定。夏と冬には、新刊同人誌を出したいと思っています（希望・笑）。

★水上の情報をゲットしたい方は、公式サイト『水上通信デジタル版』へアクセス！

　『水上通信デジタル版』　http://www1.odn.ne.jp/ruinet/（２０１４年11月現在）へＰＣにてどうぞ。

　それではこのへんで、お世話になった方々に感謝の言葉を。

　こうじま奈月先生。大変お忙いそがしい中、本当に素す敵てきなイラストをどうもありがとうございました！　ワイルドでセクシーな黎、そしてやんちゃな美青年・真吾にうっとりでした！　これからもよろしくお願いできれば幸いです！

　ＴＡＲＯ。ついに我が家に猫ねこが！　猫は可愛かわいい～可愛い～可愛い～（エンドレス・笑）。

　編集担当Ｉ澤さん、そして編集部の皆さま。今回も本当にお世話になりました！　これからもよろしくお願いできれば幸いです！

　この本を読んでくれたあなたへ。どうもありがとうございました！　これからもがんばりますので応おう援えんしていただけると嬉しいです！　またお会いできる日を楽しみにしています！




　二〇〇七年　秋


水上　ルイ　　
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